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ろう★  

2 マジックボックス（ブラックウォール）  

 

3 体験展示プログラム  

 

4 ニジイロクワ（white eye）幼虫飼育講座

 

5 世界のカブトムシ・クワガタムシに触れよう

 

6 カブトムシ幼虫飼育講座  

 

スペースパーク  

１  わくわく実験教室「宇宙ってどんなとこ

ろ？」  

 
２ サイエンススタジオ「流れる電気のひみつ」

 
  

 

各館が日常業務で実践している定番

メニューを活用してプログラムを作成

したものがほとんどである。 

 施設の特徴（開催場所，フロア，人

員の配置等）により，登録できるプロ

グラムに制限があるようである。 

 

（４） PCALi 登録の効果 

 

①類似プログラムの利用 

 プログラム自体はオリジナルなもの

は少なく，類似プログラムが今後登録

されることが予想される。しかし昆

虫・宇宙とテーマが様々であるために，

同じ実験工作メニューを扱ったとして

も，プログラムの構成に違いが出て，

PCALi 登録者の利用状況（動向・興味・

関心等）にも反映される。 

 

②「福島」特有の教育プログラムの作

成と共有化－放射線理解のためのプロ

グラム 

 東日本大震災と原発事故後の放射能

汚染により，福島県民は日常生活に大

きな支障をきたしている。学校教育現

場でも放射線教育に取り組み始めてい

るものの，従来行われてきた「ウィル

ソンの霧箱実験」「簡易線量計による

放射線測定」「原発とエネルギー」な

どでは本県の実態にはそぐわない。 

 原発事故後３年が経過しようとして

いるが，福島県民の生活は何ら変わら
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ず，県外者にとっては原発事故はすで

に収束したことになっており，放射線

教育の必要性も薄れてきた感がある。

一方，福島県内でも放射線に関する理

解と，事故後時間の経過とともに関心

が薄れてきたこともあり，学校現場で

も放射線教育の取り組みに苦慮してい

る。 

また放射線教育には高価な計測器や

扱いにくい材料等が多く，学校ですべ

てそろえられらない。それは一般市民

においても同様である。そのため科学

館等で放射線理解のためのプログラム

を準備し体験させることが急務である。 

 現在は spff のプログラムとして３

つ用意したが，他 2 館も放射線教育プ

ログラムを有しており，今後互いのノ

ウハウを共有しながらより効果的なプ

ログラムを作成していけることが本研

究におけるメリットの一つである。 

（岡田「地域の教育資源を活用した放

射線教育の授業の実践について(2) : 

福島大学附属中学校の理科の授業にお

ける放射線教育の実践」『福島大学総

合教育研究センター紀要』 2013 年 

第 15 号 17－24。 

 

岡田努編著「震災後の『ふくしま』の

サイエンスコミュニケーション (1)

放射線理解のための取り組み」ふくし

まサイエンスぷらっとフォーム 2013

年。） 

 

３．ＰＣＡＬｉの現状と課題  

 

（１） アンケートの実施について 

プログラムの登録，来館者登録が最

近軌道に乗り始めたところであるため，

まだ実行されていないと思われる。 

各プログラムのアンケートを作成し，

送信しているが，それに対して回答し

てもらっているのかどうかわからない。

アンケートで回答した内容が，次回以

降のプログラム等に反映されていれば，

お客さんにはある程度なっとくしても

らえるとは思うが，すぐにフィードバ

ックできるかは内容による。 

またアンケートで回答した内容が，

次回以降のプログラム等に迅速に反映

されていれば，来館者にはある程度納

得いただけるとは思うが，すぐにフィ

ードバックできるかはプログラムの内

容による。 

また実際には，担当者一人で対応し

ている状況なので，アンケート内容の

反映には時間を要する。 

 

（２） PCALi 利用に係る，メリットや

諸課題 

【博物館】 

全国の連携館が参加する「PCALi フ

ァン感謝デーイベント（仮称）」など

の巡回イベントの開催により，集客増

が見込まれる可能性がある。 

また，本研究が全国的に実施してい

る内容ということ自体が，周知・広報

の「ウリ」になる。 

  今後の課題としては，ひとまず以下

の 2 点が想定される。 

①本システムを利用して来館者にサー

ビス提供するとなれば，短期間で，安

易に同サービスを停止することができ

なくなるので，もう少し館内部で扱い

方の方針を決定してからでないと実施

できない。 

②入力端末が，来館者が自分でスキャ

ンするなど気軽にできるものなら利用

しやすいと思われる。この端末利用に

ついても，内部で共通理解を図る必要

があるので，なかなか実施に踏み込め

ない。 

 

【学芸員】 

 本地区では，「学芸員」を「広い意

味で来館者に対応するスタッフ」とす

る。 

まず「メリット」については，全国

の協力館が一堂に会するイベント等が

あれば，各館が開発した選りすぐりの

プログラムに当館スタッフがふれるこ
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とができて，学芸員の科学リテラシー

涵養に資することができる。 

さらに，全国の協力間の来館者の動

向を共有でき，協力館の学芸員との顔

の見える交流が図られ，プログラム開

発や改善の情報交換ができる。 

 課題としては，①端末操作を職員に

指導するのに手間がかかる。②参加者

勧誘の手間。勧誘用のチラシ等の広報

手段を考え，来館者一人一人に説明し，

申込みしてもらうのだが，結局は担当

者が付ききりで対応しなければならな

い。 

 

【来館者】 

 全国の協力館が実施する大型イベン

ト等へ優先的に参加できるような特典

が得られる。 

 ２～３の博物館同士が個別に連携す

ることで，他館で人気のプログラムを

当館で体験できる。 

自分の参加したイベントを把握でき，

さらに今後予定されているイベント等

を検索できる。 

博物館の要望としては，館の職員に

頼らず，気軽に自分でカードをスキャ

ンしてイベント参加の登録ができると，

システムを利用している感覚を得るこ

とができると思われる。 

 

（３） PCALi システム上の問題につ

いて現状や課題，提案など 

 参加館から以下のような課題の提示

提案等があった。 

【課題】 

①アンケートは，当日，会場にて受付

時に印刷物を配付して退館時に受け取

る流れの方が，当館のお客さんを考え

ると回収率が高いと思う。電子データ

での回答が必要なら，退館時に受付の

タブレット等で記入してもらう。 

②PC を立ち上げて利用するという例

はほとんどない。携帯電話しかもスマ

ートフォン利用者も利用しないケース

が多い。 

③生年月日の入力欄が西暦のため，戸

惑う方が多いため元号で記入してもら

い，館側で変換している。 

④会員登録用紙には，居住地を市町村

まで記入するようになっているが，デ

ータでの入力は都道府県までである。

不必要な情報であれば削除したい。 

⑤ログインパスワードの０（ゼロ）と

O（オウ）の区別がつきにくい。０（ゼ

ロ）は，プログラミングで一般的に使

われている文字だと枠別し易かった。 

⑥ニックネームは，他の人が先に利用

していると登録できない。（追記） 

⑦カードの発行など，担当者以外でも

実施できるよう，館内で具体的に検討

しないと，実施できない。一度システ

ムを稼働すると止めるに止めることが

できない。 

【提案 他】 

①駅の改札のように，来館者が自分で

カードをスキャンすると，イベントに

参加したようになると良い。 

②イベントに参加した際の本人の活動

の様子を記念写真風に残す「自分史」

作成のようなサイトがあればいつでも

そこにアクセスして閲覧することがで

きるのではないか。あるいは画像を本

人宛に送信する。 

 テキストデータよりも参加者は画像

データがほしいのではないか。 

 

４．所感 

 

 本地区では，参加協力館の事情もあ

ってプログラム・参加者登録は今年度

始まったばかりで，科学イベントの実

施と日常的な利用状況の調査には至っ

ていない。 

本システムのシステム導入と内容に

関する全館職員への理解を図ることも

事業が停滞氏がちな一因となっている。 

またプログラム・参加者登録時の段

階で，すでに見えてきた課題も多い。 

地方の博物館においては，来館者の

増加が至上命題であり，それと本調査
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研究をいかに両立させるのか，あるい

は協力館に理解をもらえるのかが大き

な課題である。 
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東北地区における学習プログラム実施報告（平成 26 年度）  
 

岡田努*1，池上雅*2 

福島大学*1，ふくしま森の科学体験センター *2 
 
 
 
１．はじめに 東北地区の実施体制 

東北地区では，福島大学が核となっ

て福島県内の多様な施設の科学コミュ

ニケーション活動を推進している「ふ

くしまサイエンスぷらっとフォーム

（以下，spff）」と，そこに参画する２

つの科学館（ムシテックワールド，郡

山市ふれあい科学館）が「科学リテラ

シーパスポートβ」（通称 PCALi，以

降，PCALi とする）に協力している。

博物館という施設以外でも「spff」事

業に参加する他の博物館や社会教育施

設，企業，個人，各種団体等が実施す

る科学イベント等も調査の対象として

いる点が特徴といえる。現在，spff 関
連の単発イベント会場での会員登録は

難しく，本研究の協力館である２つの

科学館で会員登録を実施し，それらを

元に調査を進めているところである。

以下，今年度のプログラム開発・登録・

実施状況に加え，福島県内における本

システム利用状況（登録者・登録プロ

グラム・利用状況）と，本地区の特徴

と成果や課題について述べる。  
 
２．平成 26 年度の学習プログラムに

ついて 

（１） 平成 26 年度の学習プログラム

登録件数，登録状況。 

 平成 26 年度の学習プログラム登録

件数は下記（表１）の通り。平成 25
年度までの登録プログラム数の 2 倍を

超える登録数となっており，ひとまず

PCALi システムの博物館側の利用に

関しては定着してきた感がある。  
 
（２） 平成 26 年度の学習プログラム

開発件数，開発状況 

ア 新規に開発したプログラム数  
上記の H26 年度の学習プログラム

のうち，新規に開発したプログラム数

は下記の通りである。各地区の「博物

館」連携による，プログラム開発も本

研究の成果の一つであれば，東北地区

は科学館が１館，大学の科学コミュニ

ケーション事業が１つということで，

その効果は見られず，単に科学館が独

自に開発したプログラムを本システム

に登録しただけ，ということになる。  
 
表１ 平成 25，26 年度の学習プログ

ラム登録件数 

 
表２ 平成 26 年度新規開発プログラ

ム 

 H25 年度 H26 年度 合計 

ﾑｼﾃｯｸﾜｰﾙﾄﾞ 0 5 5

spff 6 5 11

郡山市ふれあい 2 1 3

計 8 11 19

 
イ ムシテックワールドの新規開発

プログラム  
 今年度の新規プログラムは表３の

通り。  
 
 
 

 H25 年度 H26 年度 合計 

ﾑｼﾃｯｸﾜｰﾙﾄﾞ 6 16 22

spff 13 9 22

郡山市ふれあい 2 1 3

計 21 26 47
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表３ ムシテックワールドの新規プ

ログラム 

 
 

ムシテックワールドの今年度の新規

開発プログラムは上記の５件である。

そのうち③「草花の写真を撮ろう」は，

旭山動物園「自分だけの動物アルバム

辞典を作ろう！」および国立科学博物

館の人気プログラム「アルバムディク

ショナリーシリーズ」のムシテックワ

ールド版として開発したものである。

本地区では，コンパクトフォトプリン

タ（CANON 製の SELPHY CP910）を

導入し各種イベントで活用していた。

本プログラムでは参加者はデジタルカ

メラを持参し，館内および施設周辺の

自然の草花の写真を撮影し，その場で

（屋外でも可能）高品質の画像を印刷

し，植物に対する観察の目を養うこと

を目的とした。  
秋を感じさせる草花を観察・撮影す

る，内容となっている。  
本プログラムは 2014 年 9 月 27 日，

28 日に実施し，PCALi 会員１名の参加

があった。  
   

  

図１ 草花の写真を撮ろうの様子 

 
ウ spff の新規開発プログラム  

今年度の新規プログラムは以下の通

り。  

表４「草花の写真を撮ろう」の概要 

 
 
表５ spff の新規プログラム 

 

 

このうち①は 14 年前の国立科学博

物館によるプログラムをアレンジした

もの。③のペットボトル顕微鏡は福島

県農業総合センターのイベントで開発

したものなど，既存のプログラムを改

善したものがほとんどである。しかし

⑨の「福島第一原子力発電所の状況」

については，東京電力株式会社の協力

を得て，新規に開発したプログラムで

あり，原発の廃炉作業に関する現状の

理解，県民との対話という本県ならで

はのプログラムとなっている。   
 
 
（３） 平成 26 年度の学習プログラム

実施件数，実施状況 

表 6 にみられるように，H26 年度の

学習プログラム実施回数は 76 回と前

年度を大きく上回った。  

【ムシテックワールド】  
①君は火山を見たことがあるか(4/6) 

②草花の写真を撮ろう(9/27) 

③ちびっこ実験教室「ぺったんこ実験」

(10/4) 

④ちびっこ実験教室｢ぴか☆ぴか☆実験」

(12/13) 

⑤もちもち牛乳もち作り(12/20) 

【②草花の写真を撮ろう】 

１活動内容を説明する。  

２参加者は，目的をもって秋の草花の写

真を撮る。  

３撮影した画像を印刷し，参加者間で展

覧会をする。  

※何気なく見ている植物を目的をもっ

て写真撮影し，植物の観察力を養うとと

もに感性を涵養する 

【spff】  
①うす～くスライス 飛ぶタネのヒミ

ツ(5/5) 
②厚紙でつくるモールスの電信機(8/5) 

③ペットボトルで顕微鏡を作り，野菜の

細胞を見てみよう(8/7) 

④分光まんげきょう(8/17) 

⑤よく回るきらきらコマをつくろう

(9/7) 

⑥ストロー紙トンボ(9/10) 

⑦色が変わる？サイエンスフラワーを

つくろう(11/23) 

⑧ミジンコを見つけよう！(1/5) 

⑨福島第一原子力発電所の状況のご説

明と対話の会(1/19)
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表６ 東北地区 PCALi プログラム実施

回数 

 H25 年度 H26 年度 合計 

ﾑｼﾃｯｸﾜｰﾙﾄﾞ 7 55 62

spff 22 21 43

計 29 76 105

 
また今年度実施したイベントへの

PCALi 会員の参加者数は延べ 343 名

と 1 回あたり，５名程度の参加となっ

ている。（表７）  
この結果からは PCALi 会員の参加

が一見少ないように思えるが，公共交

通機関が利用できず，最大の会員数を

有する郡山市から自動車での移動時間

が 1 時間弱というムシテックワールド

の立地条件を考慮すれば，参加者は少

ないとは言えまい。  
 

表７ 東北地区 PCALi 会員参加者数 

 H25 年度 H26 年度 合計 

ﾑｼﾃｯｸﾜｰﾙﾄﾞ 100 318 418

spff 34 25 59

計 134 343 477

 

３．東北地区の会員の利用状況につい

て 

（１） 会員数 

 東北地区の PCALi 会員数は下記の

表の通りである。協力博物館（科学館）

が１館だけであることを考慮すれば，

これも決して少ない数ではない。  
 

表８ 東北地区の新規 PCALi 会員登録

数 

 H25 年度 H26 年度 合計 

ﾑｼﾃｯｸﾜｰﾙﾄﾞ 56 121 177

spff 7 10 17

計 63 131 194

 
（２） 東北地区会員のプログラム体

験回数 

次に，東北地区会員の本システム利

用状況を見てみる。本システム利用状

況を考える上で，まずは世代別会員数

を見てみよう。  
図２のグラフを見れば一目瞭然であ

るが，平成 25，26 年度ともに「幼児～

小学校低学年期」が最も多く，次いで

「小学校高学年～中学校期」の順とな

っている。この 2 世代で 160 名と 4 分

の 3 を占めている。  
また会員登録時のメールアドレス登

録ミスやその他の事情で，全会員数の

約１割近くが「未登録」であることは

留意しておく必要がある。  
続いて，東北地区の会員１人がどのく

らいの学習プログラムを体験したのか

を図３に示す。今年度も２～４回の

PCALi ポログラム体験者が多いことが

見て取れる。また１０回以上の体験者

も見られるなど，会員数の増加に加え

て体験数も明らかに増加していること

がわかる。  

 
図２ 東北地区の世代別会員数 

 
（３） 東北地区会員のアンケート等

の回答数 

続いて，東北地区の PCALi 会員の本

システムの利用状況について，平成 25，
26 年度の「プログラムアンケート」「定

期アンケート」「臨時アンケート」の回
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答状況に加え，各プログラムへの「コ

メント」の入力数，そして体験したプ

ログラムに対する評価ともいえる「い

いね」ボタンの活用状況を調査した。

（図 4）  
また上記の表 7 の東北地区の会員の

プログラム体験回数は 477 回であった

が，プログラムアンケートの回答数は

73 件，また「いいね」ボタン利用も

87 件と，6 分の１から 7 分の１程度の

利用しかないことがわかった。さらに

入会時の定期アンケートは 20 件の回

答しかなく，194 名の会員のうち１割

程度の回答しかないこと，またプログ

ラムに関する「コメント」も 27 件と，

きわめて利用数が少ないことが明らか

となった。  
 

 
図３ 東北地区会員のプログラム体

験数 

 

 
図４ 東北地区のシステム利用回数 

 
（４）全国の PCALi システム利用状況 

東北地区の本システムの利用状況は

多いとは言えないことを指摘した。そ

こで全国の他の地区の利用状況と比較

して，課題を抽出し，解決方法を考察

するために，我々が調査できる方法の

一つとして，登録プログラムの「コメ

ント」数を調査し，東北地区の状況と

比較した。2015 年 1 月末の段階で，す

べての地区の登録プログラム数は 390
であった。各プログラムに記載された

「コメント」を PCALi 事務局・イベン

トの主催者・参加者・他（他の館の学

芸員等のコメントなど）に分類して調

べたところ，表９のような結果が得ら

れた。  
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表９ 学習プログラムへのコメント

数 

 
東北の３館を含め，コメントに一つ

でも記載があったプログラム作成館が

12 館しかなく，コメント数が 20 件以

上の館に至っては３館しかなかった。  
また東北地区プログラムへのコメン

ト数が全体の 40 パーセント近くを占

めていること（図５），そのうち PCALi
会員による「コメント」数に至っては，

東北地区の会員のコメント数が全体の

64％を占めていることが分かった。東

北地区の本研究におけるイベント実施

数や協力館が少ない割に，システム利

用者が多かったのは意外に思える。  
東北地区では，会員登録手続きの際

に，web 登録の方法や，システム利用

について，さらには関連イベントの広

報を，電子メールや電話あるいは直接，  
 

 
 
 
 
 
 
 

図５ PCALi 登録プログラムへの総コ

メントにおける東北地区のコメント

数の比較 

図６ PCALi 会員のコメント総数のう

ち棟億地区会員の占める割合 

会員に伝えることが多く，本システム

の利用を巡って，館の学芸員と会員が

交流できているケースが目立ったこと

が特徴と言える。 

（５） その他 

PCALi 会員のイベント参加状況の確

認について当地区では，会員カードの

バーコード読み取りに，小型のメモリ

機能付きスキャナを使用している。小

型 で 持 ち 運 び が 容 易 で あ る こ と ，

Microsoft 社の EXCEL 等に読み取りデ

ータ（年月日時刻会員番号）が転送で

きるので大人数の会員の登録や，複数

会場でのイベント実施の際には参加状

況の把握には便利である。 

 

  
図７ 小型スキャナでの会員の参加

確認 

 

 

４．おわりに―平成 27 年度以降の

取り組みについて 

 東北地区（福島県）は，震災後 4

年が過ぎ，復興関連のプログラム導入

を検討している。 

ムシテックワールドでは「再生可能

エネルギー分野」の展示コーナーの新

設に伴い関連プログラムの作成を検討

したい。また原発事故後の「放射線教

育」では，サーベイメーターの使い方

と霧箱実験しか実施しない県外の関係

者に，福島県内の視点での放射線教育

の重要性を訴え，農産物の放射能モニ

タリング，除染，内部被ばくに関する

教育プログラムの構築を提案してきた

が，現在は原発の廃炉に関する諸技術
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（現場でのロボット，燃料デブリの位

置確認のための宇宙線の利用等）に関

する科学など課題や新たな取り組みが

増えてきており，学校教育と社会教育

で対応可能な放射線教育プログラムを

引き続き作成することも大きな課題で

ある。 

また 2012 年の共同声明「自然災害お

よび技術的災害に対するレジリエンス

（ 回 復 力 ） の 構 築 」 （ G-Science 

Academies Statements 2012‘Building 

Resilience to Disasters of Natural 

and Technological Origin') で示さ

れた，自然災害と技術的災害，わが国

の東日本大震災のような両者の複合化

した災害による損害とそこからの回復

を示す「レジリエンス教育プログラム」

の作成にも取り組み，会員との交流を

深めたいと考えている。 
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第２章 第４節 項目５－Ｄ 

実施班 千葉県立中央博物館の進捗報告（平成 25 年度） 
 

 

林 浩二 

千葉県立中央博物館 

 

 

 

１.『生態園ギャラリー あなたの発見、お

しえてください』の実施（2013 年 9 月〜10

月） 

 千葉県立中央博物館では 2005 年以来、来

園者が生態園内で撮影した写真と短い説明

文を募集し、解説板を作成・設置・展示す

るという、市民参加による展示作成の行事

を行っている。 

 博物館側から何か説明を受けるのではな

く、参加者（来館者）自らが発見し、表現

するとともに、他の来館者の発見を見るこ

とで、そこにコミュニケーションが起こる

ことを狙ったものである。 

 

 今年度は、9月〜10 月の 3回の日曜日に

撮影会を設定し、9月 1日から 10 月 6 日ま

での期間に撮影した新作の作品を募集した。

2013 年 9 月 8 日(日)・29 日(日)・10 月 6

日(日)の撮影会当日のほか、電子メールで

の応募を含め、最終的に 43 点の作品が集ま

った。すべての応募作品の解説板を 10 月

19 日までに設置した。 

 当日その場で行事への参加を決めた方も

多く、随時受付の行事でもあり、また説明

の時間をしっかりとることもできにくかっ

たため、登録希望者はいなかった。 

 

２. 『千葉市未来の科学者育成プログラム 

生態園の「夏」を発見／博物館バックヤー

ドツアー』の実施 

 1. の行事に先立って、2013 年 7 月 13 日

（土）に千葉市未来の科学者育成プログラ

ムの総合コースの全員（22 名）と、他のコ

ース（千葉大連携 22 名、医療系 27 名、特

別受講生 6名）の希望者（千葉市内の中学

生と高校生）を対象に事業を実施し、23 名

が参加した。 

 千葉県立中央博物館生態園では、10 年ほ

ど前から、大人向けプログラムとして『生

態園ギャラリー』として、生態園で素材を

集め、作品を制作するプログラムを実施し

ているが、今回はそれを中高生向けに実施

したものである。作品制作のメニューは写

真撮影の他、葉書絵や俳句、自然物のコラ

ージュ、落ち葉のフロッタージュなどであ

る。 

 
図 1 「あなたの発見、教えてください」の

作品例 

 

 昼食後、参加者が展示見学をする間に、

こちらで写真以外の作品を撮影して発表会

の準備を行った。発表会では、作品が投影

し、提出者が説明することを行った。 

 写真と短い説明文の作品については、1.

の「あなたの発見、おしえてください」に

ならって野外解説板を作成し、発見した現

場に設置した。 

 「あなたの発見、おしえてください」は

コミュニケーションのためのプログラムで

あり、千葉市未来の科学者育成プログラム

のカリキュラムの中の位置づけとしても、

科学コミュニケーションについて考えさて
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もらうことを狙いとした。 

 参加した生徒に PCALi への参加を呼びか

けたが、この時点では希望者はいなかった。

後日、同じ生徒たちに呼びかける機会があ

ったので、参加希望の生徒数名に改めて資

料を手渡したが、未成年であるため持ち帰

っての記入となり、結果的に登録者は出て

いない。 

 

３. 『科学と生活を考えるワークショップ 

「食中毒はなぜ起こるのか」』の企画と実施 

 ライフスタイルや健康など生活に身近な

科学の話題をとりあげるべく、今回新たに

千葉市科学館と千葉県立中央博物館の共催

で企画・実施するものである。 

 主として中学生以上、成人を対象として、

日常生活と科学の関わりについて考え、そ

れがどのように行動に結びつくのかまでを

検証する行事として計画している。試行と

なる第１回は「食中毒はなぜ起こるのか」

と題してワークショップ形式で行う。食中

毒事故に関する専門家からの情報提供を受

け、グループ討議で明らかになった点、新

たな疑問などを話し合い、ゲスト専門家と

のやりとりを通じて、メディアを通じて伝

わっていた情報の正確さなどについても考

察できるようにする。 

 実施後、少し間を置いての質問により、

家族や同僚、友人など周辺への波及や行動

の変化なども追跡することを計画している。 

 

 以上のように、千葉県立中央博物館にお

いては主として「社会の状況に適切に対応

する能力の涵養」に重点をおいて行事を実

施している。他の館での参加者にこれら行

事にも参加し、アンケートに回答してもら

うことで分析のための有益なデータとなる

ことを期待している。
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実施班 科学技術館の進捗報告書（平成 25 年度） 
 
 

田代英俊 
科学技術館 

 
 
 
１. 生物実験教室実施報告 
（１） 概要 
a.タイトル：中外製薬 Presents 生物実験

教室“遺伝子ってなんだろう？” 
～細胞の観察と DNA の抽出～ 

b.実施場所：科学技術館 実験スタジアム 
c.実 施 日：2013 年 7 月 14 日（日）、 

8 月 4 日（土） 
＜1日 2回 １回 2時間＞ 

 d.参加者数：合計 74 名 

e.活動目的： 

科学技術館は青少年の科学リテラシー

の醸成、特に生物学についての科学リテラ

シーを高めることを目的とし、中外製薬株

式会社と連携して、平成 25 年度より学校

に対するアウトリーチ活動や、科学技術館

を舞台として、日頃学校では行うことがで

きないような実験、観察を行う企画をスタ

ートした。本プログラムはこの連携活動の

一環であり、中外製薬の許可を得てピカリ

登録プログラムとして実施した。 

f.カリキュラム概要： 

自分自身を通して生物の細胞や遺伝子

を考えることをテーマとして、以下の通

りカリキュラムを作成し実施した。 

 Part1 細胞観察 

  1.細胞の説明、特に細胞内に遺伝情報

が入っている核があることの説明  

  2.顕微鏡の操作法の説明 

  3.タマネギの細胞、自分の口腔細胞を

顕微鏡観察（酢酸カーミンにて染色） 

 Part2 ヒト口腔粘膜細胞から DNA 粗抽出 

  1.細胞核の中に遺伝情報を伝える DNA

があることを説明  

  2.スポーツドリンクを口に含み口腔細

胞を抽出し細胞を遠心分離器により

分離 

  3.東京大学名誉教授太田隆久先生考案

の食塩と洗剤による DNA 抽出液にて

DNA を粗抽出 

  4.DNA がアルコール中で沈殿すること

を確認 

5.同様の実験をバナナでも実施 

6.粗抽出した DNA はその人の体質等が

かわかる個人情報であること、取り

扱いには注意が必要であることを説

明  

 Part 3 まとめ 

 

（２） 実施体制 

今回の教室にあたっては、科学技術館、く

らしとバイオプラザ 21、中外製薬株式会社

が連携して企画、運営を実施した。役割分

担としては次の通りである。 

 ・科学技術館：企画提案、広報、実施場

所の提供、カリキュラム開発、器具・

備品の準備、当日の講師、運営 

 ・くらしとバイオプラザ２１；企画提案、

カリキュラム開発、広器具・備品の準

備、当日の講師、運営 

 ・中外製薬株式会社：企画立案、資金支

援、器具・備品の準備、実施当日のボ

ランティアＴＡによるサポート 他 

 

（３） アンケート結果 

 a.属性： 

回答者数は 72 名で、男性は 37 名、女

性 35 名とだいたい半々である。参加者の

8 割が小学生であった。自由記述回答で

参加動機を見ると、DNA 抽出や顕微鏡観

察に対する興味、夏休みの宿題用という

のもあるが、母親が情報を見つけ勧めら

れたケースが 11 件あった。本教室のよう

な専門性の強い教室の場合、当人の参加

動機だけでなく母親の目にとまることが

広報として重要であることがうかがえる。

また参加者になりたい職業があるかどう

か聞いたところ、43 名があると回答し、
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自由記述で職業名を聞いたところ 10 名

が医師を希望していた。 
 b.効果： 

図 1 に生物実験教室に対する参加者の

印象や評価を示す。『楽しく学べた』『説

明はわかりやすかった』『細胞や DNA につ

いて今まで知らなかったことを知ること

ができた』『教室に参加して満足している』

『このような教室があればまた参加した

い』については、ポジティブ回答でいず

れも 100％である。またこの設問の選択

肢をみると「とてもあてはまる」が 85％

以上の割合で選ばれており、今回の教室

における学習等の満足度が非常に高かっ

たことがわかる。 

図１ 生物実験教室に対する参加者の評価 

 
（４） PCALi としての活動 
 本教室を実施した時点では、参加者登録、

チラシ配布等の体制が整っていなかったた

め、web による情報公開のみ行った。 
 

写真１ DNA 抽出実験風景 
 
２．今後の実施予定 
（１） 概要 

a.タイトル：恐竜の皮膚の色は何色？ 
～恐竜博士真鍋真先生のお話
しと恐竜 3D ぬりえ教室～ 

b.実施場所：科学技術館 実験スタジア
ム 

c.実 施 日：2014 年 3 月 1 日（土）  
＜1 日 2 回 １回 1 時間 30 分

＞ 
 d.参加者数：合計 40 名(予定) 

e.活動目的： 
「恐竜博士」で知られる国立科学博物館

の真鍋真先生に科学技術館にお招きし、恐

竜の皮膚の色は何色だったのかなど、ま

だまだわかっていない恐竜の謎につい

てお話をしていただき、その後、自分達

でステゴサウルスのぬりえを行い、これ

をパソコンに取り込んで３次元化する

「恐竜３Ｄぬりえ」を実施し、最後にで

きあがった３Ｄ恐竜とのツーショット

写真を記念に持ち帰ってもらうプログ

ラムをピカリ実施館連携プログラムと

して実施する。 

恐竜をテーマとすることで、科学技術

館では日頃実施しない自然史の教室を

開催することができ、一方でパソコンを

活用する「竜３Ｄぬりえ」を実施するこ

とで科学技術館らしい技術の領域も提

供することができる。本プログラムを通じ

て参加者の科学リテラシー醸成に、自館だ

けではできない内容の豊かさを提供でき

ると考える。
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楽しく学べた
子ども合計n=72

説明はわかりやすかった

説明された内容を理解できた

学んだことを友だちや親に説明できる

細胞やDNAについて、興味が深まった

細胞やDNAについて今まで知らなかったことを知る
ことができた

細胞やDNAについて、もっと知りたいと思う

教室に参加して満足している

このような教室があればまた参加したい

とてもあてはまる まあまああてはまる あまりあてはまらない まったくあてはまらない 無回答
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国立科学博物館における学習プログラム実施報告 
 
 

庄中雅子 

国立科学博物館 
 
 
 
１．はじめに 

国立科学博物館では、平成２６年度に３

系統の学習プログラムを開発し、うち２系

統はパッケージ化を行い、次年度以降もシ

リーズとして改良を重ね、本研究期間の後

半全体にわたって実施していく見込みであ

る。 
本稿では、これら３系統の学習プログラ

ムに関して述べる。 
 
２．学習プログラム登録・開発・実施件数 

 表１に、各系統の学習プログラムの実施、

登録、開発件数をまとめた。うち、恐竜３D
ぬりえは１１月２３日 PCALi(ピ☆カ☆リ)
感謝祭における実施であるため、詳細は当

該報告に譲る。 
表１ 学習プログラム実施、登録、開発件数 

 
３．系統１：さよなら発見の森 

 最初の系統は、２０１４年８月３１日に

て常設展示から姿を消した当館の「発見の

森」の開発秘話を開発担当者が語る形式の

プログラムである。 
 第１回目は試験的に、大妻女子大学の学

芸員養成課程における講義内で行った。常

設展示を企画する過程がダイジェストで紹

介されたため、本講義内で反響が良かった。

そのため、第２回目以降は展示フロアにて

研究者が自らの研究を語る恒例イベント

「ディスカバリートーク」の臨時版として、

８月最終週の５日間にわたって急遽実施さ

れることとなった。学習プログラムの概要

は、PCALi(ピ☆カ☆リ)公式ブログでも公開

され、以下の URL から参照できる。

http://pcali-blog.ciao.jp/336/ 

 
図１ 発見の森の第２回目以降の学習プログ

ラムでは、実際に展示の中を歩き回って解説

が行われた 

 
 第２回目以降は参加者の感想をメッセー

ジカードで残してもらうという形式もとっ

た。本学習プログラムは展示のクローズと

いう特殊な時期に行われたもので、その場

限りではあるが、学芸員と来館者のコミュ

ニケーションが行われた貴重な例である

（これは、神奈川県立生命の星・地球博で

行われた地学ワンテーマ講座と共通する形

式である）。これは展示内容に関する専門性

が非常に高い学芸員が行う必要があるため、

当館での今後の継続的な実施はマンパワー

の問題として困難である可能性が高い。 
 
４．系統２：キャリアカフェ 

 第２の系統は、高等学校・高等教育期向

けの「感性の涵養」の目標にみられるキャ

リア教育を目的とした学習プログラムであ

る。当該世代を博物館に呼び込むための試

金石として実施した。 

 キャリア教育といっても、どのような職

業およびライフプランを焦点とするかで広

 実施 登録 開発 

系統１：さよなら発見の森

（含大学 PS ガイダンス） 
2 2 2 

系統２：キャリアカフェ 1 1 1 
系統３：ｱﾙﾊﾞﾑﾃﾞｨｸｼｮﾅﾘｰ 6 3 3 
恐竜３Dぬりえ 1 1 0 
計 10 7 6 
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範な内容が考えられる。今回は初の試みと

いうことで、博物館で正規雇用にて働く場

合のモデルケースとなる当館の研究員、教

育普及担当職員を取り上げた（図２）が、

今後は当館以外の取引先企業やボランティ

アにも協力を願い、博物館を取り巻く人々

の幅広い働き方・生き方についても紹介し

たい。 

 本学習プログラムでは、企画・実施とも

に科博 SCA（国立科学博物館サイエンスコミ

ュニケータ養成実践講座の修了生よりなる

任意団体）という、サイエンスコミュニケ

ーションに専門性の高い外部の団体の人材

を起用した点、および、学習プログラムの

マニュアルを作成した点から、学習プログ

ラム実施の人材とノウハウとをパッケージ

化することに成功した。よって、次年度以

降は本パッケージを活用して、当館以外で

も同様のプログラムを比較的容易に実施で

きるであろう。他施設でも開催を希望する

場合はぜひ協力させていただきたい。 

 
図２ 研究員の仕事の一端を体験する受講者

とプログラム実施にあたる SCA メンバー 

 

また、受講者のアンケートについても松

尾が新規方法を開発した。こちらについて

は別の機会にて報告する。 
 
５．系統３：アルバムディクショナリー 

 第３の系統は、本年６月に旭山動物園の

奥山英登氏が開発・実施した学習プログラ

ムを派生させた学習プログラムである。 

 国語辞書と、写真を貼れるアルバムの機

能を織り込んだ書籍「コンサイスアルバム

ディクショナリー」シリーズに掲載される、

辞書の語彙と語釈をもとに、受講者が自由

に展示を写真撮影し、その写真と語彙を組

み合わせた作品を製作する。受講者には、

なぜそれらを組み合わせたかの理由も付記

させる。 

 奥山氏の基本形は実際に写真を撮影し、

印刷し、台紙に貼付するものであったが、

当館では限られた時間と人員で行うことを

考慮し、基本形に加え簡易版として①メー

ルによる作品投稿とプリンタによる作品印

刷をするタイプ ②スマートフォン等のモ

バイル端末で撮影し、ブログに投稿するこ

とで公開するタイプ の２種類も新規開発

および実施した。この方法では、人前での

発表への抵抗感が減じたとか、科学博物館

の実施にもかかわらず理系のテーマに関心

が低い人物でも興味がもてそうという受講

者からの示唆がみられた。また、ブログを

用いることで学習プログラム後も受講者お

よびその他来館者の作品への反応を見るこ

とができる可能性があり、来館者からのフ

ィードバックの一端とする可能性も示され

た１）。 

 本学習プログラムもブログを用いること

で他館での導入できる可能性が広がったと

考えている。これについては、学習プログ

ラムの方法と作品を紹介した普及用パンフ

レット（図３）を作成し、配布を行ってい

る。 

 

- 257 -



基盤研究（Ｓ）知の循環型社会における対話型博物館生涯学習システムの構築 ２－（４）－⑤－Ｄ基盤研究（Ｓ）知の循環型社会における対話型博物館生涯学習システムの構築 
２－（４）－⑤－Ｄ 

 
 

 
図３ 辞書に見立てた体裁の普及用パンフ 

 

また、取り上げる言語を変更することで

外国でも実施できる可能性がある。次年度

以降は、国際会議および他機関での実施に

関しても注力していく予定である。 

 

１）庄中雅子、松尾美佳、水石明彦、小川

義和「博物館展示への来館者による新たな

価値創造を促す学習プログラムの試み」、

Museum 2015 Conference(2015) 
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第２章 第４節 項目５－Ｅ 

平成２５年度滋賀県立琵琶湖博物館実施報告書 
 
 

芦谷美奈子 
滋賀県立琵琶湖博物館 

 
 
 
１．はじめに 
 滋賀県立琵琶湖博物館は、1996 年 10 月

に開館し、2013 年度に 17 周年を迎えた総

合博物館である。今回の基盤Ｓのプロジェ

クトでは、琵琶湖博物館が関西エリアの窓

口として、他の館に協力を求めて地域のネ

ットワークを作って PCaLi 参加者を募っ

て研究を推進することになっている。 
 2014 年 2 月現在の協力館は、滋賀県東近

江市に位置する滋賀県平和祈念館である。

この滋賀県平和祈念館についての実施報告

は、別途北村美香さんから提出されている

ので、そちらを参照いただきたい。 
 
２．琵琶湖博物館での実施内容 
 琵琶湖博物館では、2013 年 5 月に国立科

学博物館の小川さんと庄中さんにご来館い

ただき、ポータルサイトへの入力その他に

ついて説明を受けた。出席者は、平和祈念

館の北村さん、琵琶湖博物館からは芦谷の

ほか、澤邉、戸田であった。澤辺は博物館

学担当の学芸員、戸田は博物館学研究領域

のサブリーダーである。今後、この研究プ

ロジェクトへの館内での協力をお願いする

ために出席をしてもらった。 
 また、本プロジェクトについて館内で同

意を得るために、2013 年 11 月の学芸会議

にて、芦谷が他の学芸員に内容を説明した。

いくつかの質問や疑問などが呈されたが、

概ね理解を得られたものと考えられた。研

究なので勝手に進めることに異論はなかっ

たかもしれないが、現実には館が主催する

交流事業（観察会など）を登録プログラム

にすることになるため、館内での同意を得

ておく必要があったからである。これで、

マンパワーさえ確保できれば館主催の行事

を登録することが可能になった。 
琵琶湖博物館主催行事については、学芸

への説明が終わってから、まだ PCaLi の対

象プログラムとしての実施ができていない。

プログラムの登録についても、実施できて

いない。この点では大変遅れており、平成

26（2014）年度に遅れを取り戻す必要があ

る。 
 
３．関西エリアでの協力館増強 
関西エリアでは、何通りかの協力館の増

やし方が検討された。既存の研究会（関西

博物館研究会）の参加メンバーに協力を依

頼すれば、関西のいくつかの府県（滋賀、

京都、大阪）に散在する博物館および類似

施設のネットワークを作ることが可能であ

った。しかし、PCaLi を持つ利用者が複数

の施設を利用することを考え、地理的に散

らばりすぎるのは試験運用の結果がでにく

いと考え、平和祈念館の北村さんとも話し

合い、滋賀県内で協力館を増やす方針を立

てた。 
滋賀県内に限定するとしても、地理的に

広いため、２つのエリアに分ける必要があ

ると考えた。１つは、滋賀県平和祈念館が

位置する東近江市の中の館に協力をお願い

すること。東近江市は、合併によって市内

に複数の博物館施設を抱える市となり、地

理的に近いことから地元の利用者が複数館

を利用することが想定される。ここでは独

自の会合を持っており、そこを訪ねて研究

プロジェクトの説明と協力のお願いをする

予定である。 
また、滋賀県立琵琶湖博物館がある湖南

エリアでは、大小様々の博物館および類似

施設（博物館でなくても教育プログラムや

イベントを実施している施設）が点在して

おり、このエリア内にある館に限定する既

存ネットワークが存在しないことから、こ

の科研のためのネットワークを構築し、協

力館を増やしていくことが有効だと考えて

いる。 
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４．様々な問題点 
 様々な館に協力をお願いする中で、いく

つかの問題が明らかになりつつある。 

１）科研終了後の継続性 

２）仕事の負担増 

３）県の博物館協議会との関係 

 基本的にこれら３つの疑問を持たれる例

が多いことから、これらについての答えを

あらかじめ準備する必要があると感じられ

た。 

 
５．今後の見通し 
 滋賀県では、現在協力館を増やすことに

力を注いでいるが、前出の２つのエリア（東

近江、湖南）でのゆるやかなネットワーク

を作ることを当面の課題にしたい。今年度

中に協力館を２，３増やすために複数の館

への訪問を予定しており、来年度には、そ

れらの館に対して研修会を開きたい。 
 琵琶湖博物館内では、芦谷がその都度協

力することを条件に、館内行事で PCaLi 参
加者を募ることに同意がとれたので、自分

が関わる行事（4 月のタンポポ、5 月の「わ

くたん」）を皮切りに実施したいと考えて

いる。また今年度の行事についても、いく

つかを登録していく予定である。 
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平成２５年度滋賀県平和祈念館実施報告書 
 
 

北村 美香 
滋賀県平和祈念館 

 
 
 
１．はじめに  

滋賀県平和祈念館（以下、祈念館）

は、利用者が滋賀県の人びとの戦争体

験と資料をもとに、平和を願う心を育

み、地域の歴史として戦争体験をあり

のままに伝え継ぐ場を目指して、平成

24 年 3 月 17 日、滋賀県東近江市に開

館した。  
祈念館では、①戦争中の滋賀県ので

きごとから、身近な地域について学び、

地域の戦跡や移り変わりから、当時の

社会の状況について感じる。②滋賀県

人びとの戦争中の体験談や資料を見て、

戦争の悲惨さや平和について、知識や

考えを深める。③過去を知り、現代を

考え、相互の関連をつかむことで、自

分の生活との関わりを考えることで未

来に向けて発信すること。以上の 3 点

を活動の理念としている。この理念に

基づき、終戦から約 70 年という時間

により離れてしまった現在との距離を

縮め、利用者自身が自分とのつながり

を見つけられる仕組みのひとつとして、

体験プログラムを位置づけた。  
 

２．プログラムの概要  
 祈念館の利用者は、壮年期から高齢

者が中心である。そのうえ、資料の特

性などをふまえても、展示等の活動で

は大人を対象とした内容になりがちで

ある。しかし、今後は次世代を担う子

どもたちへのアプローチが不可欠であ

るため、平成 25 年度は、プログラム

対象者を大きく壮年期から高齢者を対

象とするものと、小学生以上の子ども

および、家族連れを対象とするものの

2 つの分野で企画することになった。  
 大人を対象とした企画は、座学形式

を基本に、「知識の習得・概念の理解」、

「社会の状況に適切に対応する能力の

涵養」に重点を置いたものを 2 件。子

どもを対象とした企画は、体験型のも

のを基本に、身近な出来事などに関係

する話題に興味と好奇心を持つための

「感性の涵養」、「知識の習得・概念の

理解」に重点を置いたものを 3 件企画、

実施した。  
PICALi 登録実施プログラム  

日時  プログラム名  
6 月 2 日 (日 ) 育てて食べよう！戦時食 (春 ) 

7 月 5 日 (金 ) ふみおばちゃんの布ぞうり作

り方教室  
 
8 月 11 日 (日 )
   12 日

(月 ) 
  13 日

(火 ) 
  14 日

(水 ) 
  15 日

(木 ) 

戦争体験者お話会 

 碓本綾子さん 

 松村武温さん 

 吉田房彦さん 

 近藤伊助さん 

 荒木俊夫さん  

10 月 6 日 (日 ) 育てて食べよう！戦時食 (秋 ) 

 
9 月 14 日 (土 )
10 月 12 日

(土 ) 
11 月 9 日 (土 )
12 月 14 日

(土 ) 

第 4 期平和学習講座  
「日本の平和思想と平和運

動」 

「日本の軍隊と自衛隊」 

「『坂の上の雲』と日露戦争以

後」 

「戦争の終わらせ方」  
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（１） ２-１. 育てて食べよう！戦

時食(春) 

本プログラムは、「戦時中の食生活」

を通して、親子で当時の暮らしや身近

な環境、一次産業について家庭で話す

きっかけづくりをねらいとしている。

自ら育てた植物や採集した植物を使用

することで、当時の暮らしや平和につ

いて考えるだけではなく、植物の特性

や生息環境などにも触れ、多様な視点

でとらえることができる体験イベント

として実施した。  
当日は、5 組 17 名の親子がサツマイ

モの植え付けをしたのち、戦時食とし

て利用された野草の観察と、観察した

野草を使ったしおり作りを行った。  
また、祈念館ボランティアの協力に

より、戦時中にお菓子として食べられ

ていたはったい粉を使ったメニューを

再現したものが参加者へ振る舞われ、

当時の子どもたちのお菓子事情などを

聞きながら試食した。参加者からは、

「まずくはないけど、毎日これだけが

おやつだったら嫌だ。」、「道ばたに

生えている雑草に、こんなにたくさん

種類があることを知らなかった。」、

「ちょっと食べてみたら、おいしい草

と、不味い草があった。おいしいのは

取り合いになったんだろうなぁ。」な

どの感想があった。  

 
図１ サツマイモの植え付け風景 

 
図２ 野草のしおり作り風景 

 
２．２ ふみおばちゃんの布ぞうり作り

方教室  
本プログラムは、戦時中の生活用品

について知り、当時の生活状況と、モ

ノがない頃の生活の工夫を体験しても

らうことをねらいとしている。戦時中、

靴の代用品として制作および使用され

ていた藁ぞうりを、実際に現代の生活

の中でも活用できるよう材料を布に変

えて作成し、プログラム終了後も自分

たちの日常生活の中で使うことで、当

時と今の違いを感じてもらえるような

配慮を加えて実施した。  
 当日は 18 名の参加者があり、講師

である  
ふみおばちゃんにぞうりに編むための

布を裂くところから始めていただいた。

当初設定していた時間から大幅に超え

てしまったが、各自が熱心に作業され

ていた。参加者からは、「楽しかった。

家でもつくりたい。」、「初めての体

験で最初は難しかったけど楽しくでき

ました。」といった感想があった。今

後は、参加者への後日アンケートなど

も実施し、当初のねらいがどこまで達

成できているのかを調査していく予定

である。今回は、子どもと家族連れを

対象としたプログラムとして企画をし

たが、実際の参加者は 40 代以上の主

婦層が大半だった。次回実施の際には、

利用者のニーズを知り、対象の設定を
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見直すとともに、プログラムの構成も

大人を対象としたものに考え直す必要

がある。  
 

 
図３ 布ぞうり制作風景 

 
（２） 戦争体験者お話会  
 本プログラムは、戦争体験者ご本人

から体験談を聞き、当時の出来事や体

験者の想いを知ることで、平和につい

て考えてもらうきっかけづくりをねら

いとしている。ご自身の戦地や地域で

のさまざまな体験談をお話しいただく

とともに、現在のご自身のお考えや、

今後の平和についての想いを最後に伝

えてもらい、時間があれば質疑応答の

時間を取るような流れで実施した。  
・8 月 11 日(日 ) 碓本綾子さん 参加

者 51 名  
  「戦争時代を生きた一教師の体験」 
・8 月 12 日(月 ) 松村武温さん 参加

者 38 名  
  「幼き日のくらしと米原への空襲」 
・8 月 13 日(火 ) 吉田房彦さん 参加

者 27 名  
  「滋賀での疎開生活と大阪大空襲」 
・8 月 14 日(水 ) 近藤伊助さん 参加

者 75 名  
  「人間魚雷【回天】の搭乗員とな

って」  
・8 月 15 日(木 ) 荒木俊夫さん 参加

者 62 名  
  「終戦の詔勅放送の後、本土決戦

を覚悟」  
当日は、子どもから高齢者の方まで

幅広い年齢層の参加があり、「たいへん

貴重な話を聞かせていただき、ありが

たかった。」、「自分の親と同じ年齢の方

の話を聞けてよかった。親は亡くなり

ましたが、戦争の話を聞いたことがあ

ります。今ではあまり覚えていないの

で、もっとしっかり残しておくべきだ

ったと思います。」といった感想があっ

た。  

 
図４ 戦争体験者お話会風景 

 

 
図５ 戦争体験者お話会風景 

 
２-５. 育てて食べよう！戦時食(秋) 

本プログラムは、2-1.「育てて食べ

よう！戦時食(春 )」の連続イベントと

して位置づけ、ねらいについても春の

実施と同じものとした。今回は、春に

植えたサツマイモを収穫し、自らが収
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穫したサツマイモを使って戦時に食べ

られた「焼きいも」、「茶巾しぼり」、「い

もご飯」、「イモのツルの炒めもの」づ

くりを実施した。各メニューのレシピ

は、祈念館ボランティアが自分たちの

体験から考えたものを採用している。

また、調理実習にもスタッフとしてボ

ランティアが加わることで、自分たち

の経験や当時の様子などを話しながら

参加者とのコミュニケーションが取れ

る配慮をした。 

当日は 5 組 14 名の参加があり、親

子で協力しながら調理しているところ

や、ボランティアとの会話を楽しんで

いる姿が見られた。参加者からは「戦

時中の味付けのためか薄味でしたが、

サツマイモのおいしさをすごく感じま

した。」、「毎日イモばっかりは食べなき

ゃいけなくなるのはイヤだ。戦争のと

きに生まれてなくてよかった。」など、

楽しい活動の中にも、食を通して戦争

や平和について考える時間になったの

ではないかと言える。 

 

 
図６ サツマイモ掘り風景 

 

 
図７ 戦時食調理風景 

 

２-６. 第４期平和学習講座 

祈念館では、平成 23 年の開館以降、

地域での出来事や歴史から戦争に関す

るいろいろな側面を学ぶことを目的に、

学識経験者や地域の郷土史家を招き、

平和学習講座をシリーズで開催してき

た。今回は、佛教大学  原田敬一氏を講

師に招き、収集している体験談や資料

を、より深く知り、学ぶ場として、「ア

ジア・太平洋戦争における、国の制度

や枠組みについて」をテーマに、4 回

連続講座を開催。PICALi にも登録し

て、大人向けのプログラムとして位置

づけた。  
・第 1 回目 9 月 14 日 (土) 参加者 41
名  
「日本の平和思想と平和運動」  

1920 年代までの平和思想について、

豊富な事例をあげながら講義いただい

た。参加者からは「日清戦争から太平

洋戦争までの 50 年間をひと続きの戦

争ととらえた考え方は新しい発見だっ

た。」「日本の平和思想を詳しく教えて

もらってよく理解できました。」などの

感想があった。  
・第二回 10 月 12 日 (土) 参加者 45
名  
「日本の軍隊と自衛隊」  
 明治維新以降の日本の軍隊から、現

代の自衛隊までの組織としての成り立

ちについて、順を追って講義いただい
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た。参加者からは、 

「戦前の軍隊について、漠然としたイ

メージしか持っていなかったが、自衛

隊との比較で系統だった説明だったの

で、頭に入り易かった。」などの感想が

あった。 

・第三回 11 月 9 日 (土 ) 参加者 29 名  
「『坂の上の雲』と日露戦争以後」  

小説『坂の上の雲』を題材に、明治

時代から昭和時代までの戦争にまつわ

る歴史について講義いただいた。参加

者からは「日清戦争から太平洋戦争の

相互の関係が良く理解できた。」「初め

て受講しましたが、とても分かりやす

く良かった。次回もまた来たいと思っ

ています。」などの感想があった。 

・第四回 12 月 14 日 (土) 参加者 38
名  
「戦争の終わらせ方」  

第一次世界大戦後の世界の動き(ベ

ルサイユ平和条約が日本国憲法第九条

につながることや国際労働機関(ILO)

の創設と平和な社会との関連など)に

ついて講義いただいた。 

受講者からは、「"戦争"についてのまと

まった学習は初めてで大変興味深く拝

聴した。」などの感想があった。また、

講義終了後は、参加者との質疑応答の

時間を設け、活発な議論が行われた。 

 

 

図８ 第 4 期平和学習講座風景 

 
 

３．プログラム実施における考察 

 今年度は、5 つのプログラムを

PICALi に登録および実施をしてきた。

個々のプログラムについての評価は、

課題抽出も含め今後の取り組みとして

行っていくが、プログラムの対象者を

大きく 2 つに分けての実施は、それぞ

れの参加者に対して事業全体のねらい

を達成するためには有効であったと言

える。また、子どもおよび家族連れを

対象にしたプログラムを実施したこと

で、祈念館の利用者層を拡大させるこ

とにもつながった。今年度の実績から、

プログラム対象者の分類が整理できた

ことを活かし、今後は 2 つに対象を分

けてのプログラム実施を継続しつつ、

多世代での参加が可能なプログラム開

発を行っていきたい。  
 さらに来年度は、企画、実施するプ

ログラムにすべての世代に共通する

「食」を大きなテーマとして設定する

予定である。館内での実施に限らず、

屋外での活動にも広げ、展示等を活用

して参加者同士での感想などを共有で

きるような仕掛けを作っていきたい。

それにより、地域での出来事や歴史は、

学校や博物館のような施設だけが語り

つぎ、人材を育成するのでははなく、

地域の人びとと共に語りついでいく祈

念館の理念実現へとつなげたいと考え

る。  
 
４．PICALi 会員について 

 昨年の夏以降、PICALi 新規会員の

募集をプログラム実施時とボランティ

ア研修時に、簡単な研究内容について

の説明と、PICALi への新規加入案内

を計 8 回実施した。プログラム実施時

の加入案内では、今年度は残念ながら

新規加入を獲得することはできなかっ

た。また、館内に設置してある相談カ

ウンターでは、リーフレットと説明用

の資料を常設し、興味を持ってくれた

方に対しての対応を行った結果、新規

会員として 5 名獲得することができた。 
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 加入の案内をして感じたことは、祈

念館の利用者は高齢者が多く、パソコ

ンやスマートフォンを使う習慣がない

方が大半である。そのため、内容に関

する説明までたどり着けないことがほ

とんどであった。また、パソコンなど

の操作ができて興味を持たれた方でも、

高齢者の場合は移動範囲が狭い方が多

いため、近隣の施設で使えるところが

ないからと断られたことも多かった。  
今後は、高齢者の加入まで範囲を広

げるのであれば、紙媒体などの現状の

システム以外でも参加できるような仕

組みが必要である。  
 
５．今後に向けて 

 今年度から実施館として参加させて

いただいたが、全体のプログラムの登

録数も増えてきたため、館内で具体的

なイメージを共有することができてき

た。それにより、プログラム企画段階

でシステムに入力することを前提とし

た議論ができるようになった。  
 新規加入の獲得は、現状では一般利

用者に対しては課題が多いが、まずは

興味を持ってくれそうな近隣の博物館

等の学芸員にアプローチをしていこう

と考えている。立地する東近江市内の

学芸員に話をしたところ、1 名加入し

てもらえたのと、市立の博物館の合同

会議の場で紹介してもらえることがで

きた。  
 今後は認知度を上げることから取り

組み、他の地域での取り組みを参考に

しながら、地域全体として新規加入者

の獲得ができるような環境をつくりな

がら、既存のプログラムのブラッシュ

アップや、新規プログラムの企画に取

り組みたい。  
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第２章 第４節 項目５－Ｆ 

 
「科学リテラシーパスポートβ」を用いることによる利用者の気づきの変容 

〜九州地区のワークショップ実践事例をもとに〜 
 

 

坂倉真衣 1)2)3)，三島美佐子 4)，緒方泉 5)，西島昭二郎 5)，三宅基裕 6)，高田浩二 6) 

九州大学大学院 1)，日本学術振興会 2)，CLCworks3)，九州大学総合研究博物館 4)， 

九州産業大学美術館 5)，マリンワールド海の中道 6) 

 
 
 
１．はじめに 

九州地区における PCALi の協力館

は，九州大学総合研究博物館，九州産

業大学美術館，マリンワールド海ノ中

道（以下，それぞれ九大博物館，九産

大美術館，マリンワールドとする），

CLCworks の 4 館である。本発表では，

主に「利用者の気づきの変化」に焦点

を当て，大きく 2 点について報告を行

う。まず 1 点は，PCALi に登録，企画

•実施をした学習プログラムの１つで

ある「見つけて！名前を付けて！標本

石けんをつくってみよう」についての

報告である。2 点目は，2014 年 6 月現

在，企画•実施中である 4 館が連携し

て行っている「リレーワークショップ」

についてである。そして，それらを総

括し，PCALi を活用した九州地区での

今後の可能性および課題について論じ

たい。  
 
２．「見つけて！名前を付けて！草花

で標本石けんをつくってみよう！」 

 本学習プログラムは，九大博物館，

CLCworks が恊働企画し，2013 年 7
月 7 日に実施した（写真 1）。対象は，

理科の学習が始まる前の幼稚園から小

学校中学年位までを想定し，約２時間

のプログラムとした。プログラムの概

要及び，PCALi の「科学リテラシー涵

養活動」体系における目標は以下表 1，

2 のとおりである。自分で名前をつけ

た植物を日用品となる石けんと組み合

わせた標本にすることを通して，参加

者自らが五感を使って植物を感じ，よ

り主体的に身の回りの自然に興味•関

心を持てるようにすることをねらいと

した。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真１ （左）当日の様子,（右）標本石けん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
当日の参加者は保護者を含め 44 名で

あり，うち 12 名が終了後 PCALi 会員

に登録した。名前を付けることを通し

て ,参加者である子どもたちは，植物の

特徴をつかみ ,その植物と独自の関わ

 幼 児 〜小 学

校 低 学 年 期

小 学 校 高 学 年 ～

中 学 校 期  
 

感 じる    

 知 る    

考 える    

行 動 する    

 
 表 2 目標および対象
 （該当箇所のみ記載）

①絵本「ざっそう」の読み語り 

②草花探し 

③植物への名付け 

④ラベルづくり，質問を書き出す 

⑤植物博士への質問タイム 

⑥標本石けんづくり

表 1 プログラムの流れ
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りを持っていく様子（例えば ,自分が見

つけた場所の思い出を含めた名前を付

ける ,植物を振ってその音を聞くなど）

が見られた。当初のねらいはおおよそ

達成できたものと考えられる。  
 

 中でも ,本発表において特に取り上

げ た い の は ， 参 加 者 の 活 動 直 後 と

PCALi アンケートにおける自由記述

の違いである。活動の直後に参加者に

実施したものでは，「石けんを作ったの

が楽しかった」「石けんのもとがネバネ

バだとは知りませんでした」「ふだんは

何気なく通っている道でも，いろんな

植物がそだっていてそれを見れてうれ

しかった」（いずれも原文のまま）など

石けんをつくったこと，植物を集めた

ことなど内容に関してのことがほとん

どであった。それに対し，PCALi を通

した回答では，「医学や動物の分野に触

れてみたいです。 例えば歯医者さんで

使う道具の説明や使い方が解ると歯医

者さんに行くのが楽しくなるかも。」な

ど医学や動物という他分野への言及が

見 ら れ た 。 こ の よ う に 活 動 直 後 と

PCALi を通したアンケートでは，質的

な異なりが見られた。これは，活動後

も参加者が時間をかけて自らの体験を

振り返ったからこそのものであると考

えることができる。PCALi を用いたア

ンケートでは，活動直後では学芸員が

捉えることの出来ない帰宅後の参加者

の変化を捉えることのできる可能性が

見出された。また，利用者が，PCALi
のアンケートを回答することを通して，

自らの体験を意識的に振り返ることが

できた事例であると考えられる。  
 
３．４館が連携した「リレーワーク  

ショップ」 

 「リレーワークショップ」は，5 月〜

8 月にかけて九州地区の協力館である

4 館が，それぞれ企画した PCALi 対象

の学習プログラム（ワークショップ）

を繋いでいく試みである。九州地区は ,
元々学芸員同士のつながりが濃厚であ

るという土壌があり，PCALi という共

通のシステムを持つことでこうした試

みが可能となった。5 月 17 日「標本

de 表現」（九大博物館），6 月 15 日「海

のいきもの飼い方教室」（マリンワール

ド），7 月 21 日「ミュージアムグッズ

をつくろう」（九産大美術館），8 月 3
日「ミュージアムでの思い出を絵本に

しよう」（CLCworks）という内容を実

施，計画中である。総合博物館 ,水族館，

美術館 ,子どもたちの生活を元にする

任意団体とそれぞれ館種が異なるため，

プログラムの内容も多様なものとなっ

ている。ある館の学習プログラムに参

加した PCALi 利用者が，自らの体験

を振り返り，さらにその後振り返りで

の気づきを持って，次の館のプログラ

ムに参加をする。「リレーワークショッ

プ」において，このような流れが生ま

れ，利用者の学びがどのように深まり，

繋がっていくかを捉えることは，新た

な博物館モデルを考える上でも意義深

いものになるのではないかと考えてい

る。  
 

４．今後の可能性および課題 

九州地区においては，協力館の学芸

員が互いに他館の学習プログラムに参

加，気づきの共有を行っている。そし

て館種の異なる学芸員が気づきの共有

を行うことにより，分野を融合した新

たな学習プログラム開発も行われつつ

ある。一方で，「館種を超えると利用者

は参加をしにくい」という課題も見え

てきた。例えば，水族館へは「魚が好

き」な利用者が来ており ,彼らは「リレ

ーワークショップ」として告知を行っ

たとしても，中々美術館 ,総合博物館と

いう他館には興味を持ちにくいという

ことが分かった。従って ,今後は協力館
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が独自に学習プログラムを開発するの

みならず，他館の内容を意識し，その

内容を引き継いでいけるようなものを

開発することが望まれる。リレーワー

クショップのような試みが上手く循環

すれば，より多様な嗜好や特性を持つ

利用者同士，利用者および学芸員の交

流など，利用者の学習機会の拡大を促

す可能性に繋がると考えられる。今後

は PCALi における他館のプログラム

閲覧機能の活用と，実際のプログラム

に参加し気づきを共有するというウェ

ブと現場の両者を行き来することを大

事にしながら，その可能性を模索した

い。  
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 第３章 第１節 

自己評価：第２回研究会（平成 24 年度）議論のまとめ 
 
 

松尾美佳 
国立科学博物館 

 
 
 
日時：2013 年 3 月 15 日(金) 12:00 – 16:00 
場所：地球館３階 講義室 
参加者（敬称略） 

研究企画班：小川 義和，高安 礼士，松尾 美佳 
システム班：本間 浩一，井上 透，松浦 啓一，有田 寛之，庄中 雅子 

実施班：高田 浩二，緒方 泉，赤羽 岳彦，北村 美香，芦谷 美奈子， 
田代 英俊，永山 俊介，岩崎 誠司，田中 邦典，土屋 実穂 

 
平成 24 年度末に本研究関係者全員を対象とした全体会議を実施した。第一部では，進

捗状況や平成 25 年度以降の計画などの情報共有を行った（添付資料参照）。 
第二部ではワークショップを行った。 

 
ワークショップ： 
「科学リテラシーパスポートβ」を一般向けに紹介する目的のリーフレットが必要とさ

れている。ワークショップでは，そのイメージ素案を各班で考えることを通して，本研究

の共通認識を深めることを目的とした。結果として，各班担当のページには，以下に挙げ

る要素が必要であると提案された。また，その他議論された点も同時に挙げる。 
 
1-1. 研究企画班・システム班（リーフレットのデザイン案） 
 「君の旅の味方」というキャッチフレーズ。以下，例文。パスポートを持っていると，

旅のヒントがもらえる！／旅の仲間にも出会える！／パスポートに，参加した証明に

なる証を残せる！（シールを集められる。沢山のカテゴリーのプログラムに参加した

証を残せる。） 
 「博物館の世界を旅していく体験のための仕組み」をアピール。 
 アナログだけでなく，デジタルのパスポートでもあることをアピール。ネット上で利

用できることが想像しやすいイメージを載せる。 
 
1-2. 研究企画班・システム班：（その他の意見） 
 参加してもらう為の工夫として，入館料の割引や数回利用後には入館料が無料になる

サービスなどが必要である。 
 もともと博物館好きの人に魅力を伝え，そこから評判を広めてもらうべき。 
 複数の館で開催されている学習プログラムを一度に知れることなど，他の事業にはな

い特徴を生かしたい。学習プログラムがあること自体知らない利用者らに認知しても

らい，来館の動機にしてもらいたい。 
 本来の（知識や感性を）広げる・深めるという点に集約してみるのも良い。ポイント

制を導入してしまうと，特に子どもの利用者は本来の目的を見失ってしまう恐れがあ

る。よって元々のコンセプトだけに絞るのが良い。 
 
2-1. 実施班（リーフレットのデザイン案） 
 参加することによるメリット，参加館のリスト，具体的な学習プログラムを載せる。 
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 リーフレット（あるいはパンフレット）の一部がパスポートになっている設計にデザ

インする。これによって即利用開始してもらう。リーフレットを見て興味を持ったと

しても，時間の経過と供に参加する意欲が薄れることを防ぎたい。 
 参加することのメリットをアピールする。 
 
2-2. 実施班（その他の意見） 
 参加者は，自らの変容を知りたくて参加するわけではない。パスポートを持つことの

メリットを良く考える必要がある。インセンティブがなければ参加者の獲得は難しい。

知識欲だけの刺激となると，結局は友の会の会員などに偏ってしまう恐れがある。 
 様々な館の学習プログラムが検索できることは，博物館好きの人以外にとってはメリ

ットではない。また，博物館好きの人は，データベースなどなくても常に自分達で博

物館イベントの情報を収集している。 
 システムに登録することと，実際に学習プログラムに参加することは別の行為である。

その為，パスポートを持った人が，その後博物館を実際に利用する為に，どのような

特典があれば実際に利用する気になるのか，考える必要がある。 
 毎回のパスポート利用（ショップやレストランも含む）ごとにポイントが貯まり，そ

れによって，①入館料が割引（あるいは無料）になる，②館長や学芸員に直に会える，

などといった特典はどうか。 
 利用回数を重ねるごとにステイタスが上がる仕組みにしてはどうか。参加館（県）ご

とに商品や特典を準備。 
 「科学リテラシーパスポートβ」という名称では，馴染みにくい。パスポートには愛

称が必要である。科学という言葉を使わない方が別の館種と連携が取り易い。 
 「科学リテラシー」や「涵養」といった言葉は，一般利用者対象と学芸員対象で使い

分けを考えた方が良い。 
 
 
3. まとめ 
科学リテラシーパスポートβ運用にあたっては，モニターとなってくれる一般博物館利

用者の獲得が不可欠である。提供する側の考える「参加するメリット」というものが，必

ずしも一般利用者にとってのインセンティブに繋がる訳ではない。利用者にとって障壁と

なる「科学リテラシー」といった言葉遣いについては，愛称を設けるといった解決方法が

考えられたが，他に考えられる障壁も洗い出し，解決策を考える必要がある。 
仮に入会者数を増やす方法が見つかったとしても，研究にとって必要なオンラインアン

ケートが集まらなければ意味がない。①入会して貰うためのインセンティブ，②学習プロ

グラムに参加して貰うためのインセンティブ，③オンラインアンケートに答えて貰うため

のインセンティブ。この３つを整理して，具体的な方法をとることが今後の課題である。
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 第３章 第２節 

自己評価：第４回研究会（平成 25 年度）議論のまとめ 
 
 

松尾美佳 
国立科学博物館 

 
 
 
日時：2014 年 2 月 28 日(金) 13:00 – 17:00 
場所：国立科学博物館日本館４階 大会議室 
参加者（敬称略） 

研究企画班：小川 義和，高安 礼士，松尾 美佳，松岡 葉月 
システム班：坂井 知志，井上 透 

実施班：奥山 英登，岡田 努，池上 雅，赤羽 岳彦，林 浩二，小川 達也，

松尾 知，永山 俊介，田代 英俊，芦谷 美奈子，北村 美香，三宅 

基裕，坂倉 真衣， 
柴田 知宏，岩崎 誠司，山﨑 崇，神島 智美 

 
 
平成 25 年度末に本研究関係者全員を対象とした全体会議を実施した。第一部では，進

捗状況や平成 25 年度以降の計画などの情報共有を行い（添付資料参照），第二部ではワー

クショップを行った。以下に，ワークショップの詳細を述べる。 
 
ワークショップ： 
実施班の研究協力者は，各所属館で PCALi(ピ☆カ☆リ)に対する理解や協力を得られに

くい環境にある。また，同じ地区で協力館を増やすことが難しいという現状もある。その

状況を改善するために，本会議では，PCALi(ピ☆カ☆リ)を利用することのメリットを整

理するためのワークショップを行った。①一般利用者目線，②学芸員目線，③博物館（経

営者）目線…のそれぞれにとって，PCALi(ピ☆カ☆リ)を利用することのメリットは何な

のか，グループに分かれて意見を出し合った。 
 
【議論のまとめ】 
 入会者： 

PCALi の機能である「イベントの検索」，「イベントへの参加履歴」，「参加イベントへ

の感想を伝えられる」がメリットの基本。これからの方向性としては「コミュニケー

ション」が重要。現状は，入会者が履歴を記録する，参加イベントへのコメントを残

すなど，やや一方向的なものになっている。そこで「学芸員と入会者」，「入会者同士」

にコミュニケーションが生まれるような仕掛けがあるとよい。また他者に対する「自

慢」や自分にとっての「思い出」として何か手元に残る（アナログな）“もの”がある

と，良いのではないか。 
 
 学芸員： 

来館者情報が得られる，他館のメニューを知ることができるといった点がメリット。

これらについてはデータの収集と蓄積をより進めて行くことが必要。プログラムの開

発・改善という点について，これからの方向性の１つとして，PCALi 参加館同士にお

けるプログラムの共有と，他館のプログラムの実施を意識的に進めて行く方向がある

のではないか。プログラムの汎用化や，全国での実施比較などを実験として取り組む
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ことは，非参加館にとっても興味を引くものになるのでは。 
 
 博物館： 

設置者の利益について考える事が必要。博物館にとってのメリットとして，博物館の

運営・経営における３つの段階（ミッション，経営，運営）それぞれにおいて，どの

ようなメリット（デメリットも）があるのかを意識しないと，組織に対する説得力が

でない。今後として，組織として上手くいっている事例・手法を共有し示していくこ

とが必要。 
 
それぞれのメリット／デメリットの詳細は，以下を参照。 

 
＊入会者について‐グループからの発表詳細 

グループ① 

＜配付資料よりメリットの抜出＞ 
・自分の参加したイベントを把握できる（参加履歴含む） 
・イベント検索／他の館のイベントも知れる（全国的な催事，普段利用しないものも） 
・感想や意見を博物館に伝えられる，反映させられる（コメント，アンケート） 
・ユーザー間で情報共有，コミュニケーション，連帯感 
＜すでにメリットになっていること＞ 
・イベント検索 
・カードがもらえる（うれしい，ステータス） 
・感想や意見を伝えられる（→これからのメリットへ拡大） 
＜「すでに」と「これから」の間なメリット＞ 
・参加イベントの把握（履歴）→学びの確認，「振り返る」ことができる→継続的，主体的 
・他館のイベント把握 
＜これからメリットになりそうなこと＞ 
・Web を使って予約ができる 
・ユーザー間での情報共有・コミュニケーション 
・館とユーザーとの間でのコミュニケーション 
＜これから何をしていけばよいか？＞ 
・記念的な使い方の提案 
 スタンプ帳，Facebook と連動／自分で自分の記録を追加できる 
 →思いで日記帳（自分史）みたいな使い方ができる 
・Web 上だけでは終わらないしくみ（デジタル＜－＞アナログ） 
 （きれいにレイアウトされて）プリントアウトできるボタン，集めて冊子にできる 
グループ② 

＜入会者にとってのメリットとは＞ 
・全国の館・園の情報を知ることができる 
・自慢（～へ行ってきたよ！）とコミュニケーション（学芸員さんと交流した＋ユーザー

間）と報酬（グッズ） 
・グッズのみではなく，その館ならではの楽しみ方をできる（例：PCALi ファン祭り） 
「楽しい！！」と思えることが大切 
 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 

＊学芸員について‐グループからの発表詳細 

＜配付資料からメリットの抜出＞ 
・来館者の情報／参加者の感想を把握（ニーズも） 

- 274 -



基盤研究（Ｓ）知の循環型社会における対話型博物館生涯学習システムの構築 ３－（２）基盤研究（Ｓ）知の循環型社会における対話型博物館生涯学習システムの構築 
３－（２） 

273 
 

・リピーターの確保／参加者増 
・プログラム開発や改善 
・自分のプログラムを可視化できる・整理できる 
・事業をアピールできる 
・他館のメニューが分かる 
・学芸員の科学リテラシー涵養 
＜今感じているメリット＞ 
・来館者情報→情報が十分あれば（蓄積が少ないうちはメリットとして弱い） 
・他館のメニューが分かる 
＜これからのメリット＞ 
・リピーター／参加者増 
・感想・ニーズが得られる 
・プログラムの可視化 
・プログラム開発・改善 
・（学芸員の）科学リテラシー 
＜これからどのようにしていくか？＞ 
・少し先・短いスパンについて 
以下の項目については（データが集まれば）メリットを感じられるようになるのでは 
来館者情報，他館のメニュー，リピーターや参加者の増加 

・長いスパン（意識的に進める） 
 プログラム開発・改善と共有（実験として取り組む）：他館のプログラムを相互に実施 
 →汎用性あるプログラムの開発（全国で比較できる） 
 →プログラムの質向上 
 →共有化（非参加館も） 
 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
 

＊博物館について‐グループからの発表詳細 

＜配付資料からメリットの抜出＞ 
・利用者増／客層を拡大できる（←異分野館との交流） 
・リピーターを通して交流 
・連携してプログラムを実施・共有／プログラムの質の向上 
・これまでになかったプログラムを実施できる（別の世界が見える・見せられる） 
・知の連携・深まり 
・学習者の記録（変容）→館のメリット 
※館のミッションと PCALi の整合性を図る 
＜博物館にとってのメリットを考えるために＞ 
・博物館にとってのメリットとしては「運営・経営」の視点からそれぞれのレベルに応じ

たメリットを整理し，提示していくことが必要（時代に即した新しい博物館のビジョン，

学習記録の意義）→設置者にとっての利益とは？ 
そのためには３つの段階がある 
１．ミッションレベル（ガバナンス）：館種の異なる連携 
２．経営レベル（マネジメント） 
：研究側と解説員（専門性を脅かされる？，手間が増えることにたいする懸念）， 
友の会との関係（衝突を招くことも） 

３．運営レベル（オペレーション） 
：SNS やコンピューター等の運用について 
（一方で利用者からの反応が蓄積されていくことにより）相談業務の改善 
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＜メリットとしていくために＞ 
・組織として上手くいっている事例・手法を共有し示していくことが必要（海の中道など）。

組織レベルでどのように PCALi を扱っていくのかモデルとなる例がないと，館としては

動きにくい。 
 

- 276 -



基盤研究（Ｓ）知の循環型社会における対話型博物館生涯学習システムの構築 ３－（３）

  ３－（３） 

275 
 

  第３章 第３節 

中間評価：第 38 回日本科学教育学会会議報告（平成 26 年度） 

  
 

庄中 雅子 

国立科学博物館 

 

 

 

本研究の中間評価として約２年半の研究成果を公表するとともに，多くの科学教育者から

の意見を聴取すべく，平成２６年度の日本科学教育学科年会において本研究を論じるセッシ

ョンを設けた。以下の内容で行った。 

 

日時 2014 年 9 月 15 日（月・祝） 
場所 埼玉大学 大久保キャンパス 総合研究等シアター教室 
司会者 高安礼士 
発表者 小川義和，奥山英登，田代英俊，岡田努，芦谷美奈子，坂倉真衣 
指定討論者 小川正賢 
参加者 43 名 
 

これに対し、実施班から現状の報告を受けた。その後指定討論者による討論、フロアから

の質疑・意見があった。研究の対話型データベースシステムは独自性があり、今後の博物館

学の発展に寄与することが期待されたが，その他課題も指摘された。これらを含め論点を以

下に整理する。 

なお，各発表者の発表要旨は添付資料として本稿に続けて掲載する。 

 

１．本セッションの目的 

研究代表者である小川義和から，本研究の概要と目的について説明があった。 

本研究では科学リテラシー涵養体系の指針に基づいて学習プログラムを実施している。こ

れを共有することで各プログラムがレベルアップさせる，というのが当初の目的である。 

その他の目的は以下の通り。 

・機関と学芸員での共有 

・博博連携 

・フィードバックに基づき，学習プログラムを改善 

・従来少ない傾向であった「社会的価値」のある博物館のプログラム作成についても考慮 

これに対し，実施班から現状の報告を受けたが，その報告および小川正賢氏による討論，

フロアからの質疑応答の論点を，５つの観点からまとめた。 

なお，各発表者の発表要旨は添付資料として本稿に続けて掲載する。 

 

２．論点のまとめ 

 

・知の循環型社会を実現するための学習プログラムに求められる社会性とはなにか。 

 学習プログラム中でも参加者と学芸員との対話を重視している九州実施班の坂倉氏からは，

オンラインシステム上でも対話が生かせるような運用をしたいとの意見があった。また，コ

ペンハーゲン大学在籍の会場質問者からは，生涯学習としての継続的な評価の視点や図書館

の参画の提案を受けた。さらに，広島大学在籍の会場質問者からは，単なる電子的なやりと
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りではなく，具体的な体験活動があることが評価できること，世代間を繋ぐ知の循環システ

ムを目指してほしいとの提案があった。 

 小川正賢氏からは，利用者が受信者であり，発信者であることを意識させることも必要と

の提案があった。 

 それらを受けて，研究代表者の小川義和からは親子のプログラムや，例えば本プログラム

で創った子供の魚類図鑑作品が他の方が水族館を見学するときに参考にするなど，学習の成

果が他に循環していくプログラムが重要であること，また発信者の意識をビルトインしたプ

ログラム作りとともに利用者の学習成果が発信できる仕組みが必要であると結んだ。 

 

 

・この研究から導き出せる社会的インパクト，副次的な成果は何か。 

 科学技術館の田代氏からは，本システムの効果で，科技館に来たことのない和歌山のユー

ザーから応募があり，ピカリにより博物館は新規層を開拓できるかもしれないとの報告があ

った。また，琵琶湖博物館の芦谷氏からは，フィールドレポーターやはしかけなど高度な博

物館ユーザーが多いフィールドでは，高度な博物館利用者であり，博物館と利用者をつなぐ

役割の人たちを対象にするのも考えられると提案を受けた。 

 本システムの協力館の設置状況，来館者層が地域ごとにさまざまであることに着目した小

川正賢氏からは，研究全体の共通項としてのプロジェクト全体の評価とともに各地区の個性

を引き出す必要がある。本プロジェクトが目指している利用者からの利用者モデルの提案を

受け，各地区で利用者向けのフレームを構築したらどうかとの提案を受けた。 

 

 

・感性の涵養等，幼児・低年齢向け中心のプログラムで日本の博物館の在り方はよいのか，

社会的文脈に沿ったプログラムを行う是非を検討すべきではないか 

 旭山動物園の奥山氏からは，担当プログラムの客層から，感じる，知るに分類されるプロ

グラムが多いと透谷があった。また，福島大学の岡田教授からは，学際的視点のプログラム

は大人受けはいいが，子どもには難しいとの指摘があった。これについて，坂倉氏からは，

感性の涵養が幼児向けに多いのは，当然であり，考える元になるところを養うという視点で

よいのではないかと助言があった。 

 科学技術館の田代氏からは，科技館はリピーター率が非常に高く，特に少年は研究者志望

が多い代わりに，医者志望や野球選手志望がいないこと，満足度のみが理科好き度に相関，

理解でき説明できていることも相関あり，性別とも相関があったとの報告があった。ただし，

坂倉氏からは，動く魚が好きな子どもは，水族館は行くが，博物館には行かないという個人

の興味による博博連携の障壁が提示された。これに対し，小川正賢氏からは，全部無理に連

携館をつなげるようにするよりは，来館者本人の興味においてつなげられるプログラムでも

よいのではないかと提案があった。 

 また，千葉市科学館の小川達也氏からは，生活者層で体系を分けるとよいのではないか，

子育て，高齢者，ワーカー，学齢期，未就学児などそれぞれに痒い所に手が届く，ニーズに

あったプログラムを作り，対話がもっと有機的になってもいいのではないか，もっと生活知

に根差したプログラムを行いたいとの提案があったが，田代氏によると科技館では生活知に

根差したプログラムを過去に行ったが，日本は生活知が弱いので，日本では失敗するのでは

ないかとの助言もあった。 

 

 

・本システムにおける学びの意味とはなにか 
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 琵琶湖博物館の芦谷氏，九州チームの坂倉氏からは，異分野や他館の学芸員や受講者が交

流し，刺激を受けるのはよいとの報告があり，本システムに関して学芸員の成長に関してあ

る程度の実感があることが提示された。 

 これに対し，受講者そのものの学びの意味を明確にすることが今後の課題である。 

 

 

・運営上の課題 

 奥山氏から，「『科学』リテラシー」によるアレルギーか，歴史系博物館ではピカリユーザ

ーが増えないとの報告があり，これに対して小川正賢氏からは表看板で「科学」というと，

拒否されるのではないか，科学リテラシーの名称や概念についても再考の余地があると助言

を受けた。 

 また岡田教授，芦谷氏からは，地方ではデジタル機器への抵抗感で会員登録数が増えない

という報告があった。 

 また，小規模館では学芸員の負担が大きいと芦谷氏から指摘があり，日本モンキーセンタ

ー所属の会場質問者からも，現状の学芸員個人のつながりによる研究体制から組織的な連携

になるように改善すべきとの提案があった。 

 さらに，外部の人材の手を借りて学習プログラムを行うことも多いという千葉県立中央博

の林氏，芦谷氏，田代氏に対し，そのような運営では公民館と同じではないのか，博物館の

役割として，館どうしの連携という視点で行うべきではないかと，坂倉氏から問題提起があ

った。これに対し，小川正賢氏からは人社系人材がうごいているところ対して理数系人材は

黒子として協力するという姿勢でいるのであれば協力体制がうまくいくのではと提案があっ

た。 
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添付資料１ 

知の循環型社会における対話型博物館機能の提案 

A Proposal of an Interactive Life-long Learning System between Public and 

Museums in a Knowledge-Circulating Society  
 

小川義和 

OGAWA Yoshikazu 

国立科学博物館 

National Museum of Nature and Science 

 

［要約］知の循環型社会における科学リテラシーの向上に資する博物館活用のモデルを提案

することを目的に，「科学リテラシー涵養活動」の体系に基づいて複数の博物館の学習プログ

ラムを蓄積し，公開するデータベースシステムの構築を行っている。本課題研究では，科学

系博物館及びそれ以外の館種においてもこの枠組みに従って学習プログラムを開発・実施・

公開することを通じて生じた学芸員及び利用者の意識の変化や新たな博物館活用のモデルあ

るいは課題について，各地区の実例をもとに考える。  

［キーワード］博物館，科学リテラシー，データベース，知の循環，学習プログラム 

 

１．本研究の背景とねらい 

2006 年に改正された教育基本法において生

涯学習の理念が明記され１），2008 年の中教審

答申「新しい時代を切り拓く生涯学習の振興方

策について」において，自立した個人や地域社

会の形成に向けた生涯学習振興の重要性が強

調されてきた２）。 

第４期科学技術基本計画では，従来の政策的

な観点からの科学コミュニケーションととも

に，地域に根差した科学コミュニケーションを

推進し，人々が対話を通じて科学技術の知識を

活用できる科学リテラシーの向上を目指して

いる３）。地域において知の循環型のシステムが

機能するためには，科学コミュニケーションの

ような双方向性の対話による知の還元が求め

られており，それを支える博物館の機能の解明

と構築が必要である。 

国立科学博物館では，幼児から高齢者までの

世代別の科学リテラシーの到達目標（「感性の

涵養」「知識の習得・概念の理解」「科学的な思

考習慣の涵養」「社会の状況に適切に対応する

能力の涵養」の 4目標）を提示した枠組みであ

る「科学リテラシー涵養活動」の構築を行った
４）。筆者らは，科学リテラシー涵養活動の体系

に基づき，国内の科学系博物館の学習プログラ

ムを収集，整理し，課題を検証した.その結果，

科学的な思考習慣と社会の状況に適切に対応

する能力の涵養を目的とした学習プログラム

は少なく，本枠組み及び関連した学習プログラ

ムを全国の博物館で共有すること５）や，博物

館の利用者の視点から本枠組みの有効性に課

題があることが分かった。これからの博物館は

地域の教育力向上のため，単に知識を得る学習

だけでなく，人々が自然界や人間社会の変化に

適切に対応し，合理的な判断と行動ができると

いった目標を持った学習機会を提供すること

が重要である。 

本研究では個人が学んだ内容を地域に還元

し，協働して地域の課題や活動に参画していく

ことで，地域社会全体としての科学リテラシー

の向上が可能になるという仮説を立てている。

そして複数の博物館等が連携し，各館が学習プ

ログラムを共有し，博物館の利用者の学習過程

を記録・提示することを通じて，博物館の利用

者の視点からの博物館活用モデルを確立する

とともに，博物館の新しい機能としての対話型

博物館生涯学習システムを提案することを目

的としている。 

２．データベースの構築と運用 

本研究では，個人の学習成果を明確にするた

めに，科学リテラシー涵養活動の世代別枠組み

に基づいた博物館の学習プログラムのデータ

ベースをもとに，博物館の利用者が学習プログ

ラムを体験し，その成果を確認する「科学リテ
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ラシーパスポートβ」システムを構築した。こ

れは博物館，システムに登録した利用者（以下，

利用者と表記）双方が活用できるデータベース

システムである。利用者側から自分の学習履歴

を把握するだけでなく，博物館側が複数の利用

者の学習傾向を横断的に把握できるシステム

とした。 

具体的には，博物館が開発した学習プログラ

ムをインターネット上のデータベース内に蓄

積する。利用者はデータベースの利用登録を行

い，データベースを検索することで受講を希望

する学習プログラムを検索し，博物館にて受講

することができる。利用者の受講結果は，利用

者アカウントのマイページに記録される。利用

者は，自身のマイページの受講結果を閲覧でき

る。また，受講した学習プログラムのオンライ

ンアンケートに回答でき，学習プログラムに対

する感想を，コメントや「いいね！」の評価と

して残すこともできる。アンケートには，学習

プログラム毎に感想を尋ねるものと，博物館活

用方法や社会参加の傾向を年ごとに追ってい

くものの 2種類を用意した。アンケートの結果

は，利用登録を行った学芸員であれば閲覧する

ことができる。コメントは，投稿者が公開先（イ

ンターネット上に完全公開，利用者と学芸員へ

の公開，学芸員のみへの公開）を選択でき，他

者との共有が可能である。  

本研究では，「科学リテラシーパスポートβ」

システムを利用し，以下のような循環過程を通

じて対話型生涯学習システムを構築する。①博

物館利用者の活用事例の集積と分析，②利用者

の科学リテラシー変容の把握，③科学リテラシ

ー向上に資する課題別・世代別・館種別の博物

館活用モデルの確立，④博物館活用モデルの提

示による博物館の「世代別枠組み」の改善及び

利用者の効果的で多様な博物館活用の促進。 

３．本研究課題の目的 

2014 年 6 月現在，本研究では，日本国内 5
地区（北海道，東北，関東，関西，九州）の

19 機関及び海外１館の科学系博物館・総合博

物館・美術館・動物園・水族館・歴史系博物館

等の学芸員等が協力のためのネットワークを

構築している。データベースへの登録は，学習

プログラム数 283件，利用者数 481人である。

本システムは学習資源を協力館間で共有し，相

互利用できる学習プログラムアーカイブとし

ての機能を果たすものであるが，学習資源の著

作権や利用者の個人情報保護等の権利に関す

る課題が予測されるため，利用者，学芸員及び

博物館に対する権利関係のガイドラインの整

備を行った。 

学習プログラムの実施および本システムの

利用においては，館種間で認識等に温度差があ

り，意識共有が課題となっている。そのため，

各地区の協力館にて学芸員研修を行い，学芸員

間の認識の共有化を図った。また利用者及び学

芸員の長期的な参加促進のため，本研究活動へ

の参加者が得られるインセンティブをより明

確化するという運営上の課題がある。 

本課題研究では，各地区の異なる館種の取り

組みを紹介する。そして枠組みに基づいた学習

プログラムの開発・実施，他館の学習プログラ

ムの参照を通じた学芸員の意識の変化を検討

する。また，博物館での学びの記録や他の利用

者及び学芸員とのコメントによる学びの記録

の共有や交流など，利用者の意識の変化を考察

する。最後に，それらを通して新たな博物館活

用のモデルとその課題について考える。 
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添付資料２ 

北海道における「科学リテラシーパスポートβ」の成果と課題 
主に旭山動物園における事例から 

Achievements and Problems of “Sceince Literacy Passport β” in Hokkaido Area,  

especially in the case of Asahiyama Zoo 

 
○奥山 英登*,    佐賀 真一*,    坂東 元* 

OKUYAMA Hideto*, SAGA Shin-ichi*, BANDO Gen* 
*旭川市旭山動物園 

* Asahikawa City Asahiyama Zoo 

 

［要約］北海道では，旭山動物園を含めた 3 館が「科学リテラシーパスポートβ」に協力している。当園では，こ

れまで 29 回の対象イベントを行い，同事業の登録ユーザーを 134 名獲得した。また，そのユーザーが

再びイベントに参加した延べ人数は 158 名であり，同事業はリピーター確保の上でも効果が認められた。

今後は，データベース内の他の学習プログラムを参考に，より多様なプログラム作成が求められる。 

［キーワード］ 動物園，博物館，科学リテラシー，データベース，学習プログラム 

 

１．はじめに 

北海道における「科学リテラシーパスポー

ト β」システム（通称：PCALi。以後，PCALi
とする）の協力館は，旭川市旭山動物園，旭

川市科学館サイパル，旭川市博物館の 3 館で

ある。本報告では，北海道における本研究の

中心的役割を担う旭山動物園の事例から本

システムの成果や課題について論じ，さらに

他 2 館の概況を示す。 
２．旭山動物園における PCALi の概要 

旭川市旭山動物園では，これまで来園者向

けのイベントを長年行ってきた。これらの既

存のイベントのいくつかを PCALi 対象イベ

ントとして 2013 年 8 月より実施してきた。

2014 年 6 月 10 日現在，新規に開発したもの

も含め，当園が PCALi 対象として登録した

学習プログラムは 11 件であり，これらのプ

ログラムのイベントをあわせて 29 回実施し

た。 

例えば，2013 年 9 月 14 日には，既存のプ

ログラムであった「ペンギンの羽でブックマ

ークを作ろう！」を PCALi 対象イベントと

して実施した。これは，当園が飼育するペン

ギンの羽を用いて，ブックマーク，すなわち

本のしおり（図 1 右）を作製する。それだけ

に留まらず，ペンギンの飼育担当者から解説

を受けペンギンの換羽や羽毛の役割などに

ついて知識を深めることができる。参加者に

とっては楽しく気軽に参加できるイベント

であることから，科学リテラシー涵養活動の

到達目標は，「感性の涵養」や「知識の習得・

概念の理解」とし，対象世代も「幼児〜小学

校低学年期」から「熟年期・高齢期」までと

幅広く設定することとした。 

一方で，科学リテラシー涵養活動の目標を

図 1 左. ブックマーク作製時の様子。 
図 1 右. ペンギンの羽が入ったブックマーク。 

図 2. 飼育展示施設内に設けられた畑（写真奥）で
行う農業体験連続講座「エゾシカの森農園」。
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「社会の状況に適切に対応する能力の涵養」

と高く設定できた既存プログラムには，「エ

ゾシカの森農園（図 2）」が挙げられる。こ

れは人間とエゾシカとの関わり合いを知り，

野生動物との共存のあり方について主体的

な考えを持つことをねらいとしている。具体

的には，当園のエゾシカ飼育展示施設である

「エゾシカの森」内において，6 月から 9 月

までの間，9 回の農業体験を行う連続講座で

ある。参加者は，種まきや除草，収穫といっ

た農業体験のほかに，電柵の設置などエゾシ

カによる食害の防除活動やエゾシカの季節

変化を継続観察するなどの活動が含まれる。

先に挙げたプログラムのねらいは，「幼児」

や「中学校期」の子どもには高度だが，これ

らの世代においては「感性の涵養」や「知識

の習得・概念の理解」が，体験活動の中で図

れるものと判断できた。 

当園の既存のプログラムは，対象が「中学

校期」まで，目標が「知識の習得・概念の理

解」までとなっているものが多いように感じ

ていた。実際に，PCALi サイト内のデータベ

ースでも，これらの傾向を確認することがで

きた。従って，新たに開発したプログラム

「ScienZoo BAR」では，対象を「子育て期・

壮年期」以降とし，目標を「科学的な思考習慣

の涵養」や「社会の状況に適切に対応する能力

の涵養」とした。プログラム内容等については，

PCALi サイトを参照されたい。 

３．旭山動物園における成果と課題 

これまでに，PCALi 対象として 29 回行っ

たイベントの参加者数の合計は 682 名であ

る。そのうち新規に PCALi ユーザーとして

登録した者は 134 名であり，イベントに参加

した約 4 人に 1 人（25.6%）が PCALi に登

録していくことがわかった。多くのユーザー

を集めることができたのは，ユーザーの

PCALi に対する期待の高さと，加えて，ほぼ

2 週に 1 度の割合で定期的に対象イベントを

実施してきたことによると考える。 
イベント開催の際，すでに PCALi ユーザ

ーであった者の延べ人数は 158 名であった。

新規登録ユーザーを含めて，イベントの全参

加者の半数近い 42.8%を PCALi ユーザーが

占めている。登録済みユーザーが，再び対象

イベントに参加していることがわかり，

PCALi はリピーター確保の面でも有効であ

ることが伺えた。しかしながら，今後，より

多様な学習プログラムを実施しなければ，ユ

ーザーが幽霊会員と化してしまうことは懸

念しておかなければならない。先に述べたと

おり，当園はこれまで科学リテラシー涵養活

動の到達目標や対象世代をあまり意識せず

に学習プログラムを作成してきたが，これら

がサイト内で文書化・データベース化される

ことで，当園が改善や充実，もしくは新規に

開発すべきプログラムが明確化されてきた。

PCALi サイト内には，他の博物館によって数

多くのプログラムが登録されているので，こ

れらを参考に，さらに新たな学習プログラム

を作成していきたい。 

４．北海道地区の他 2 館の概況 

旭川市博物館は，現在，内部調整を行って

いるところであり，PCALi 対象イベントをま

だ実施できていない。一方で，旭川市科学館

サイパルは，2014 年 3 月より対象イベント

を実施しはじめ，これまでに 9 回のイベント

を開催した。サイパルが新規に PCALi ユー

ザーとして登録した者は 9 名であり，延べ 17
名がサイパルでの対象イベントに参加した。

また，この中には当園でユーザー登録してい

た者が 2 名含まれている。 
PCALi ユーザーからは，当園はもちろん，

サイパルや旭川市博物館での対象イベント

のさらなる実施を求める声を聞いている。

PCALi ユーザーを新たに獲得し，さらにユー

ザーが 3 館それぞれの対象イベント参加する

ことで，ユーザーと博物館の交流がより促進

されることを期待したい。 

５．おわりに 

これまでのところ，当園は PCALi において

上々の成果を上げられていると考える。同時に，

サイパルが同事業を開始したことからも，旭川市

の博物館施設における科学リテラシー涵養活動

が，より盛んになるよう積極的に事業に取り組み

たい。一方で，当園においては同事業に対する

課題や懸念も同時に見えてきた。これらを見据え

て持続可能性のある事業を進めていきたい。 
当園で PCALi に新規登録していったユー

ザーは，旭川市だけに限らず，例えば札幌市

など北海道の各地や，さらには東京や大阪な

ど道外に在住する者が含まれている。北海道

地区における PCALi 対象館は，現在のとこ

ろ旭川市のみに限られているが，事業の発展

性を考慮して北海道の他の地域の博物館に

本事業への参加を促していければと思う。さ

らには，全国各地の博物館で登録していった

多くのユーザーが，異なる各地の博物館の対

象イベントや，PCALi サイト内での積極的な

関わり合いを持っていくことに今後期待し

たい。 
 [謝辞 ]本研究の一部は科研基盤 (S) 24220013（代表

者：小川義和）の助成を受けて行った。 
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添付資料３ 

東北地区における「科学リテラシーパスポートβ」導入に関する現状と課題 

Current Status and Problems for the introduction of 

"Science Literacy Passport β" in the Tohoku Area 

  
○岡田 努*1, 池上 雅*2 

OKADA Tsutomu, IKEGAMI Masashi 

福島大学*1, ふくしま森の科学体験センター ムシテックワールド*2 

Fukushima University*1, 

Fukushima Society for the Promotion of Science, MUSHI TECH WORLD*2 

 

［要約］東北地区での科学リテラシーパスポートβの利用については，１つの科学館で大量

の会員を獲得し，県内の各種科学イベントのプログラムも登録するというユニークな形態を

とっている。（会員 157 名，プログラム 27 件）これまでは会員とプログラム登録が主な目的

となってしまい，システム上での交流の活性化には程遠い状況にあった。しかし原発事故被

災地福島県特有の教育プログラムにはシステム上で学習者との交流が見られた。今後，シス

テム上での交流機会の増加と，システム利用による双方向的で主体的な学びの場を作ること

が課題である。 

［キーワード］博物館，学習プログラム，アクティブ・ラーニング 

 

１．はじめに 

東北地区では，福島大学が核となって福島県

内の多様な施設の科学コミュニケーション活

動を推進している「ふくしまサイエンスぷらっ

とフォーム（以下，spff）」と，そこに参画す

る２つの科学館（ムシテックワールド，郡山市

ふれあい科学館）が「科学リテラシーパスポー

ト β」（通称 PCALi，以降，PCALi とする）に

協力している。博物館という施設以外でも

「spff」事業に参加する他の博物館や社会教育

施設，企業，個人，各種団体等が実施する科学

イベント等も調査の対象としている点が特徴

的である。現在，spff 関連の単発イベント会場

での会員登録は難しく，本研究の協力館である

２つの科学館で会員登録を実施し，それらを元

に調査を進めているところである。本報告では

福島県内における本システム利用状況（登録

者・登録プログラム・利用状況）から，本地区

の特徴と成果や課題，今後の取り組みについて

報告する。 

２．登録状況にみる東北地区会員の特徴 

東北地区の登録数は表１のとおり。福島空港

近くに所在する須賀川市のムシテックワール

ドの会員数がほとんどを占めている。spff の単

発イベントでの会員勧誘は難しい。また会員数

の約 60％が小学校低学年以下の世代であり，

（表 2）地方の科学館の来館者層の実態を反映

していると同時に，後述する本システムのアン

ケート調査の困難さにもつながっている。また

現在は１アドレスにつき１アカウントの登録

であるために同伴した保護者や兄弟姉妹の登

録は困難である。 

施設名 プログラム数 会員数 

spff 13 7 

ムシテックワールド 12 150 

郡山市ふれあい科学館 2 0 

 合計 27 157 

表１．東北地区の PCALi 登録数（2014 年 6 月現在） 
世代 会員数 

幼児～小学校低学年期 94 

小学校高学年～中学校期 42 

高等学校～高等教育期 7 

子育て期壮年期 2 

熟年期高齢期 0 

その他（不明） 12 

合計 157 

表２．世代別会員数 

３．登録プログラムの参加とシステム利用状況

にみる成果と課題 

(1)ムシテックワールドの状況 

登録プログラム数は 12 件，会員数は 150 名

となっている。2014 年 6 月までの全プログラ
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ムへの参加者数は 340 名と会員一人当たり 2
つのプログラムを体験していることになる。し

かし会員が同じプログラムを複数回体験した

ケースはなく，またアンケートへの回答数も１

件，システム上のコメントも 0 件と課題も多い。

繁忙期に会員数を一気に増員させたもののシ

ステム利用に関する細かな説明ができていな

いという実態も明らかとなっている。 

(2)spff（ふくしまサイエンスぷらっとフォーム）の状況 

 登録プログラム数が 13 件と比較的多いのは

spff 参加機関・個人の協力を得られているため

である。会員数は 7 名と極めて少ない。本年 6
月まで実施した全プラグラムの参加者数は 45
名となっており，会員一人当たり約 6 回以上参

加していることになる。本ケースでは会員数が

少ない分，システム利用の解説がきめ細かに行

われていることも参加者数増加の一因であろ

う。よってシステムの利用頻度も多く，プログ

ラムアンケート回答数が 29 件，定期アンケー

トは 2 件，そしてシステム上でのコメント数が

16 件である。そのうち 9 件は２つのプログラ

ムに対するコメントであり，システム上での交

流の様子を見ることができた。（表 3，4） 
【風とあそぼう】 

（小 3）ものすごくよく回ります 

（中 3）ものすごーくよく回ります。 

（中 3）教えてくれたお祖母さん先生が楽しい！ 

（他館）図書館で風車作りなんて，しかもおもてから

もうらからも回せるものをつくれるなんて面白

いですね！司書さんの語り手としてのノウハウ

が物理や工学の基礎の体験に活かせるいい企画

だと思います！ 

（小 3）またつくりにきちゃいました！先生がとても

しんせつなのでたのしいです。 

（中 3）風力発電所の話が面白かった。 
表 3．学習者と他地域の学芸員との交流のケース 

表3では2名の参加者が異なるイベントでで

開催されたプログラムにコメントしており，さ

らに他館の学芸員のコメントが追記され，シス

テム上での学習者と他館の学芸員の交流を見

ることができたケースである。 

表 4は，原発事故被災地の福島県ならではの

放射線教育プログラムである。そこには震災後，

実施されてきた放射線理解や防護に関する講

演会等での専門家や国や県などに対する不信

感など，この問題に対する福島県民の本音も見

ることができる。他方，「わが子」が 

表 4．「放射線教育」プログラムコメント 

学ぶ学校での放射線教育への関心や，本プログ

ラム実施への理解を示すコメントは大いに参

考になった。また学習者にとってもコメントを

発信することで，受け身ではない双方向のプロ

グラム利用者となっている点も見逃してはな

らない。 

４．おわりに～東北地区の課題と今後の展開 

 当地区では，PC 等の利用者が少なく本シス

テム利用そのものが期待できない中で，ひとま

ず会員数の増加を目的として事業を展開して

きた。この環境下でのシステム利用件数の増加

が今後の課題である。また現在，大学教育をめ

ぐって主体的な人材育成のため従来型の「受動

的な学修経験」から ICT 等を活用した「アク

ティブ・ラーニング（以下 AL）」による双方

向の授業推進が求められているが，博物館の教

育プログラムといえども，来館者が「受け身」

の体験をしていないとも限らない。PCALi シ

ステムが博物館業界における AL の実践事例

となり，参加者が主体的に各種プログラムに参

加できるように会員一人ひとりへのきめ細か

い解説を行い，直接そしてシステム上での交流

をいかに活性化させ，他館イベントへの参加，

学習者同士の交流へと発展させていけるかが

真の課題といえよう。 
文献 科学技術・学術審議会 学術分科会 学術情報委

員会：学修環境充実のための学術情報基盤について（審

議まとめ），2013  
謝辞 本研究の一部は，科研基盤(S) 24220013（代表

者：小川義和）の助成を受けて行った。 

【福島県の放射線教育プログラム（3)一般向け】 

(1)専門家の先生方による説明会や科学教室は何度も

行われてきましたが，結局何が安全で，何がそうで

はないのか，よくわかりませんでした。（続く） 

(2)（続き）またこれまでの講座は放射線の基礎知識

と称してレクチャーを受け，結局私たちが知りたい

肝心なことには答えてもらえず，ただ「このくらい

なら問題ない，安全・安心だ」というものばかりと

いう印象を受けていまして，正直，放射線の講座な

んてうんざりしていました。（続く） 

(当館)コメントありがとうございます。少しでもご期

待に沿えるよう，またこの問題を風化させないよう

取り組みたいと思います。機会がありましたらまた

ご参加ください。 

(3)（続き）しかし子どもたちが学校でそうした授業

を受けているということを知り，その内容を知りた

くなりました。まだよくわからないことばかりです

し，今日の講座内容がベストだとは思えませんが，

こうやって関心を持てる機会があるというのは大

切なのかなと思いました。 
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添付資料４ 

博物館同士がワークショップを連携して実施した場合の 

参加者に対する効果について 
The Effect on the Participants of Workshop held by Collaborative Conducted Museums 

 

○田代英俊* 

Hidetoshi TASHIRO 

(公財)日本科学技術振興財団・科学技術館 

Japan Science Foundation/Science Museum, Tokyo  

 

［要約］本研究は，科学技術館と国立科学博物館が連携して実施したワークショップ「恐竜の皮膚の色は

何色？～恐竜博士真鍋真先生のお話と恐竜 3D ぬりえ教室～」を事例に，異なる分野の博物館

同士が連携してワークショップを実施した場合の参加者の理科に対する意識，ワークショップの

印象や効果等について考察する。 

 

［キーワード］博物館連携，科学リテラシー，データベース，学習プログラム， 

 
１．問題の所在 

知の循環型社会における科学リテラシーの向
上に資する博物館活用のモデルを提案すること
を目的に，現在「科学リテラシー涵養活動」の体
系に基づいて複数の博物館の学習プログラム
を 蓄 積 し ， 公 開 す る デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム
「PCALi」の構築を，国内外 20 館の科学系博
物館・総合博物館・美術館・動物園・水族館・歴
史系博物館が参加して行っている。  

科学技術館では，多様な館種が「PCALi」
に参加していることから，各館の取り組みにつ
いて単に「PCALi」の構築を行うだけでなく，
館種の違いを越えて博物館同士が学習プログ
ラムを提供しあうという形の連携活動を行うこと
で，従来，自館では実施しないワークショップ
を「PCALi」登録者に提供することができるの
ではないかと考えた。 

そこで本研究では，館種の違いを越えて博
物館同士が学習プログラムを提供し合い，自
館のミッションとは異なるワークショップを実施
した場合，どのような参加者が集まり，どのよう
な効果を参加者に及ぼすかについて検討する
こととした。 
２．研究の方法 

研究にあたって，科学技術館は国立科学博
物館と連携し，恐竜に関するワークショップを
実施することとした。科学技術館はサイエンス
センター系の博物館と位置付けられ，展示は
理工学や産業技術の展示が主である。自然
史に関する展示はなく，自然史関係のワーク
ショップを開催することもあまりないのが現状で
ある。そこで今回，科学技術館で通常は扱わ
ない自然史，しかも子ども達に人気のある恐竜
のワークショップを開催することで，日頃科学
技術館に来館しない方々に科学技術館をアピ
ールし，来館者の裾野を広げられるのではな

いかと考えた。 
研究方法は，本ワークショップ実施時に参

加者にアンケート調査を実施し，どのような属
性の参加者が集まり，どのような効果を及ぼし
たか，また設問間の回答の関連については
Pearson の相関係数を算出して検証すること
とした。 
３．ワークショップ実施結果及びまとめ 
a.タイトル：恐竜の皮膚の色は何色？ 

～恐竜博士真鍋真先生のお話と恐
竜 3D ぬりえ教室～ 

b.実施場所：科学技術館 実験スタジアム 
c.実 施 日：2014 年 3 月 1 日（土） 

＜1 日 2 回 １回 1 時間 30 分＞ 
d.対象：小学 3 年生以上  
d.参加者数：合計 32 名 
e.カリキュラム概要： 
 Part1 恐竜の皮膚の色は何色 

「恐竜博士」で知られる国立科学博物館
の真鍋真先生から，恐竜の定義や恐竜
の進化，さらに恐竜の毛の色・皮膚の色
の解明の状況について講義 

Part2 恐竜 3D 塗り絵 
ステゴサウルスの輪郭のみが描かれた下
地用紙に，自分の考えた皮膚の色を色
鉛筆で着色し，画像データとしてコンピュ
ーターに読み込み 3D 化する実習 

Part3 まとめ 
４．アンケート調査の結果 

 a.属性・参加の経緯： 
回答者数は 32 名。男性 87.5%，女性

12.5%と,圧倒的に男性が多い。これは恐竜
というテーマ設定に起因するとも考えられる。
参加者の学年別内訳は，小 3 が 62.5%,小
4 が 21.9%,小 5 が 15.6%であった。  

今回の広報は PCALi の HP，科学技術
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館 HP，科学技術館メールマガジン，チラシ
配布により行った。 

今回の教室の情報をどこから入手したか
を聞いたところ，母からが 56.7％，ついで
HP が 40.0％，父 26.7％との結果だった。
現在 PCALi は HP ベースで運用しており，
HP からの情報収集が 40.0％ということは，
PCALi の情報提供方法が適切であることを
示唆していると考える。また今後子どもに対
して PCALi を普及するにあたっては，子ど
も達の情報入手先である母親に対してどの
ように情報を提供していくかが鍵となることが
示唆されている。 

今回の教室参加者は，科学技術館の来
館回数が 6 回以上の方が 75％，年間平均
で博物館等生涯学習施設に行く回数が 6
回以上の方が 62.5％と，博物館活用率が
非常に高い方々であった。当初科学技術館
では，恐竜等の自然史に関して興味はあっ
ても理工系の科学技術にはあまり興味のな
い方が，今回の教室をきっかけに科学技術
館に初めて来館されるケースが多いのでは
ないかと考えた。しかし実際には，科学技術
館の常連である，後述するが理科に対する
意識の高い来館者が，科学技術館で恐竜
も扱うのだと興味を抱いて参加したようだ。  

 b.理科に対する意識，教室の印象や効果： 
参加者の理科の素養については，『理科

の授業は好きである』『理科の成績はよい』
『理科について，学校の授業以外でももっと
知りたい』の設問では，ポジティブ回答（とて
もあてはまる＋まあまあまああてはまる）の割
合が 9 割を超えている。理科に対する興味
があり，何より学校以外でも理科について知
りたい知識欲旺盛な子ども達が集まったと
考えられえる。参加者の教室に対する印象
や効果を図 1 に示す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ワークショップの印象や効果 

『楽しく学べた』『話はわかりやすかった』
『恐竜について，今まで知らなかったことを
知ることができた』『恐竜について，もっと知り
たいと思う』『教室に参加して満足している』
『このような教室があればまた参加したい』に
ついては，ポジティブ回答が 100％である。

今回の教室における学習等の満足度が非
常に高かったことがわかる。  

c.設問同士の相関 
理科に対する意識，教室の印象や効果の

各設問について Pearson の相関係数を算出
して，設問同士の関係性を見た。相関が強い
部分は以下の通りである。 

 
1)『学んだことを友だちや親に説明できる』の設問に

ついて，『楽しく学べた』0.6，『話はわかりやすかっ

た』0.5，そして『話の内容を理解できた』では 0.7 と

いう，社会科学の観点から非常に強い相関がみら

れた。他人に説明できるレベルの理解は，当然で

はあるが，教室が単に楽しいだけではなく，内容の

わかりやすさ，内容の理解が相関していることがわ

かる。 

2)『教室に参加して満足している』の設問について，

学校の理科教育の素養と相関があるとともに，『楽

しく学べた』『話はわかりやすかった』『話の内容を

理解できた』とも相関がある。教室に参加して得ら

れる満足度は，理科教育の素養と，教室自体の楽

しさ，話のわかりやすさ，参加者が理解できる内容

や伝え方だったかどうかということと因果関係がある

のではないかと考えられる。 

3)『このような教室があればまた参加したい』の設問

ついては，『学んだことを学んだことを友だちや親に

説明できる』との間に相関がある。他の方に説明で

きるレベルの理解が，再度の参加意識を呼び起こ

すことに関連があると考えられる。 

５．今後に向けて 
 今回，科学技術館と国立科学博物館が連携
して科学技術館で自然史系のワークショップを
実施し，ワークショップ参加者の理科に対する
意識や効果を検証した。ただし，まだまだサン
プル数が少ないことや，ワークショップの内容
により参加者の参加傾向や評価が変わること
が考えられ，今後さらに調査を進める予定であ
る。また今回は異分野とは言え同じ科学系の
博物館同士が連携したことから，今後は，科学
技術館が人文科学系の博物館と連携した場
合の事例についても調査したい。加えて，参
加者の理科に対する意識やワークショップの
印象や効果について，それぞれの要員間の関
連性を Pearson の相関係数を算出して検討し
た。ただしこれは因果関係を直接示すもので
はないことから，今後は設問間の因果関係に
ついても詳細に分析したい。そしてこれらの調
査結果を踏まえ，館種が異なる博物館同士が
連携してワークショップを開催した場合，科学
リテラシーの向上に資するためにはどのような
学習プログラムの提供の在り方が望ましいかを
明らかにしていきたい。 

 
[謝辞] 

今回のワークショップ実施にあたってご協力いただきました国立科

学博物館の真鍋真氏，松尾美佳氏，有田寛之氏，小川義和氏に深

謝いたします。 
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添付資料５ 

関西地区（滋賀県）における「科学リテラシーパスポートβ」の実践と考察 

Practice and Discussion of “Science Literacy Passport β” in Shiga 

Prefecture, Kansai Area 
 

○芦谷 美奈子＊１， 北村 美香＊２ 

ASHIYA Minako＊１, KITAMURA Mika＊２ 

滋賀県立琵琶湖博物館＊１,滋賀県平和祈念館＊２ 

Lake Biwa Museum＊１, Shiga Peace Museum＊２ 

 

［要約］関西地区では，滋賀県の 2 館が「科学リテラシーパスポートβ」に協力している。

滋賀県平和祈念館では，地元の利用者を中心にユーザーを募りイベントも開催してきた。滋

賀県立琵琶湖博物館でも，プログラムの登録や利用者の募集などを行っている。人文系の中

小規模館が多い地域であり，協力館を得る面で課題は多いが，他地区にはない特徴を持つ事

例となることが期待される。 

［キーワード］博物館，学習プログラム，人文系博物館，学芸員の意識と交流 

 

１． はじめに  

関西地区では，滋賀県で「科学リテラシ

ーパスポートβ」（通称  PCALi,  以後は

PCALi とする）の実践を行っている。2014
年 6 月時点では滋賀県立琵琶湖博物館と滋

賀県平和祈念館が協力館となっており，

2014 年度にさらに協力館を数館増やす計

画である。 
他の地域（北海道，東北，関東，九州）

では，大都市近郊に位置している館が多い

事例や，科学系・自然系の施設が多いなど

の特徴を持つが，滋賀県は都市部から少し

離れたエリアで琵琶湖を囲んでまとまった

文化圏があり，人文系の中小規模館が多い

ことから，館種が異なる施設で実践できる

などの利点がある。また，本研究全体で考

えられているユーザーの年代設定において，

比較的年配層を取り込みやすい館種が多い

ことも，PCALi の普及方法や課題を検討す

るために有効と考えられる。 

 本報告では，関西地区（滋賀県）での取

り組みを滋賀県平和祈念館の事例を中心に

紹介し，その中で明らかになってきた課題

および今後の計画などについて報告する。 

２． 滋賀県平和祈念館での取り組み 

滋賀県平和祈念館（以下，祈念館）は，

滋賀県の人びとの戦争体験と資料をもとに，

平和を願う心を育み，地域の歴史として戦

争体験を伝え継ぐ場を目指して，2012（平

成 24）年 3 月に滋賀県東近江市に開館した。 
館の理念，資料や展示の内容などから，

利用者は壮年期から高齢者が中心となるが，

次世代の子ども達へ伝えることを視野に，

壮年期から高齢者向けプログラムと，小学

生以上の子どもおよび家族連れ対象のプロ

グラムの二本立てで企画開催した。その中

で PCALi 登録プログラムは，「育てて食べ

よう！戦時食（春）」（6 月 2 日），「ふみお

ばちゃんの布ぞうり作り方教室」（7月 5日），

「戦争体験者お話会」（8 月 11～15 日）な

ど，5 種類（延べ 12 日）であった。 
例を挙げると，7 月 5 日開催の「ふみお

ばちゃんの布ぞうり作り方教室」では，戦

時中の生活用品について知り，戦時中に靴

の代用品として制作および使用されていた

藁ぞうりを，現代の生活でも活用できるよ

うに布でつくるものであった。当初親子連

れ対象に企画したが，結果としては 40 代

以上の主婦がおおいなど，プログラムの内

容は年齢層に合わせて調整する必要があっ

たが，受講者には大変好評であった。 
 

３． 滋賀県立琵琶湖博物館での状況 

 滋賀県立琵琶湖博物館（以下，琵琶湖博

物館）は，湖と人間」をテーマに 1996 年

10 月に開館した博物館である。が取り扱う
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トピックは大変広く，地学，生物学，水産

学，歴史学，考古学，民俗学，社会学など，

通常の博物館施設では珍しい分野も含まれ

ており，上記以外の農業土木の人事交流で

県庁から赴任している職員も含めると，約

30 名の学芸スタッフが，展示や交流事業な

どの企画および運営にあたっている。また，

2016 年度より 3 段階に分けて主に展示の

リニューアルを計画している。 
 琵琶湖博物館では，2013 年 11 月に

PCALi について学芸職員に周知し協力を

依頼し，2014 年 6 月現在プログラムの登

録と利用者へのアピールを行っている。 

４． 滋賀県での課題    

PCALi を効果的に推進し，課題などを抽

出するために，2013 年度より県内での協力

館を増やす目的で，様々な施設の学芸員に

依頼を行っている。その過程の中で，様々

な課題が見えてきた。 
滋賀県の博物館は，圧倒的に人文系の中

小規模館が多い。人文系の館が多いことは，

館種を超えたネットワークの構築や交流を

考えると望ましいことでもあるが，中小規

模館であることは，事業を運営する学芸員

の数が限られており，新規に業務を増やす

ことが基本的に難しいことを意味する。

PCALi への協力依頼では，多くの学芸員が

その内容について興味を示した。日常的に

自館の業務に意識が集中しがちだが，

PCALi への協力を検討することで，他館と

の形式的（例えば県の博物館協議会のよう

に館として加入している組織）ではない学

芸員同士の交流や情報共有の可能性につい

て，改めて考える機会が得られたとの声も

あった。その一方で，業務量の問題を理由

に協力を見送る館も少なくない状況から，

事業の内容や展開をわかりやすい形で広め

ることが重要な課題であると考えられた。 

PCALi そのものについての課題として

は，関西地区（滋賀県）は年齢層の高い利

用者を主要な対象としているが，これらの

利用者の中には PCALi 利用の前提となる

ネット使用が可能でないなど，この年齢層

ならではの問題点が協力館および協力を打

診している館から出ている。技術的あるい

は手続き上の課題として，今後の対応を検

討せねばならない。また，教育プログラム

だけでなく，日常的な利用についても

PCALi を活用していく方法も考える必要

がある。 

５． 課題解決に向けての取り組み 

 関西地区（滋賀県）での 2014 年 6 月現

在の協力館は琵琶湖博物館と祈念館の 2 館

であるが，祈念館と同じ東近江市に所在す

る 5 館（観峰観，能登川博物館，探検の殿

堂 西堀榮三郎記念館，世界凧博物館 東

近江大凧会館）の協力が得られる可能性が

出てきた。やはり学芸員の業務量の問題な

どクリアすべきことはあるが，すでに広報

などで提携しているこれら 5 館の協力が得

られれば，東近江市という比較的小規模な

エリアで住民が複数の協力館を利用する可

能性があり，PCALi の活用事例としては大

変興味深いものになる。 
 一方で琵琶湖博物館のような大規模館で

は，登録プログラムを増やし利用者に呼び

掛けることと同時に，学芸員の意識を変え

ていくことも意図的に行う必要がある。中

小規模館の課題が業務量であるならば，大

規模館は館内のコンセンサスであり，館内

の業務で終了しがちな学芸員の意識をどの

ように外に向けさせ，学習プログラムにつ

いて他館の学芸員と交流し情報を共有する

ことを重要性と可能性を意識させるかが鍵

となってくる。 

関西地区では，これらの取り組みを通し

て PCALi を広め，博物館の学芸員と利用

者の交流の機会を増やしたい。 
[謝辞] 
本研究の一部は，平成 26 年度科学研究費補助金基盤研

究(S)「知の循環型社会における対話型博物館生涯学習

システムの構築に関する基礎的研究」（研究代表者：小

川義和, 課題番号 24220013）の支援を受けている。 
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添付資料６ 

「科学リテラシーパスポートβ」を用いることによる利用者の気づきの変容 

〜九州地区のワークショップ実践事例をもとに〜 

Deepen user’s experience by utilizing “Science Literacy Passport β”. 

〜Based on cases of Kyushu Area. 
 

○坂倉真衣 1)2)3)，三島美佐子 4)，緒方泉 5)，西島昭二郎 5)，三宅基裕 6)，高田浩二 6) 

 SAKAKURA Mai, MISHIMA Misako, OGATA Izumi,   

NISHIJIMA Shojiro, MIYAKE Motohiro, TAKADA Koji 

 

九州大学大学院 1)，日本学術振興会 2)，CLCworks3)，九州大学総合研究博物館 4)， 

九州産業大学美術館 5)，マリンワールド海の中道 6) 

Kyushu University, Japan Society for the Promotion of Science, CLCworks 

The Kyushu University Museum, Museum of Kyushu Sangyo University, 

Marine World uminonakamichi 

 

［要約］九州地区は，「科学リテラシーパスポートβ」システム（以下，PCALi とす

る）に登録,企画•実施をした学習プログラムの１つである「見つけて！名前を付けて！

標本石けんをつくってみよう！」および協力館 4 館が連携して行っている「リレーワ

ークショップ」について報告する。「標本石けんづくり」は，PCALi でのアンケート

を用いた振り返りによって活動直後には捉えられない利用者の気づきが得られた事例

である。「リレーワークショップ」は，館種が異なる 4 館が多様な学習プログラムをつ

ないでいくことにより，利用者の学習プログラムへの参加,振り返りという循環を，館

種を越えて生み出していこうとする試みである。 

［キーワード］博物館，美術館，水族館，連携，学習プログラム，ワークショップ 

 

１．はじめに 

九州地区における PCALi の協力館は，

九州大学総合研究博物館，九州産業大学美

術館，マリンワールド海ノ中道（以下，そ

れぞれ九大博物館，九産大美術館，マリン

ワールドとする），CLCworks の 4 館であ

る。本発表では，主に「利用者の気づきの

変化」に焦点を当て，大きく 2 点について

報告を行う。まず 1 点は，PCALi に登録，

企画•実施をした学習プログラムの１つで

ある「見つけて！名前を付けて！標本石け

んをつくってみよう」についての報告であ

る。2 点目は，2014 年 6 月現在，企画•実
施中である 4 館が連携して行っている「リ

レーワークショップ」についてである。そ

して，それらを総括し，PCALi を活用した

九州地区での今後の可能性および課題につ

いて論じたい。 

 

２．「見つけて！名前を付けて！草花で標本

石けんをつくってみよう！」 

 本学習プログラムは，九大博物館，

CLCworks が恊働企画し，2013 年 7 月 7
日に実施した（写真 1）。対象は，理科の学

習が始まる前の幼稚園から小学校中学年位

までを想定し，約２時間のプログラムとし

た。プログラムの概要及び，PCALi の「科

学リテラシー涵養活動」体系における目標

は以下表 1，2 のとおりである。自分で名

前をつけた植物を日用品となる石けんと組

み合わせた標本にすることを通して，参加

者自らが五感を使って植物を感じ，より主

体的に身の回りの自然に興味•関心を持て

るようにすることをねらいとした。  
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 当日の参加者は保護者を含め 44 名であ

り，うち 12 名が終了後 PCALi 会員に登録

した。名前を付けることを通して,参加者で

ある子どもたちは，植物の特徴をつかみ ,
その植物と独自の関わりを持っていく様子

（例えば ,自分が見つけた場所の思い出を

含めた名前を付ける ,植物を振ってその音

を聞くなど）が見られた。当初のねらいは

おおよそ達成できたものと考えられる。 
 中でも ,本発表において特に取り上げた

いのは，参加者の活動直後と PCALi アン

ケートにおける自由記述の違いである。活

動の直後に参加者に実施したものでは，「石

けんを作ったのが楽しかった」「石けんのも

とがネバネバだとは知りませんでした」「ふ

だんは何気なく通っている道でも，いろん

な植物がそだっていてそれを見れてうれし

かった」（いずれも原文のまま）など石けん

をつくったこと，植物を集めたことなど内

容に関してのことがほとんどであった。そ

れに対し，PCALi を通した回答では，「医

学や動物の分野に触れてみたいです。 例え

ば歯医者さんで使う道具の説明や使い方が

解ると歯医者さんに行くのが楽しくなるか

も。」など医学や動物という他分野への言及

が見られた。このように活動直後と PCALi
を通したアンケートでは，質的な異なりが

見られた。これは，活動後も参加者が時間

をかけて自らの体験を振り返ったからこそ

のものであると考えることができる。

PCALi を用いたアンケートでは，活動直後

では学芸員が捉えることの出来ない帰宅後

の参加者の変化を捉えることのできる可能

性が見出された。また，利用者が，PCALi
のアンケートを回答することを通して，自

らの体験を意識的に振り返ることができた

事例であると考えられる。 
 

３．4 館が連携した「リレーワークショップ」 

 「リレーワークショップ」は，5 月〜8 月

にかけて九州地区の協力館である 4 館が，

それぞれ企画した PCALi 対象の学習プロ

グラム（ワークショップ）を繋いでいく試

みである。九州地区は,元々学芸員同士のつ

ながりが濃厚であるという土壌があり，

PCALi という共通のシステムを持つこと

でこうした試みが可能となった。5 月 17
日「標本 de 表現」（九大博物館），6 月 15
日「海のいきもの飼い方教室」（マリンワー

ルド），7 月 21 日「ミュージアムグッズを

つくろう」（九産大美術館），8 月 3 日「ミ

ュージアムでの思い出を絵本にしよう」

（CLCworks）という内容を実施，計画中

である。総合博物館,水族館，美術館,子ど

もたちの生活を元にする任意団体とそれぞ

れ館種が異なるため，プログラムの内容も

多様なものとなっている。ある館の学習プ

ログラムに参加した PCALi 利用者が，自

らの体験を振り返り，さらにその後振り返

りでの気づきを持って，次の館のプログラ

ムに参加をする。「リレーワークショップ」

において，このような流れが生まれ，利用

者の学びがどのように深まり，繋がってい

くかを捉えることは，新たな博物館モデル

を考える上でも意義深いものになるのでは

ないかと考えている。 

 

４．今後の可能性および課題 

九州地区においては，協力館の学芸員が

互いに他館の学習プログラムに参加，気づ

きの共有を行っている。そして館種の異な

る学芸員が気づきの共有を行うことにより，

分野を融合した新たな学習プログラム開発

も行われつつある。一方で，「館種を超える
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と利用者は参加をしにくい」という課題も

見えてきた。例えば，水族館へは「魚が好

き」な利用者が来ており,彼らは「リレーワ

ークショップ」として告知を行ったとして

も，中々美術館,総合博物館という他館には

興味を持ちにくいということが分かった。

従って,今後は協力館が独自に学習プログ

ラムを開発するのみならず，他館の内容を

意識し，その内容を引き継いでいけるよう

なものを開発することが望まれる。リレー

ワークショップのような試みが上手く循環

すれば，より多様な嗜好や特性を持つ利用

者同士，利用者および学芸員の交流など，

利用者の学習機会の拡大を促す可能性に繋

がると考えられる。今後は PCALi におけ

る他館のプログラム閲覧機能の活用と，実

際のプログラムに参加し気づきを共有する

というウェブと現場の両者を行き来するこ

とを大事にしながら，その可能性を模索し

たい。 
 

謝辞：本研究の一部は，平成 26 年度科学研究費補助金

基盤研究(S)「知の循環型社会における対話型博物館生

涯学習システムの構築に関する基礎的研究」（研究代表

者：小川義和, 課題番号 24220013）の支援を受けてい

る。 
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第３章 第４節 

外部評価 

 
 
目的 
本研究の独自性とこれまでの成果について、国際的な見地から外部有識者に

よる中間的評価を実施し、今後の研究の発展に資する。 
 
 
外部評価書１ 
外部評価者：David Anderson 
職名・所属：Professor, Museum Education, University of British Columbia  
専門領域：Museum Education  
評価期間：平成 26 年 10 月～平成 26 年 12 月 
 
 
外部評価書２ 
外部評価者：Viv Golding 
職名・所属：Programme Director of Learning & Visitor Studies，Senior 

Lecturer in Communication & Education, School of Museum 
Studies, University of Leicester 

専門領域：Museum Studies 
評価期間：平成 26 年 12 月～平成 27 年 1 月 
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外部評価書１ 
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外部評価書１ 日本語要約 
University of British Columbia の教育学部教授 Dr. David Anderson に外部評価を依頼し

た。Anderson 氏が作成した外部評価書１の要点を以下にまとめる。 
 
評価書は以下の 6 つの項目に分けられる。 
1. 研究の独自性 
2. 達成した点 
3. 研究の影響 
4. 理論モデルへの批判、未来の成功への鍵 
5. 本プロジェクトの持続可能性を考える上での課題 
6. この研究の過程で発生した検討すべき研究課題 
 
1. 研究の独自性 

生涯学習という観点を含んだ博物館プログラムを通して人々の科学リテラシーの変化

を実験的に証明する体系だてられたデータベースは、他に類を見ない。 
 
2. 達成した点 

以下の点を含めて様々な目標を達成した。 
a)PCALi システムの開発、試行、一般公開使用、協力館によるシステム受入。 
b)個人や集団の科学リテラシーを計測するための分析ツールの開発。 
c)協力館との協力体制の構築。 
d)協力館との学習プログラム開発・実施多数。 
e)協力館の学習プログラム多数の影響のデータ収集。 

 
3. 研究の影響 
協力館にも PCALi ユーザーにも直接的な影響が多数あった。 
 
以下、協力館側への影響。 
a) 利用者の科学リテラシー変容に対する理解が深まった。 
b) 市民の博物館や博物館学習プログラムの利用法のデータ蓄積。 
 
以下、PCALi ユーザー側への影響。 
c) 情報取得や予約 
d) 博物館体験を他のユーザーや博物館職員と共有 
e) 学びの記録の可視化 
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以下、研究開始当初は予測されていなかった影響。 
f) 自らの館のプログラムがオーディエンスのライフスパンの中でどのように差別的に

影響しているのか、協力館がより認識するようになった。 
g) コミュニティーの科学リテラシーを高めるために、自然科学系・人文系それぞれを

基盤と組織がどのようにそのギャップを埋めるべきか、そのノウハウ。 
h) 博物館コミュニティ間の連携体制確立に対する新たな理解。 
i) 本プロジェクトに積極的に参加することによって学芸員が成長する。 
 
以下、研究開始当初予測されていたが影響が出るまでにもう少し時間がかかる影響。 
j) トピックごと、利用者の世代ごと、博物館の館種ごとの博物館利用モデルを確立。 
k) 科学リテラシー涵養のための枠組み（４×５の表）の改善。 
l) 一般市民による博物館利用の促進。 

 
4. 理論モデルへの批判、未来の成功への鍵。 

a) 本能的な好奇心に繋がった学習プログラムをデザインすべき。 
b) 利用者から PCALi へのアクセスを妨げるバリアーとなる専門用語「科学リテラシー」

を見直すべき。 
c) 科学リテラシーに影響を及ぼす原動力は、参加者自身に起因するものと、プログラ

ムに起因するものがあるので、これをきちんと区別すべき。 
 

5. 本プロジェクトの持続可能性を考える上での課題 
（※科研費が終わった後の事業化も考えての意見です。） 
既存の協力館との関係をどう継続するのか、どのように新たな協力館を増やすべきか

が、今後の成功の鍵。自立したシステムを作り上げるにはどうすればよいか。地域ご

と、館種ごと、世代ごとの独自性を出して調整するには。 
 

6. この研究の過程で発生した検討すべき研究課題 
本プロジェクトの中間で発生した疑問で、本プロジェクトの将来の持続可能性を考え

る上で、検討する価値があると考えられるものを挙げる。次項の表を参照。 
 

 
提案１：学習プログラム 
 学習プログラム実施が特に順調な協力館はどこか？そこで選ばれている学習プログラ

ムのトピックにはどのような特徴があるのか？ 
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 各世代ごとに、どの館がより有効な科学リテラシーの変容をもたらすことに成功して

いるか？それぞれ成功の理由は何であると考えられるか？ 
 
提案２：プロジェクトの持続可能性 
 ４×５の表について： 

どの世代も等しく科学リテラシーを涵養する必要があるのか？各世代ごとにことなる

科学リテラシーゴールがあってよいのではないか？ 
 協力館について： 

４×５の表を最もうまく利用しているのはどの館か？その逆はどの館か？それぞれの

理由は何か？特に後者の館にとって、障壁となっているものは何か？助成金の期間が

終了した時に、この取組を継続させる上での戦略は何か？ 
 
提案３：障壁 
 一般市民が博物館へ来る上での障壁とは何か？ 
 本プロジェクトに学芸員が参加する上での障壁とは何か？ 
 
提案４：変化 
 PCALi の利用者（の内、追跡可能なデータのある者）の中で、 

何人に変化が見られたか？それはなぜか？彼らは誰か？逆に変化が見られなかった

人々は？参加者らのタイプは？科学おたく？あるいは、他のどのような層か？ 
（翻訳・要約：松尾美佳） 
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外部評価書２ 
Dr Viv Golding 

Director of Learning and Visitor Studies 
Senior Lecturer in Communication & Education 

School of Museum Studies 
University of Leicester 

19 University Road 
Leicester 

LE1 7RF UK 
  

Tel +44 (0)1162523975 
Fax +44 (0)1162523960 

Email vmg4@le.ac.uk 
Website http://www.le.ac.uk/museumstudies 

 

 
Principle Investigator Dr Yoshikazu Ogawa 
JSPS KAKENHI Grant Number 24220013 
Grant-in-Aid for Scientific Research (S) 
Title: A Base Study on Development of an Interactive Life-Long Learning System between 
Public and Museums in a Knowledge-Circulating Society 
 
31.01.2015 
 
Re: Evaluation for JSPS Grant-in-Aid research project 
 
 
To Whom it May Concern 
 
I write this brief commentary in my capacity as an independent external evaluator of the 
JSPS Grant-in-Aid research project entitled Communication between the Public and 
Museums – Development of a lifelong learning system to foster science literacy. Dr 
Yoshikazu Ogawa, Head of the Education Division, National Museum of Nature and Science, 
Tokyo, Japan, the Principle Investigator, supplied me with the project details and together 
with two key members of the project team, Motoko Shonaka-Harada and Mika Matsuo, 
engaged me in extensive face-to-face discussion of the project’s key aims during my JSPS 
Bridge award (07.12.2014-18.01.2015). Ideas gathered at two meetings with project 
participants at Kyushu University Museum and a meeting with Ueno Museum Educators 
also underpin this report.  
 
In addition I have drawn on Dr David Anderson’s excellent Evaluation Report (03.12.2014), 
which reviewed the original framing of the project and the outcomes at the midpoint of the 
grant as well as the implementation for the future of the research study. Anderson’s report 
considered the successful features of the project to date and issues impacting on the years 
remaining, with regards six themes: 1) The originality of the research, 2) key milestones 
achieved to date, 3) impact of the research, 4) critique of the theoretical model, and threats 
to future success 5) issues regarding future sustainability of the project, and 6) future 
significant research questions emergent from this study. My recent observations concur with 
Anderson’s and his detailed report should be consulted in conjunction with mine. 
 
I focus on what I see as the key successes of the project to date and the remaining years of 
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the project. The themes that frame this report are: 1) The originality and impact of the 
research, 2) critique of the theoretical model, and threats to future success 3) future 
significant research questions emergent from this study. 
 

1) Originality and impact 
The originality of the research is outstanding and the ambitious global scope of the concept 
and fieldwork is staggering. In short the project aims to construct a systematic database that 
will document how museum programming might increase the science literacy and learning 
of citizens throughout their lives. In lesser hands than those of Ogawa and his team the 
project would be daunting. I wholeheartedly concur with Anderson’s comments in his report 
that the research is unique in the field of museum studies, visitor studies and science 
education, not just in Japan but also throughout the globe. 
 
Just three years into the research the project has been impactful and resulted in a number of 
key outputs. To date the successful establishment and operation of PCali (Passport of 
Communication and Action for Literacy) amongst the project participants is notable. I was 
most impressed with the way PCali, drawing on museum collections of various kinds, has 
the potential to 

- progress knowledge and enrich understandings of humanity in a shared world 
- challenge traditional hierarchies of knowledge and control without sacrificing 

scholarship 
- permit a creative sharing of knowledge between curators and diverse audiences 
- widen communication to further museum and audience critical thinking and 

understandings 
- progress interdisciplinary connections and encourages more diverse engagement 

throughout lives 
- enhance critical thinking and action for global citizenship  

 
 

2) critique of the theoretical model and suggestion for future success 
 

- local communities and partners 
I agree with Anderson that the research would benefit from a closer connection with local 
community concerns. My suggestion is that while the PI Dr Ogawa clearly needs to maintain 
an overview of the research and dissemination of the findings as the project progresses, 
particular aspects of the project may now profitably be managed at a local level. For 
example, I felt that the highly qualified partners at Fukuoka would be willing and able to take 
on greater responsibilities for different aspects of the research (to be discussed).  
Widening responsibilities within the research would vitally free Dr Ogawa to focus on the 
final years of the project as a whole, publication and future research questions. Outlining 
specific goals with clear timescales for individual teams around the country would be most 
beneficial for the successful completion of the project. I observed members of the project 
team with skills and expertise that the research could benefit from developing and note one 
area as the website.  
 

- PCali website 
Specifically, it seems to me that the present website, with its rather list-like format, could be 
made more attractive and encourage broader interaction. I found it hugely impressive that 
key words, such as ‘kawai’ or ‘cute’, have been attached to key objects in science 
collections to facilitate visitors creative responses and their dialogue with the wider PCali 
community of curators and other visitors. A more attractive interface would benefit this 
important work by encouraging engagement.  
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- Evaluation  
Evaluation of audience experiences is an area that the project team is developing. I was 
privileged to be included in the planning of the Career Café (20 December 2014) pilot 
evaluation. In discussion with Dr Ogawa, Motoko Shonaka-Harada and Mika Matsuo the 
use of John Falk’s Personal Meaning Mapping (PMM) and the University of Leicester’s 
Generic Learning Outcomes (GLOs) was considered in the Japanese context. My advice 
was to employ Personal and Social Meaning Mapping (PSMM), for Kahaku’s ‘Career Café’ 
meeting. The strong concern of the individual with promoting good feelings in the wider 
social group is an impressive aspect of Japanese culture that I have observed with 
Japanese students and colleagues over the years. An overriding kindness and thought for 
the feelings of the group positively impact individual actions and learning programmes in 
Japan and it so ‘social’ should be a key word in Japanese evaluation. Interestingly, problems 
with volunteer staff ‘leading’ were highlighted during the pilot and ways of addressing this 
difficulty in future evaluations noted.  
 
Dr Ogawa and his team, understand that the GLOs (like PMM) should be employed critically. 
These evaluation techniques were not designed to be picked up and used indiscriminately 
around the world; rather, they need to be adapted to the specific cultural needs of the 
location. I am delighted that Dr Ogawa and his team will soon be publishing this work. 
 

- Terminology 
I also agree with Anderson that the term ‘science’ literacy is problematic, particularly for 
those of us working in or interested in the arts and humanities. However I would contend 
that the word ‘culture’ is equally problematic and culture bound (Golding 2013). My 
suggestion would be to use the term ‘museum literacy’ or ‘multi-literacies’, which would 
encompass visual and scientific literacies. Kahaku has been working most productively in 
the field to develop museum literacies and written extensively on this theme.  
 

 
3) future significant research questions emergent from this study. 

 
Threshold fear 
The research is beginning to uncover the barriers to learning and engagement that 
audiences of different ages and levels of ability experience in museums of all sorts. 
Anderson also notes the possibility of overcoming the barriers to engagement that 
museum curators’ experience. A dual approach to case studies exploring threshold fear 
for both audiences and curators would comprise a significant area of future research. 
 
Motivation and Engagement 
The research is interestingly unpacking intrinsic motivation amongst museum audiences. 
Case studies exploring at different types of museums with different audiences, for 
example the under 5s, couples, singletons, elders, would form another interesting and 
important area for future research. 

 
Finally I would like to extend the highest praise to Dr Ogawa and his research team. Their 
hard work, scholarship, professionalism and cultural sensitively ensure that the JSPS 
funding is being very well spent. This research promises to greatly benefit lifelong learning in 
the global museum community. 
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外部評価書２ 日本語要約 
University of Leicester の博物館学教員 Dr. Vivien Marion Golding に外部評価を依頼した。

Golding 氏が作成した外部評価書２の要点を以下にまとめる。 
 
評価書は以下の 3 つの項目に分けられる。 
1. 研究の独自性と影響 
2. 理論モデルへの批判（論評）、未来の成功への鍵 
3. この研究の過程で発生した検討すべき研究課題 
 
1. 研究の独自性と影響 
 研究の独自性は極めて優れている。意欲的で世界的視野を持つコンセプトである。 
 研究事務局の人員は充分ではない。 
 日本に限らず世界的に見ても、博物館学、来館者調査、科学教育の分野で比類のない

研究である。 
 様々な博物館資源を用いて運営されるピカリには以下の潜在力があると評価できる。 

a) 知識向上、人文系分野の理解促進 
b) 学芸員と多様な博物館利用者らの間での創造的な知識共有 
c) 学芸員と博物館利用者の批判的思考・理解を促進させるコミュニケーション 
d) 学際的な繋がりの前進と、生活を通したより多様な参加スタイル 
e) 地球市民のための批判的思考と行動の向上 

 
2. 理論モデルへの批判、未来の成功への鍵 
 地域社会と協力者 

地域コミュニティとのより密接な関係が必要である。研究代表者が研究全体の概観と

研究成果普及をする必要がある一方で、プロジェクトの特定の側面においては、研究

協力者らに地域レベルで有効に管理してもらうことを提案する。このプロジェクトを

良好に完了するために今最も必要なことは、研究協力者らの責任の範囲を広げること、

日本中の個々のチーム（研究協力者ら）に対して、明確に時間管理された具体的な目

標設定を示すことである。 
 

 PCALi（ピ☆カ☆リ）ウェブサイト 
一覧表的なフォーマットを持つ現在のウェブサイトは、より魅力的で幅拾い相互作用

を促進するものに変更すべきである。 
 

 評価方法 
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2014 年 12 月 20 日に開催された『キャリアカフェ』用の試験的評価方法を考える際の

議論に立会い、Personal and Social Meaning Mapping (PSMM)を採用することを提案

した。 
 

 専門用語 
人文系の分野で働く人やその分野に興味のある人にとっては、「科学」リテラシーとい

う単語を使うことは厄介である。 Visual literacy と科学リテラシーを包括する「ミュ

ージアムリテラシー」か「マルチリテラシー」という言葉を使うことを提案する。 
 

3. この研究の過程で発生した検討すべき研究課題 
 敷居と恐れ 

すべての種類の博物館において、異なる年齢や能力の利用者が学びや興味喚起に対し

て経験するバリアが、この研究で明らかにされ始めている。同時に、本プロジェクト

に参加する学芸員にとっての障壁もある。双方のケーススタディにアプローチするこ

とで、将来の研究にとって重要な部分が見えてくると推測する。 
 
動機付けと興味喚起 
本研究は、博物館利用者の本能的な動機を紐解いている。異なるタイプの博物館、異なる

タイプの利用者（例：５歳以下、カップル、独身者、高齢者）のケーススタディを調査す

ることで、将来の研究にとって重要な部分が見えてくると推測する。 
（翻訳・要約：松尾美佳） 
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第４章 第１節 

第６回研究会（平成 26 年度）の議論のまとめ 
 
 

水石明彦 
国立科学博物館 

 
 
 
 当会議では，３年間の本研究のまとめおよび残り２年の研究方針について統一見解をま

とめ，研究の具体的方向性を検討する議論を行った。 
 
日 時 平成 27 年 2 月 20 日（金）13:00-17:00 
場 所 国立科学博物館日本館 4 階 大会議室 
参加者（敬称略） 高安，北原，坂井，本間，奥山，緒方，北村，小川達，加藤，相田，

杉本，小川義，岩崎，庄中，松尾，柴田，水石，重道，仲村 
 
 
1 会議のミッション 
 今日の会議では，3 年間のまとめと今後に向けた議論がしたい。初期の目標では，次の

4 つをたててあるが，達成されているが議論したい。 
・博物館利用者の活用事例の集積と分析 
・利用者の科学リテラシーの変容 
・科学リテラシー向上に資する課題別・世代別・館種別の博物館活用モデルの確立 
・博物館活用モデルの提示による博物館の「世代別枠組み」の改善及び利用者の効果

的で多様な博物館活用の促進 
 課題として，次のようなものが浮かび上がってきている。 

・トピックス毎，利用者の世代別，博物館の館種毎の博物館利用モデルを確立すべき 
・一般市民の博物館利用促進のため，地域社会との連携が必要 
・本能的な好奇心に繋がった学習プログラムをデザインする必要がある 
・専門用語「科学リテラシー」を改める必要がある 
・科学リテラシーに関与する「個人の経験」と「学習」に起因するものは分離すべき 
・学習動機付けと興味の喚起を更に高める必要がある 
・自然科学系・人文系それぞれのギャップを基盤と組織で埋めるべき 
・本研究・システムの継続性を研究終了後も確保すべき 

 その対応として，科学リテラシー涵養体系の改訂が必要である。PCALi ユーザーには

世代によるいくつかの山があり，利用者の参加動機に基づいたタイプ毎の体系ができ

るといい。 
 地域毎のモデルが出てきており，そうなると科学リテラシーだけではカバーすること

ができない。そこで，例えばミュージアムリテラシーなど，汎用性の高いモデルが提

案できるといい。 
 各館へのシステム導入にあたり，知の専門家としての学芸員の能力とともに知のマネ

ージメント能力は必要である。さらに，博物館においても知の循環型社会におけるプ

ラットホームとしての機能，人と人，世代をつなぐ知のプラットホームとして機能し

ていく必要がある。 
 そのためにも残り 2 年間で地域毎の資源や課題を明らかにしていければよい。以上を

合わせて「博物館教育スタンダード」として提案していきたい。 
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2-1 進捗状況（研究企画班） 
 理科教育の方法論として，演繹法と帰納法のみだったところにこれからは課題解決型

が必要であると学校教育のみならず社会教育でも言われるようになった。博物館でも

知識伝達型，探求型のほかに課題解決型の方法をとる必要がある。 
 学校教育の動向と科学リテラシー涵養活動については，学習指導要領の変遷の中で課

題解決型学習や博物館利用の推進がうたわれるようになってきた。 
 科学系博物館の社会的機能には学術的価値と個人的価値，社会的価値がある。 
 これからの理科教育に関するフォーラムで，課題解決型，書斎科学と野外科学，実験

科学があり，それを行ったりきたりするのが科学の学習であることが示された。博物

館学習においてもこのような学習をしっかり位置づけながら開発実施する必要がある。 
 科学リテラシー涵養の枠組みが，科学系博物館が有効なプログラムを実施するために

はどのようなシステムを構築してプログラムを開発していったらよいか，ということ

が本来の本研究の目的であった。しかし，科学系だけではない協力館もある中でこの

まま進めるのは難しい状況があり，改訂する必要があるのではないか。 
 学習プログラムの開発から実施までをひとりの学芸員が全てやるのではなく，ファシ

リテータのような人が必要なのではないか。 
 科学系博物館における様々な学びのスタイルについては，研究がなされている。博物

館では長年の勘のみでこのようなスタイルを意識することなくおこなっている傾向が

あるが，これからはしっかり意識しておこなう必要がある。 
 今後の学習プログラム開発・実施にあたって，次のような提案をしたい。 

・館園の設置目的及び学習者のニーズに基づくテーマの設定 
・科学リテラシー涵養の枠組みを考慮した学習資源，学習方法の検討 
・学習者の学習場面における成果と一定時間を経過後の成果に関する配慮 
・プログラム開発マネージメントに関する配慮 
・プログラムを開発する職員の開発プロセスとキャリア形成の関する配慮 
・学習者の学習場面における成果と一定時間経過後の成果の検討 

 学習動機や学習形態に関するアンケートを実施し，それに基づいてお勧めのプログラ

ムを提案するようなことができるといい。 
 
2-2 進捗状況（システム班） 
 システムについては，構築した後にアンケートのフィージビリティ調査をもとに名称

を PCALi に変更し，システム機能の追加（スタンプ機能，メルマガ機能，成長がわか

る機能など）もおこなっている。 
 PCALi データベースサイト（本サイト）のほかに SNS（facebook）と公式ブログを立

ち上げ，そちらへもアクセスしてもらえるようにした。しかし，まだまだ会員数が足

りない。今度の改修で会員が持っているユーザー情報を寄せてもらい，SNS やブログ

に書かれた内容を分析できるようにする予定である。 
 著作権・プライバシーへの配慮をしながらおこなっており，著作権表示も追加した。 
 博物館に関心のある層へのアンケート結果によると，博物館イベント参加経験者と「考

える」の設問への肯定的回答者との間が有意であった。この関係が PCALi ユーザーに

も出るかを調査する必要がある。 
 現在の PCALi ユーザーには，世代別に 3 つに山がある。館種別で世代別をとると，異

なる傾向が見えてくる。 
 アンケートの垂直調査からは，データが少なく確かなことはまだいえないが，来館目

的が 4 つに分類できそうである。（「新体験・わくわく・楽しい」「じっくり・好きなだ

け・展示を見る」「お手ごろ価格・子どもの教育」「リフレッシュ・リラクゼーション」） 
 SNS（facebook）のいいね！のユーザー分布と本サイトの登録者分布を見ると，世代
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傾向が全く違う。アクセス元の都道府県，都市もわかる。ユーザーが増えていけば，

本サイト，SNS，公式ブログの 3 つのシステムを経由して PCALi 利用者がどう流れて

くるかは解析できる。 
 （著作権）TPP 交渉における著作権法改正の可能性や，文化庁による「自由利用マー

ク」見直し，クリエイティブコモンズのマークの世界標準化への動きなどに留意する

必要がある。仮に「自由利用マーク」がなくなったときに「博物館 OK」マークを生か

すことができるかどうか。東日本大震災のデジタルアーカイブの取り組みが始められ

ているが，その知見が大きな影響を与えることが推察される。それぞれの博物館の権

利に関する考え方が統一されないと，PCALi の情報を統一するということはなかなか

難しい。 
 
2-3 進捗状況（実施班） 
 東北  11 月 22 日の感謝イベントへの PCALi 登録者の参加は 30 名。PCALi システ

ムの利用者は決して多くはないが，リピーターが増えてきていてその会員との繋がり

ができてきている。新規入会者には電子メール等での情報提供をおこなっている。課

題としては，実施班では何をしてきたのか，システム利用で何がわかるのか，熱心な

利用者を何らかの形で取り込みたい。 
 北海道  北海道地区の協力館は 5 館。「科学リテラシー」という言葉へのアレルギー

が一部にあり，内部調整に手間取っている。PCALi ユーザーの登録者数は 268 名は地

区別でトップである。他地域で入会したユーザーが旭山動物園に来てくれた事例もあ

るし，他地域からの来館者が入会してくれたりもしている。ユーザーがその後どのよ

うな動きをしているかはわからないが，たとえ 1 割でも何かやってくれていればユー

ザーとしては十分な動きがあったと見てよいのではないか。 
 関東  千葉地区では，社会的テーマで課題解決型の外部連携，対話型にこだわった

トランス・サイエンス学習プログラムを実施し，事後評価もおこなっている。リスク

に関することを市民にどう伝えていくかについて，アメリカでも発表してきた。状況

はアメリカでも変わらないようである。 
茨城では毎週実施のサンデーサイエンスを PCALi イベントとして実施している。毎

週日曜日に午前午後と定員各 30 名なので，当日ぷらっと来た来館者にも参加してもら

えている。今年度 3 つの新規プログラムを開発実施したが，今後は登録者獲得に向け

て，広報の方法を工夫していこうと考えている。 
 関西  館の性質上年配の方の参加が多いが，PC が使えない方が多い。PCALi の入会

方法に工夫がいる。滋賀県の中での小さなネットワークづくりから始めて，新規の協

力館になってもらえそうである。連携館同士の住み分けの必要もある。祈念館でプラ

ネタリウムイベントを実施したところ，新たな層にも参加してもらえた。 
 九州  4 館で連携し，それぞれの館がタッグを組んで統一したテーマでのリレーワー

クショップを今年度から実施している。来年度はモニターの親子 15 組固定で，4 つの

プログラムを実施予定である。インタビューや行動分析もするつもりでいるが，いろ

いろな館が好きな子どもをつくりたいと思っている。 
 
3 自己評価と外部評価 
 一昨年の全体会議では，①入会してもらうためのインセンティブ，②学習プログラム

に参加してもらうためのインセンティブ，③オンラインアンケートに答えてもらうた

めのインセンティブ，がそれぞれ必要とのまとめになった。 
 昨年の全体会議では，入会者・学芸員・博物館それぞれの立場での PCALi 利用のメリ

ットについてワークショップを実施した。 
 日本科学教育学会での質疑からは，各地区で利用者向けのフレームワークを構築した

らどうかとの提案があった。 

- 311 -



基盤研究（Ｓ）知の循環型社会における対話型博物館生涯学習システムの構築 ４－（１）基盤研究（Ｓ）知の循環型社会における対話型博物館生涯学習システムの構築 
４－（１） 

310 
 

 Dr. David Anderson(Museum Education, University of Columbia)からは，本能的な

好奇心につんがった学習プログラムをデザインすべき，専門用語「科学リテラシー」

を見直すべき，科学リテラシーに影響を及ぼす原動力として参加者自身に起因するも

のとプログラムに起因するものをきちんと区別すべき，との意見が寄せられた。また，

協力館との関係をどう継続するか，新規協力館をどのように増やすかが成功の鍵であ

るとの意見も寄せられた。 
 Dr.Vivian Marion Golding(University of Leicester)からは，地域コミュニティとの密

接な関係が必要。このプロジェクトを良好に完了するためにもっとも必要なことは，

研究協力者らの責任の範囲を広げ，明確に時間管理された具体的な目標設定を示すこ

とであるとの意見が寄せられた。 
 
 
4 今後に向けての検討 
 このような場は，実施班にとっては他館がどのようなことをやっているのかを知る絶

好の機会である。研究企画班は文献研究を進めておりシステム班も利用者の使いやす

いものへと努力しているが，登録者数は 860，登録プログラムが 426 に留まっている。

目標を定めて，研究企画班の期待に応えられる学習プログラムの開発とデータの集約

が求められている。 
 旭山動物園では，プログラムの実施回数が多いこともあるが，イベント前の受付時に

未登録の参加者には資料を配布している。イベントの初めに PCALi について説明し，

終了後に「希望者にお残りください」と連絡をしている。対応は基本一人であるが，

旭山独自の登録用フォーム（カーボン紙使用）を用意している。プログラム実施会場

が電源なし，PC なしの環境である場合が多いので，アナログで対応している。また，

旭山のイベントは 1 時間が基本である。 
 美術館だと練習・導入・展開・振り返りをやっており，どうしても 3 時間必要になる。 
 他地区からの登録者については，地元に PCALi 参加館があることが入会の動機として

の一因としてあるかもしれない。 
 これから 1 年で入会者数を大きく確保することには無理がある。データを集めるなら，

フェイスブック等で集中的に広報すべきで，エリア（北海道，福島，東京，関西，福

岡）を絞って集中的に広報し，これはという会員に対面調査をおこなうのがよい。シ

ステムで拾うのが難しければヒアリングができるとよい。 
 評価には「質」と「量」の両方の尺度がある。例えば，歴史系博物館が科学リテラシ

ーをどう考えていくのかというのは「質」の問題である。例えば，「量」の面では外部

施設に出向いて実施という手もある。ある程度の「量」が必要なのであろう。 
 これからは地域割りをしていくことも必要であるし，ある程度の「量」を稼がなけれ

ばならないという点は共有できたのではないか。 
 
 PCALi ユーザーと学芸員の交流はある。ヘビーユーザーになってもらうと，学芸員と

のつながりができるのかもしれない。東北地区からもリピーターのユーザーとは繋が

りはできているとの報告がある。 
 他館のプログラム情報は刺激になる。協力館になっていることが，博物館が学習プロ

グラムをどうつくっていくのかを考える機会になっている。科学リテラシーやサイエ

ンスコミュニケーションが教育とどう違うのか。このプログラムでいうリテラシーと

は何かをもっと議論する必要がある。 
 ある調査では博物館でやる学習プログラムを教育普及活動だと思っていなかった学芸

員もいたようである。館の職員の意識は疎らであり，他の職員に配慮してプログラム

を実施しているかにも差がある。 
 この協力館グループは，学習プログラム集を持っているといえる。館同士がリンクし
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ていくことが大切である。博物館と社会とのリンクも必要である。 
 学芸員に向けにどのような研修が必要で，どのような力をつけてもらう必要があるの

か。外の人との関係性を自分たちでつくってコーディネートしていくための研修や，

必要性や館内の他の職員の理解を得るための研修などが必要なのではないか。PCALi
をどう使うかの本質は，何となく経験的にやっていたものを，ある目標を持って科学

リテラシーに基づいてつくってほしいということ。この部分を何のために，館のミッ

ションからどういう意味があるのかとかを考えてプログラムをつくってやってみると

いう事が重要である。 
 九州で講演をした University of Leicester の先生いわく。プログラムは端っこである。

日本ではプログラムが真ん中に座っているが，館のミッションや位置づけに基づいて，

地域の課題解決のためにどのようなプログラムが必要なのか考えなければいけない。 
 学芸員の研修モデルを来年度つくっていくということになる。この研究で何かを打ち

出せるといい。 
 PCALi 協力館になることも，学芸員の研修になっている。 
 地域で緩やかな連携を組むことで，仲間を増やしていくという取り組みも考えられる。 
 地域に根ざした資源・課題といったときの，「資源」と何なのか。ひとつはプログラム

になるかと思う。その先のことを考えると，連携という意味でプログラムをつくるた

めの素材に関するお互いの権利を共有する形で自由に使える素材データベースが必要

になる。権利を一定のところで共有することが始まらないとならない。素材の所有権

を主張するのか共有するのか，はっきりさせておいたほうがよい。共有するなら共有

しましょうという提案をしたほうがよい。博物館でかたまって，職務著作権という範

疇で考えたほうがよい。 
 今後，学芸員は著作権を学ばざるを得ない。
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第４章 第２節 

今後の方向性 

 

 

小川義和 

国立科学博物館 

 

 

 

１．はじめに 

 平成 24 年度から実施している本研究においては、博物館における知の循環システムを構

築するために「理論的研究」を進め、その学習プログラムを開発し実施してきた。研究が 3
年を経過し、これまでの成果と自己評価及び外部評価を踏まえ、中間評価を行い、今後の

研究の在り方を検討する。 
 当初考えられていた目標を研究計画書から抜粋すると以下の通りである。 
【Ａ】研究期間内に何をどこまで明らかにしようとするのか 
１）博物館利用者の活用事例の集積と分析 
２）利用者の科学リテラシー変容の把握 
３）科学リテラシー向上に資する課題別・世代別・館種別の博物館活用モデルの確立 
４）博物館活用モデルの提示による博物館の「世代別枠組み」の改善及び利用者の効果的

で多様な博物館活用の促進 
【Ｂ】当該分野における本研究の学術的な特色・独創的な点及び予想される結果と意義 
１）利用者の視点から学習プログラムの体系化を図り、活用モデルを提案する 
２）科学リテラシーの社会への定着を実証的に示し、学術的な知見を提起する 
３）他の地域の博物館の教育事業等に対し有益な指針を示す 
４）知の循環型社会を担うプラットフォームとしての博物館の新たな社会的機能を提案 
＊共有データベースにおける個人情報、著作権の取り扱い方を考慮する。 

 

２．課題とその対応 

 すでに上記で述べているように研究及び各館へのシステム導入の各段階，各年度末の研

究会（第 2 回研究会と第 4 回研究会）において自己評価、平成 26 年度の日本科学教育学会

第 38 回年会における公開研究会(中間評価)及び有識者による外部評価を行っている。その

中でも特に課題を列記する。 
・トピックス毎、利用者の世代毎、博物館の館種毎の博物館利用モデルを確立すべき 
・一般市民の博物館利用の促進のため「地域社会との連携」が必要 
・本能的な好奇心に繋がった学習プログラムをデザインする 
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・専門用語「科学リテラシー」を改める必要がある 
・科学リテラシーに関与する「個人の経験」と「学習」に起因するものは分離すべき 
・学習動機付けと興味の喚起をさらに高める必要がある 
・自然科学系・人文系それぞれを基盤と組織がそのギャップを埋めるべきである 
・本研究・システムの継続性を研究終了後も確保すべきである 
これらの課題を解決するために、「科学リテラシー涵養のための枠組みの改訂」「科学リテ

ラシー涵養体系の再構築～ミュージアムリテラシー（仮称）涵養体系の提案」「システムの

実装化における博物館マネージメントの改善」を今後の研究の中で行うようにしたい。 
 
３．今後の方向性 

（１）科学リテラシー涵養体系の改訂（図４の①） 
 本研究においては、「科学リテラシー涵養活動」を通して「知の循環社会」を実現すべく

「世代別の博物館における学習プログラム」との関係性を調査研究するものである。その

ため、今回の評価等で明らかになった点を考慮し、「科学リテラシー涵養体系」については、

研究計画通り、利用者の視点からの「科学リテラシー涵養体系」に改善・改定する。この

体系は主に利用者の学習動機というべき、博物館学習プログラムへの参加の意識を探るも

のである。 
 この体系の改訂のためには、初期の目標である，【Ａ】の 1)博物館利用者の活用事例の集

積と分析、2)利用者の科学リテラシー変容の把握、3)科学リテラシー向上に資する課題別・

世代別・館種別の博物館活用モデルの確立、4)博物館活用モデルの提示による博物館の「世

代別枠組み」の改善及び利用者の効果的で多様な博物館活用の促進。のうち、1)博物館利用

者の活用事例の集積と分析、3)課題別・世代別・館種別の博物館活用モデルの確立によって、

4)博物館活用モデルの提示による博物館の「科学リテラシー涵養体系」の改善を図り、活用

モデルを提案するが可能となる。 
 そのイメージを表１と表２に示す。学習プログラムの参加動機を縦軸にして、横軸に世

代をとり、各欄に開発した学習プログラムを位置づけていく。現在のアンケート結果から

は以下の 4 タイプの可能性が示唆されている。今後データ数を増やし、精査し、より信頼

性の高いタイプを見出していく必要がある。 
これには学習動機調査票（参考）も重要な視点を与えてくれるであろう。 
 

表１ 人々が博物館学習活動に参加する「動機」ごとに適切な学習プログラムを整理する 

動 機 世代１ 世代２ 世代３ 世代４ 世代５ 
新体験・新知識・わくわく・新視野      
じっくり好きなだけ展示を見る      
子どもの教育      
リフレッシュ，気分転換，ﾘﾗｸｾﾞｰｼｮﾝ      
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（２）科学リテラシー涵養体系の再構築～ミュージアムリテラシー（仮称）涵養体系の提

案～（図４の②） 

科学系博物館が中心となった科学リテラシー涵養体系であるため、科学または科学技術

の理解や考え方を扱うことが多く、本研究において美術館・歴史系博物館・郷土系博物館

が参画するに当たり、この体系に関する違和感や利用方法への疑問なども自己評価で明ら

かになっている。例えば、科学リテラシー涵養体系の科学的な考え方や社会の状況に適切

に対応する能力の涵養には、科学系博物館ではサイエンスコミュニケーションに代表され

る対話型教育が有効とされるが、美術館では、対話型鑑賞教育（VTS：Visual Thinking 

Strategy）が重要となってくる。他にも動物園や水族館では ESD を代表とする環境教育の

手法や考え方が導入されている。以上のように館種によって異なる領域と異なる手法があ

り、これらを「科学リテラシー涵養体系」に当てはめる不自然さがある。 

また、外部評価において Anderson 氏は、利用者・学芸員・博物館サイドに科学リテラシ

ーという言葉の壁や抵抗感があるのではないかという課題を指摘しており、より親しみや

すいまたは汎用性のあるリテラシー涵養体系の必要性が求められている。Golding 氏からは、

文化的なリテラシー と科学リテラシーを包括する Museum Literacy や Multi Literacy を

提案している。この課題は研究計画当初には想定していなかったことであるが、この問い

を探究することは、本システムが実装段階において異なる館種に導入する意義や導入のし

やすさ、汎用性を促すことになる。美術館・歴史系博物館は単独での導入ではなく、科学

系博物館との連携の中で導入した。 

具体的には九州地区においては、総合博物館・美術館・水族館などの連携した学習プロ

グラムを開発し、実施した。関西地区では 26 年度途中新たに歴史系博物館と郷土博物館の

学習の動機・目的

科学リテラシー
涵養活動の目標

感性の涵養
・観察、見学会
・読み聞かせ
・グループ活動

△科学的事実と情報を知る活動
△学問領域（物理科学，生命科学，地球科学）の内容

を，それ自身のために学習する活動△科学的事実と情

報を知る活動
△学問領域（物理科学，生命科学，地球科学）の内容

を，それ自身のために学習する活動

○テーマについて探究，技術，個人的・社会的点から見

た科学，科学の歴史と本質という文脈の中で学習する活
動

○科学の内容のあらゆる側面を統合する活動
○科学概念を理解し，探究の能力を育成する活動

子どもの科学リテラシー涵養のための学習を

通じて科学の有用性や科学リテラシーの必要

性への意識を高める。博物館の展示や資料に

触れ，面白いと感じる。 科学および科学に関連

する分野に対して，持続的でより豊かな情報に

裏打ちされた好奇心と興味を示す。

科学に対する楽しい体験や博物館
の展示や資料に触れ，面白いと感
じる。

知識の習得・概念の理解
わかる，できることを実感し，
達成感を得る。

△科学知識と科学のプロセスを分離する活動
△科学の多くの題材をカバーする活動

△ひとまとまりのプロセスとして探求を実践する活動
△科学の内容を示したり，確認するための活動

△一授業時間に限定された研究活動

△内容から離れたプロセススキルを習得する活動
△観察や推論といった個々のプロセススキルを習得す

る活動
△一つの正しい答えをえる活動

○少ない数の基本的科学概念を学習する活動
○教授方略として，また能力，学ぶべきアイディアとして

探究を実践する活動

○科学の問いについて調べ，分析する活動
○何時間かにわたる継続的探究活動

○文脈に依存したプロセススキルを習得する活動
○操作的，認知的，手続的といった複数のプロセススキ

ルを使用する活動

子どもの科学リテラシー涵養のた
めの学習を通じて一緒に知識を身
につける。 生活や社会に関わる科
学的知識に対する理解を深める。

生活や社会に関わる科学的知識
に対する理解を深める。 自身の趣
味・教養など個々の興味・関心に
応じて科学的知識を身につける。

科学的な見方・考え方（ス
キル，実践力，科学的な態
度，判断力，創造性）の育
成

興味・関心を持った事象を取り
入れて活動する。

△探索と実験としての科学を実践する活動

△科学の内容に関する問いへの答えを提供する活動
△個人やグループは，ある結論に固執する活動なくデー

タを分析し総合する活動

△多量な内容を扱う時間を確保する講座活動
△実験の結論を効率よく探求する確認実験活動

○説明を考え出し，修正するために証拠や方略を用いる

活動
○議論と説明としての科学的活動

○科学の説明について共有する活動
○グループの参加者が，データを分析し，総合して結論

を得る活動

○理解と能力を高め，探究の価値と科学の内容の知識
を高めるために，より多くの研究を行う

多くの不確実な情報の中から科学的な知

識に基づいて判断し，行動する。 学んだこ
とを総合力として生かし，生活及び社会上

の課題解決のために適切に判断する。

学んだことを総合力として生かし，生活及

び社会上の課題解決のために適切に判断
する。 学んだ成果を，自身の趣味・教養に

生かす。

社会の状況に適切に対応
する能力（表現力，コミュニ
ケーション能力，活用能力）
の育成

興味・関心を持った事象を利用
してまわりの人と一緒に活動す
る。

△素材と装置等を管理する活動
△参加者は自分のアイディアと結論を指導者と個人的

に共有する活動

○実験の結果を，科学的議論や説明に応用する活動
○アイディアと情報の管理を行う活動

○自分のアイディアと行った活動を参加者と共有する活
動

社会との関わりをふまえ，学んだことを
表現し，人に伝える。 地域の課題を見
出し，その解決に向けてよりよい方向性
を見いだす。

地域の課題を見出し，その解決に向け
てよりよい方向性を見いだす。 自身の
持っている知識・能力を，社会の状況に
応じて適切に効果的に次の世代へと伝
える。

地域･社会的な活動の動機

別案表２　科学系博物館における「科学技術リテラシー涵養活動」の目的と参加の動機

個人の興味･関心 テーマまたは分野への興味･関心 学術的な興味･関心 家族･友人等の共通関心

表２　科学系博物館における「科学技術リテラシー涵養活動」の目的と参加の動機
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職員が研究協力者として加わり、自然史系博物館・歴史博物館・郷土博物館の連携の中で

システムの導入を試みている。北海道地区でも 26 年度に帯広市の動物園・歴史系総合博物

館の職員が研究協力者として加わり、歴史的資料に記載されている動物を動物園で実際に

観察し、確認することで、歴史的観点と科学的観察を組み合わせ、美術的な行動につなげ

る学習プログラムを企画している。旭山動物園・国立科学博物館では、他者に説明をする

美術館の鑑賞教育の手法等を活用し、利用者自らが情報発信し、博物館職員及び他の利用

者との対話を促す学習プログラムを開発し、実施した。科学系博物館の展示の解釈を自由

に行うことで、文科系を志向するモニターに参加を促すことができた。 

このように「社会的課題を扱った学習プログラム（関東モデル、東北地区モデル）、文理

融合型の連携プログラム（九州モデル、帯広モデル）、鑑賞教育の手法を科学系博物館に導

入した情報発信プログラム（旭山・科博モデル）など、本研究の革新的な萌芽が見られた。

これらの研究成果は、国際学会で発表し、高い評価を受けている。 

そこで「科学リテラシー涵養体系」の美術・歴史系博物館への適用を踏まえ、より汎用

性のある「科学リテラシー涵養体系」への再構築（「ミュージアムリテラシー涵養体系」（仮

称））が必要であることが明確になった。今後の 2年間で検証し、提案することとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 本研究で扱う領域 

 

この体系の提案のためには、初期の目標である。1)博物館利用者の活用事例の集積と分

析、2)利用者の科学リテラシー変容の把握、3)科学リテラシー向上に資する課題別・世代

別・館種別の博物館活用モデルの確立、4)博物館活用モデルの提示による博物館の「世代

別枠組み」の改善及び利用者の効果的で多様な博物館活用の促進。のうち、2)利用者の科

学リテラシー変容の把握、3)科学リテラシー向上に資する課題別・世代別・館種別の博物

館活用モデルの確立、というエビデンスを持って可能となる。 

対話型科学教育 

(Science Communication) 

対話型鑑賞教育 

（Visual Thinking Strategies) 

対話型博物館教育 
（Museum Communication) 
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検討すべき領域として図１がある。領域別の整理が必要である。また、各領域別の館種

を踏まえた「ミュージアムリテラシー（仮称）」涵養体系」のイメージを表３，４に示す。 

 

学習動機
感動や発見体験（感性の涵養）

体系的知識・技術の習得
（知識・技術の習得、概念の理解）

探究的学習体験
（科学・社会的な考え方の育成）

拡張的動活動
（社会の状況に対応する能力育成）

学習領域

自然・環境関連

地域・生活関連

（水族館、植物園、自
然史系博物館）

（科学館・郷土博物
館）

（理工系博物館）

観察・実験・工作

参加体験・探究活動

（子ども博物館、工芸
館、科学系博物館）

表３　博物館等における「ミュージアム・リテラシー涵養活動」のイメージ

（歴史博物館・美術
館、科学系博物館）

芸術・社会活動
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表４ 科学館・博物館等における「科学・社会リテラシー涵養活動」の学習動機と学習領域 
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（３）システムの実装化における博物館マネージメントの改善（図４の③） 

各館へのシステム導入の各段階で、各年度末の研究会（第 2 回研究会と第 4 回研究会）

において自己評価、平成 26 年度の日本科学教育学会第 38 回年会における公開研究会（中

間評価）及び有識者による外部評価を行っている。特に権利関係処理の課題、学芸員の資

質・意識の課題とそのための学芸員研修の導入、博物館ミッションとの本システムの導入

のための研修会のあり方、地域社会の課題に応える博物館機能の在り方（図２）、など技術

的・経営的課題がある。これらを整理して提言する。 

例えば社会的課題を扱う学習プログラムを開発し、実施する（関東モデル、東北地区モ

デル）ためには、学芸員が地域の専門家と連絡を取り、地域住民のニーズを探り、テーマ

や学習内容、学習方法、時間など教育活動をデザインする能力が重要となってくる。知の

専門家としての学芸員の能力とともに知のマネージメント能力が必要である。このような

コーディネート能力のあり方やその養成の方法などを確立し、提示する必要がある（例え

ば、第２章第２節項目６の図１「ミュージアムファシリテータの役割」などが想定できる）。 

博物館においても同様で、知の循環型社会におけるプラットフォームとして機能してい

く必要がある。地域の課題に対し、知恵を出し合い、解決していく。地域にある知を掘り

起こし、知を創造し、知を共有し、継承し、発信していく活動が重要である。博物館は人々

ともに知を創造し、共有し、次世代に継承してく必要がある。この機能は、人と人、世代

をつなぐ知のプラットフォーム（知産知継モデル）である。博物館を含め教育機関、研究

機関（科学コミュニティ）、企業、NPO などが対話を通じて、協働して課題に取り組むこと

で未来への展望が見えてくる（図３）。 

 

図２ 本研究の成果と学芸員・博物館機能の在り方（第２章第２節項目７参照） 
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図３ 地域に根ざした「知産知承モデル」（小川,2013） 

 

（４）博物館教育スタンダード（仮称）の提案（図４） 

以上の 3点の成果を持って、研究計画書の当初の目標である【Ｂ】3）本研究は世代別や

興味・関心別に博物館を活用した対話型の生涯学習システムを提案でき、他の地域の博物

館の教育事業等に対し有益な指針を示すことができる。4）地域の課題解決のための科学コ

ミュニケーションを主体的に担う人材の研修・育成を通じて、知の循環型社会を担うプラ

ットフォームとしての博物館の新たな社会的機能を提案できる。と考える。 

以上の、利用者の動機から見た枠組みとミュージアムリテラシーの枠組みの２つの枠組

みは、利用者が博物館の教育活動に参加する入口（動機 Motivation）と教育活動に参加し

た結果、「利用者がどうなるか」または「利用者にどうなってもらいたいか」という出口（目

標 Purpose）の関係にある。本研究は、さらにこの考え方を博物館経営に取り入れ、学芸員

の成長、資質能力の向上、博物館の成長を促す博物館マネージメント改善をセットにして

「博物館教育スタンダード（仮称）」として内外に示すことを目標とする。これは日本の博

物館教育におけるモデルとなり国際的に日本から博物館教育モデルとして発信することが

できると考える。 
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参考資料＜学習動機調査表(案)＞ 

重視度 希望・関心の程度（活動の内容） 希望・関心の程度（作業の種類） 希望・関心の程度（報酬・経費)

項目名 重視度 活動の内容
希望・

興味
作業の種類

希望・

興味
報酬・経費

希望・

興味

活動の内容 3 保健・医療・福祉の増進 屋内の作業 ある程度の報酬は出してほしい 4

作業の種類 2 生涯学習や社会教育の推進 屋外の作業 教材・材料費は出してほしい

活動場所 3 まちづくりの推進 体力を使う作業 2 弁当代・交通費は出してほしい

活動時間 2 学術、文化、芸術、スポーツの振興 知識・技術を使う作業

報酬・経費 2 環境の保全 立ち仕事

将来の展望 2 災害救援 体を動かす作業 希望・関心の程度（将来の展望）

活動形態 2 地域安全 簡単な作業

人権の擁護または平和の推進 一人で行う作業 将来の展望
希望・
興味

国際協力 単純作業 プロになりたい 3

男女共同参画社会の形成の促進 変化のある仕事 セミプロになりたい

子どもの健全育成 対人関係の多い仕事 ボランティア的に活動したい

情報化社会の発展 守る・見守る

科学技術の振興 送る・運ぶ

経済活動の活性化 作る・育てる・とる 希望・関心の程度（活動形態）

職業能力の開発、雇用機会の拡充支援 直す・治す・相談にのる

消費者の保護 使う・操る 活動形態
希望・

興味
ボランティア活動や地域活動など社会的活動を行う団体の運営

又は活動に関する連絡、助言又は援助
まとめる・整える・分ける・取り除く 個人で

その他（※） 受ける・与える 家族と

動物 考える・調べる 友人・知人と 3

植物 話す・伝える・教える 法人・グループ・サークル・団体で

海・河川・水 飾る その他（※）

山・森林・土 着せる こだわらない

空・空気 創作する・表現する

天気 競う・ゲームをする

街 見る・聞く

自治体、地域社会 その他（※）

衣服・靴・アクセサリー  これまでに得た免許、資格を生かせる活動（※）

食べ物・飲み物 免許・資格がなくても始められる活動

住宅・家具・建造物・庭 免許・資格取得につながる活動（※）

コンピュータ・家電・機械

乗り物 希望・関心の程度（活動場所）

本・印刷物 活動場所
希望・
興味

楽器 国内

その他（※） 国外

文章・出版・ジャーナリズム 自宅 4

法律 地元

経済・金融 地元周辺

教育・学習 その他の地域・場所（※）

福祉 地域・場所にこだわらない

生命・医療

芸術・工芸・デザイン 希望・関心の程度(活動時間)

音楽・演劇・映像・芸能 活動時間
希望・

興味

スポーツ・体育 早朝 2

情報・通信 午前中

機械 午後

電気 夜

金属 （　　）時～（　　）時（※）

化学製品・焼き物 いつでもよい

建築・設計・土木 平日

農林水産・食品 土曜

商業・サービス 日曜

家庭 祝日

宗教 特定の曜日（※）

趣味・レジャー いつでもよい

学問・研究 長期休暇中（夏休みなど）

ライフライン（電気・ガス・水） 有給休暇中

心・身体 ボランティア休暇中

交通 特定の期間（※）

治安 いつでもよい

伝統文化 週に1回

冠婚葬祭 週に2～3回

政治・行政 週に4回以上

日本 年に数回

外国 時間があるときだけ

国際関係 集中的

その他（※） 4 定期的

1回で終わる活動

続けて行う活動

名前：

回答日：2007/11/10

表3-3　学習動機や学習形態に関する調査（お勧めプログラムアンケート）
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2014 Conference， UBC Vancouver， July 12-15， 2014 

小川義和：博物館には学習資源がいっぱい～学校利用の促進を考える～，第 53 回北海道博

物館大会（旭川市大雪クリスタルホール），2014 

小川義和：博学連携は何のために～これからの社会を生き抜く知恵～，埼玉県教育センタ

ー所員研修会，埼玉県教育センター，2014  

小川義和：国立科学博物館におけるサイエンスコミュニケーション，知の市場，お茶の水

女子大学，2013 

小川義和：教育現場における効果的な博物館の利用法～博学連携は何のために～，教員の

ための博物館の日 in 静岡，静岡科学館，2013 

小川義和：学校教育で博物館を活用する意義～博学連携は何のために～，教員のための博

物館の日 in ひとはく，兵庫県立人と自然の博物館，2013 

小川義和：学校教育で博物館を活用する意義～博学連携は何のために～，教員のための博

物館の日 in サヒメル，島根県立三瓶自然館，2013  

小川義和：博物館という教育資源の活かし方～博学連携を促すために～，教員のための博

物館の日 in 札幌，北海道開拓の村，2013  

小川義和：学校と博物館の連携の意義と可能性，日本理科教育学会第 63 回全国大会特別シ

ンポジウム，北海道大学，2013 

小川義和：博学連携は何のために，教員のための博物館の日 in 宮崎，宮崎科学技術館，2013  
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勝，帯広百年記念館，2013  
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小川義和：科学系博物館におけるサイエンスコミュニケーション，埼玉大学 CST 科学コミ

ュニケーション講座，埼玉大学，2013  

小川義和：科学系博物館における科学リテラシーを育成する教育活動の現状と課題～科学

リテラシー涵養活動とＷ型問題解決モデルから見た傾向分析～，子供の科学的リテ

ラシーを育成する教育システムの開発に関する実践的研究会，東京大学，2013  

小川義和：知の循環型社会における対話型博物館の提案，日本ミュージアムマネージメン

ト学会第 18 回大会シンポジウム，東京家政学院大学，2013 

小川義和：ミュージアムリテラシーの議論は何をもたらしたか，公益財団法人かながわ国
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小川義和：博学連携は何ために‐社会とつながる教育を目指して‐，博物館の教育普及に

関する講演，静岡県庁，2013 

小川義和：これからの社会を生き抜く知恵‐サイエンスコミュニケーションと科学リテラ
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－，東海大学環境教育論「次世代リーダーの環境実践」－環境学習施設での環境教

育－，東海大学，2013 

小川義和：国立科学博物館サイエンスコミュニケータ養成実践講座について，科研費挑戦

的萌芽研究（北原和夫代表）「科学コミュニケーション学構築に向けた調査研究」研
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小川義和：学習指導要領改訂の趣旨‐社会とつながる理科教育，平成 24 年度中・高等学校

理科教育生物講座，島根県教育センター，2012  

小川義和：国立科学博物館におけるサイエンスコミュニケーション，知の市場，お茶の水

女子大学，2012  

小川義和：社会における科学の文化的価値を高める指導者の養成～博物館／サイエンスコ

ミュニケーションの立場から～，第 36 回日本科学教育学会年会シンポジウム，東京

理科大学，2012 

小川義和：これからの社会を生き抜く知恵 サイエンスコミュニケーションと科学リテラ
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Educators’Conference 2013，Fukuoka，Japan，2013 

Mika Matsuo，Yoshikazu Ogawa，Motoko Shonaka-Harada：Circulating Knowledge of 
Humanities and Sciences Museums through Communication between Public and 
Curators， Azian Zoo Educators’Conference 2013 , Fukuoka，MARINE WORLD 
umino-nakamichi)，2013 

Miho Tsuchiya，Yoshikazu Ogawa， Hiroyuki Arita-Kikutani：Understanding and 
Sharing Educational Programs at Science Museums According to a Continuous 
Educational Program Framework to Foster Science Literacy，  ICOM-CECA 
Asia-Pacific Regional Meeting, Chiba， National Museum of Japanese History，
2012 

Yoshikazu Ogawa，Hiroyuki Arita-Kikutani，Saori Nakai，Kumiko Sato：Implementation 
and issues of science communicator training program in collaboration with 
universities and museums， Public Communication of Science and Technology 
12th Conference，Florence，Italy，2012 

小川達也，林浩二：市民と科学技術を共に考える博物館に向けて，平成 26 年度全国科学博

物館協議会第 22 回研究発表大会，札幌市青少年科学館，2015 

小川達也，黒木彩香：改めて，サイエンスコミュニケーションとは，第３回日本サイエン

スコミュニケーション協会年会，東京大学，2014  

林 浩二：博物館は Heritage（遺産）を扱う機関である，日本環境教育学会第 25 回大会，

法政大学，2014 

坂倉真衣，三島美佐子，津嘉山絵美，黒岩亜梨香：見つけて，名前を付けて！草花で標本
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石けんをつくろう！—子どもの感性を重視した学習プログラムの開発と実践—，日本

理科教育学会第 64 回愛媛大会，愛媛大学，2014 

小川義和：知の循環型社会における対話型博物館機能の提案，第 38 回日本科学教育学会年

会埼玉大学，2014 

小川義和，五島政一：科学系博物館と学校との連携による科学的な思考習慣を育成する方

略 ～科学リテラシー涵養活動とＷ型問題解決モデルの観点から～，第 38 回日本科

学教育学会年会，埼玉大学，2014 

奥山英登：北海道における「科学リテラシーパスポートβ」の成果と課題主に旭山動物園

における事例から，第 38 回日本科学教育学会年会，埼玉大学，2014 

坂倉真衣，三島美佐子，緒方泉，他 3 名：〈科学リテラシーパスポートβ〉を用いることに

よる利用者の気付きの変容〜九州地区のワークショップ実践事例をもとに〜，第 38
回日本科学教育学会年会，埼玉大学，2014 

芦谷美奈子，北村美香：関西地区（滋賀県）における「科学リテラシーパスポートβ」の

実践と考察，第 38 回日本科学教育学会年会，埼玉大学，2014 

岡田努，池上雅：東北地区における「科学リテラシーパスポートβ」導入に関する現状と

課題，第 38 回日本科学教育学会年会，埼玉大学，2014 

田代英俊：博物館同士がワークショップを連携して実施した場合の参加者に対する効果に

ついて，第 38 回日本科学教育学会年会，埼玉大学，2014 

緒方泉：学芸員の学習ニーズに応えた研修プログラムの開発と効果評価，全日本博物館学

会，2014 

庄中雅子，松尾美佳，鈴木和博，小川義和：インターネットを用いた，博物館および科学・

社会への興味関与度に対する意識調査，日本ミュージアム・マネージメント学会第

19 回大会，東京家政学院大学，2014 

緒方泉：新学芸員養成課程に対応するユニバーシティ・ミュージアムの実態調査研究１，

日本ミュージアム・マネージメント学会，2014 

池村淳，青木至，岩崎誠司，小川義和，土屋美穂，渡邊千秋：「教員のための博物館の日」

を契機とした地域の教育資源の再構築と全国的なネットワークへの発展，全国科学

博物館協議会第 21 回研究発表大会，北九州市立自然史・歴史博物館，2014  
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平田大二・五島政一：展示室をフィールドとした双方向型地球史連続講座の実践とＷ型問

題解決モデルによる分析，平成 26 年度全国地学教育研究大会・日本地学教育学会第

68 回全国大会北海道大会，酪農学園大学，2014 

平田大二・五島政一：博物館の常設展示を活用した地球史連続講座の試み－地学リテラシ

ー涵養ための学習プログラムの展開，日本地質学会第 121 回学術大会，鹿児島大学，

2014 

平田大二：連続講座「地球史 46 億年ものがたり」－常設展示室を活用した地球史学習プロ

グラムの開発－，日本地質学会第 120 回学術大会，東北大学，2013 

岡田努：原発事故後の放射能汚染対策と福島県の放射線教育に関する一考察，日本科学教

育学会平成 25 年度研究会，岩手大学，2013  

岡田努：福島県の小中学校における「放射線教育」の動向と特徴，日本理科教育学会東北

支部大会，岩手大学，2013  

小川義和：科学リテラシー涵養活動の目標観点の検討－個人の自立と社会における協働を

通じた価値創造を目指して－，日本科学教育学会年会第 37 回年会，三重大学，2013 

小川義和：博物館と利用者をつなぐ対話型データベースの構築，全日本博物館学会第 39 回

研究大会，明治大学，2013 

岡田努：科学に親しむ場を広げる－図書館，大学，科学館の連携「科学館。大学からのア

クション」－， NPO 法人ガリレオ工房第 11 回理科読シンポジウム，東京大学，2013  

松尾美佳，庄中雅子，小川義和，本間浩一：知の循環型社会における対話型博物館生涯学

習システムの構築に関する基礎的研究，日本ミュージアム・マネージメント学会第

18 回大会会員研究発表，東京家政学院大学，2013 

緒方泉：VTS 鑑賞法を用いた織田廣喜作品の読み解き方，織田廣喜美術館美術講座，嘉麻

市立織田廣喜美術館，2013  

緒方泉：大学美術館のアウトリーチ活動は市民そして大学生を育てる， ICOM-CECA アジ

ア太平洋地区研究集会，国立歴史民俗博物館，2012  

井上透：検索エンジンのヒット数に見る博物館デジタルアーカイブの効果，日本教育情報

学会デジタルアーカイブ部門研究報告会，岐阜女子大学，2012  

小川義和：科学系博物館の科学リテラシー涵養に資する学習プログラムの集積と共有，平
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成 23 年度日本科学教育学会第 36 回年会，東京理科大学，2012 

井上透：博物館のデジタル・アーカイブ活用，日本教育情報学会第 28 回年会，聖徳大学，

2012  

小川義和：科学系博物館における教員研修・要請の現状と課題(3)教員のミュージアムリテ

ラシー向上のために，日本理科教育学会第 62 回全国大会，鹿児島大学，2012  

小川義和：社会のためのミュージアム-心に残る新たな表現-，日本ミュージアム・マネージ

メント学会第 17 回大会シンポジウム，東京家政学院大学，2012  
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 岩 崎 誠 司  国立科学博物館 事業推進部 学習企画・調整課 専門員
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 Mr. Agung Dini         Taman Pintar Science Park, Yogyakarta, 

INDONESIA 
 土 屋 実 穂 （平成24・25年度） 国立科学博物館 学習企画・調整課 
 田 中 邦 典 （平成24年度） 国立科学博物館 学習企画・調整課 
 鈴 木 典 秋 （平成25年度） 郡山市ふれあい科学館 学芸員 
 八木沼 智恵子 （平成25・26年度） ムシテックワールド 常務理事 
 池 上   雅 （平成25・26年度） ムシテックワールド 事業課長 
 塩 澤 仁 行 （平成25・26年度） ムシテックワールド 事業グループ長 
 赤 羽 岳 彦 （平成25年度） ミュージアムパーク茨城県自然博物館 教育課 副主任

学芸主事 
 三 宅 基 裕 （平成25・26年度） 海の中道海洋生態科学館 マリンワールド海の中道

学習交流課長 
 高 尾 戸 美 （平成25・26年度） マーブルワークショップ 
 鈴 木 和 博 （平成25・26年度） 文化環境研究所 
 秋 田 博 文 （平成25年度） 千葉市科学館 事務局長 
 小 川 達 也 （平成25・26年度） 千葉市科学館 教育普及企画戦略担当 
 松 尾   知 （平成25・26年度） 千葉市科学館 ボランティア活動推進チームリーダー 
 加 藤 太 一 （平成25・26年度） ミュージアムパーク茨城県自然博物館 教育課 学芸員

 伊 藤 達 矢 （平成25・26年度） 東京藝術大学 芸術学部 特任助教 
 稲 庭 彩和子 （平成25・26年度） 東京都美術館 アート・コミュニケーション担当係長 
 柴 田 知 宏 （平成25・26年度） 国立科学博物館 学習企画・調整課 ボランティア活動・

人材育成推進室長 
 神 島 智 美 （平成25・26年度） 国立科学博物館 学習企画・調整課 
 山 﨑   崇 （平成25年度） 国立科学博物館 学習企画・調整課 
 丸 山 宗 利 （平成26年度） 九州大学総合研究博物館 助教 
 福 原 美恵子 （平成26年度） 九州大学総合研究博物館 支援研究員 
 徳 田 嘉 治 （平成26年度） 東近江市歴史文化振興課博物館担当 
 杉 浦 隆 支 （平成26年度） 能登川博物館 副主幹 
 上 平 千 恵 （平成26年度） 東近江市近江商人博物館 学芸員 
 木 村 芽 子 （平成26年度） 東近江市近江商人博物館 
 角 川 咲 江 （平成26年度） 西堀榮三郎記念探検の殿堂 副主幹 
 武 藤 恭 子 （平成26年度） 西堀榮三郎記念探検の殿堂 
 鳥 居 勝 久 （平成26年度） 世界凧博物館東近江大凧会館 副館長・学芸員 
 杉 本 加奈子 （平成26年度） おびひろ動物園 主任 
 入 交 利 都 （平成26年度） おびひろ動物園 学芸員 
 伊 藤 彩 子 （平成26年度） 帯広百年記念館 学芸員 
 大和田   努 （平成26年度） 帯広百年記念館 学芸員 
 相 田 裕 介 （平成26年度） ミュージアムパーク茨城県自然博物館 教育課 副主任

学芸主事 
 久 保 晃 一 （平成26年度） 国立科学博物館 学習企画・調整課 
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 丸 山 瑛 奈 （平成26年度） 国立科学博物館 学習企画・調整課 
 水 石 明 彦 （平成26年度） 国立科学博物館 学習企画・調整課 
 重 道 浩 二 （平成26年度） 国立科学博物館 学習企画・調整課 
 仲 村 真理子 （平成26年度） 国立科学博物館 学習企画・調整課 

支援研究員   

 庄 中 雅 子  国立科学博物館 学習企画・調整課 
 松 尾 美 佳  国立科学博物館 学習企画・調整課 
 
 
 

【研究経費】 
平成24年度   直接経費 25,200千円  間接経費 7,560千円 
平成25年度   直接経費 23,200千円  間接経費 6,960千円 
平成26年度   直接経費 15,800千円  間接経費 4,740千円 
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2 
 

 

オンラインアンケート（全７パターン） 

 
 
第２章 第２節 項目８ 学習プログラムの開発と評価に関する研究 の中で述べたとお

り、本研究で開発された PCALi（ピ☆カ☆リ）のシステム上では、会員を対象としたオンラ

インアンケートが実施されている。各学習プログラムの参加直後の会員を対象に実施する

水平アンケートは、学習プログラムそのものの評価を目的として設計された。一方、全会

員を対象に定期的に実施する垂直アンケートは、学習者の科学リテラシーの中長期的な変

容評価を目的として設計されてた。対象とする世代別に作成された水平・垂直それぞれの

アンケート全７パターンをここに記載する。 
 

 

世代別アンケート 

 
  

19歳以下 20歳以上

① ③

言葉 ひらがな やさしい

属性(問３) 理科は好きか等 理科は好きか等

リテラシー
クラスタ

× ×

変容(問６)
幼～小Ver.
（全４項目）

小～中Ver.
（全８項目）

② ④ ⑥

言葉 ひらがな やさしい 普通

属性(問４) 理科は好きか等 理科は好きか等 理科は好きか等

リテラシー
クラスタ

× × ×

変容(問６)
幼～小Ver.
（全４項目）

小～中Ver.
（全８項目）

高等以上Ｖer.
（全１６項目）

水平アンケート：全３パターン 注）変容の質問内容は、垂直か水平かで異なる。また世代によっても異なる。
垂直アンケート：全４パターン

○

×

水平

普通

理科は好きか等

高等以上Ｖer.　（全１６項目）

⑦

垂直

普通

理科は好きか等

高等以上Ｖer.　（全１６項目）

※属性（問４）：　属性を見るための質問。５つの項目に対して、気持ちの度合いを答える。例：理科は好きか
※リテラシークラスタ：　属性を見るための質問。ただし、２０歳以上にしか使えない。

⑤

幼～小 小～中
高等学校・高等教育

子育・壮年 熟年・高齢
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3 
 

【水平調査】プログラム受講後

おとなの人といっしょによんでください。

※保護者の方へ
「PCALi（ピ☆カ☆リ）」
へのご参加、ありがとうございました。
お子さんのアンケートへの回答補助をお願いいたします。
これは知識・学力・知能・教養などをはかるものではありません。
あまり考えすぎず、最初に思いついた答えを書いていただければ結構です。

１．「開催館」にきたのは
・はじめて ・２回め ・３回め ・４回めよりおおい

２．「タイトル」にいっしょにさんかした人はいますか（複数選択可）。あなたをいれてなん人ですか。
・友だち ・おや ・きょうだい ・おじいさん・おばあさん
・そのほかのしんせき ・そのほか（　　　　　　）

合計（　　　　　）人

4 3 2 1

そうおもう ややそうおもう
あまりそうおも

わない
そうおもわない

そうおもう ややそうおもう
あまりそうおも

わない
そうおもわない

そうおもう ややそうおもう
あまりそうおも

わない
そうおもわない

そうおもう ややそうおもう
あまりそうおも

わない
そうおもわない

そうおもう ややそうおもう
あまりそうおも

わない
そうおもわない

4 3 2 1

そうおもう ややそうおもう
あまりそうおも

わない
そうおもわない

そうおもう ややそうおもう
あまりそうおも

わない
そうおもわない

そうおもう ややそうおもう
あまりそうおも

わない
そうおもわない

５．今日の「タイトル」のねらいはなんだとおもいますか。じゆうにかいてください。

３．あなたはりか（かがく）やしゃかい、れきし、びじゅつについてどうかんじますか。こたえを１つずつえらんでください。

りか（かがく）はとくいなほうだ。

４．あなたは「タイトル」にさんかしてみてどうかんじましたか。こたえを１つずつえらんでください。

わかりやすかった。

これからのせいかつにやくだちそうだ。

たのしかった。

りか（かがく）はすきだ。

しゃかいのできごとをしりたいとおもう。

いろいろなことのれきしがすきだ。

えをみたりかいたりするのがすきだ。

水平

（幼～小）

ひらがな。

1
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4 3 2 1 0

か
ん
じ

る そうおもう ややそうおもう
あまりそうおも

わない
そうおもわない わからない

し
る

そうおもう ややそうおもう
あまりそうおも

わない
そうおもわない わからない

か
ん
が

え
る

そうおもう ややそうおもう
あまりそうおも

わない
そうおもわない わからない

こ
う
ど

う
す
る

そうおもう ややそうおもう
あまりそうおも

わない
そうおもわない わからない

６．「タイトル」にさんかしたあとのあなたについておしえてください。こたえを１つずつえらんでください。
（※保護者の方へ。該当するイベントに参加していないと思う場合、あるいは、お子さんから答えを引き出すことが難しい場合な
どは、「わからない」を選択してください。）

「テーマ」について、おもしろいとおもう。

「テーマ」について、どうして「仕組み」か、かぞくや友だち、がっ
こうのせんせいにせつめいできる。

こんかいのイベントで「テーマ」について、くわしくしらべたいこと
がみつかった。

「テーマ」についてあたらしくしったことを、かぞくや友だち、がっ
こうのせんせいにしらせたいとおもう。

８．「タイトル」や「PCALi（ピ☆カ☆リ）」について、いけんやかんそうなどをじゆうにかいてください。

ありがとうございました。

７．つぎにさんかするならどのようなテーマがよいですか。こんなこともやってみたい／こんなこともできるようになりたい・・・な
ど、じゆうにかいてください。
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【垂直調査】パスポート取得時と、毎年１回

おとなの人といっしょによんでください。

※保護者の方へ
「PCALi（ピ☆カ☆リ）」
へのご参加、ありがとうございました。
お子さんのアンケートへの回答補助をお願いいたします。
これは知識・学力・知能・教養などをはかるものではありません。
あまり考えすぎず、最初に思いついた答えを書いていただければ結構です。

かいすう

回

回

回

回

回

回

回

回

回すいぞくかん

●総合博物館（人文科学及び自然科学に関する資料を収集・保管・展示するもの。例：旭川市博物館、千葉県立
中央博物館、滋賀県立琵琶湖博物館、九州大学総合研究博物館）
●科学博物館（主として自然科学に関する資料を収集・保管・展示するもの。例：旭川市科学館サイパル、郡山市
ふれあい科学館スペースパーク、ムシテックワールド、ミュージアムパーク茨城県自然博物館、神奈川県立生命の
星・地球博物館、科学技術館、タマンピンターサイエンスパーク、国立科学博物館）
●歴史博物館（主として歴史及び民俗に関する資料を収集・保管・展示するもの。例：滋賀県平和祈念館）
●美術博物館（美術に関する資料を収集・保管・展示するもの。例：九州産業大学美術館）
●野外博物館（戸外の自然の景観及び家屋等の形態を展示するもの。例：日本民家集落博物館）
●動物園（主として動物を育成してその生態を展示するもの。例：旭川市旭山動物園）
●動植物園（動物・植物を育成してその生態を展示するもの。例：福岡市動植物園）
●水族館（主として魚類を育成してその生態を展示するもの。例：海の中道海洋生態科学館　マリンワールド海の
中道）

１．あなたはなぜ「PCALi（ピ☆カ☆リ）」にさんかしようと思いましたか。じゆうにかいてください。

２．あなたは、この１ねんかんにはくぶつかんへ何回ぐらい行きましたか。また、あなたがはくぶつかんへ行くのはどうしてです
か。りゆうもかいてください。

びじゅつはくぶつかん

かがくはくぶつかん

れきしはくぶつかん

しゅるい りゆう

そうごうはくぶつかん

やがいはくぶつかん

どうぶつえん

しょくぶつえん

どうしょくぶつえん

垂直

（幼～小）

ひらがな。

2

- 342 -



基盤研究（Ｓ）知の循環型社会における対話型博物館生涯学習システムの構築 付録基盤研究（Ｓ）知の循環型社会における対話型博物館生涯学習システムの構築 
付録 

6 
 

 

4 3 2 1

そうおもう
ややそうお

もう
あまりそう
おもわない

そうおもわ
ない

そうおもう
ややそうお

もう
あまりそう
おもわない

そうおもわ
ない

そうおもう
ややそうお

もう
あまりそう
おもわない

そうおもわ
ない

そうおもう
ややそうお

もう
あまりそう
おもわない

そうおもわ
ない

そうおもう
ややそうお

もう
あまりそう
おもわない

そうおもわ
ない

・ある ・ない

「ある」とこたえたひとは、どんなイベントだったかおしえてください。

４．あなたはりか（かがく）やしゃかい、れきし、びじゅつについてどうかんじますか。こたえを１つずつえらんでください。

りか（かがく）はとくいなほうだ。

りか（かがく）はすきだ。

３．かぞくや友だち、がっこうのせんせいにすすめたいと思う「はくぶつかんのつかいかたやあそびかた」はありますか。あれば
おしえてください。

５．（初回のみの設問）
「PCALi（ピ☆カ☆リ）」のイベントにさんかするまえに、はくぶつかんでのイベントにさんかしたことがありましたか。

しゃかいのできごとをしりたいとおもう。

いろいろなことのれきしがすきだ。

えをみたりかいたりするのがすきだ。
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そうおもわ
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わからない
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そうおもう
ややそうお

もう
あまりそう
おもわない

そうおもわ
ない

わからない
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ややそうお

もう
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おもわない

そうおもわ
ない

わからない

こ
う
ど

う
す
る
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ややそうお

もう
あまりそう
おもわない

そうおもわ
ない

わからない

みのまわりのしぜんやふしぎなできごとについて、おもしろいと
おもう。

みのまわりのしぜんでおこっていることのしくみや、きかいのう
ごくしくみについて、かぞくや友だち、がっこうのせんせいにせ
つめいできる。

６．（初回の設問文）
いまのあなたのかんがえについてこたえてください。こたえを１つずつえらんでください。
（※保護者の方へ。お子さんから答えを引き出すことが難しい場合は、「わからない」を選択してください。）

６．（２回目以降の設問文）
あなたが「PCALi（ピ☆カ☆リ）」のイベントにさんかするようになってからじかんがたちましたね。いままであなたがさんかしたイ
ベントがしたにかかれています。それを見ながら、いまのあなたについておしえてください。こたえを１つずつえらんでください。
（※保護者の方へ。例：「みのまわりの自然」とは、例えば草花や天気のこと…というように補足をしながらお子さんの回答を引
き出してください。なお、該当するイベントに参加していないと思う場合、あるいは、お子さんから答えを引き出すことが難しい場
合などは、「わからない」を選択してください。）

この１ねんかんでくわしくしらべたいことがみつかった。

あたらしくしったことを、たとえばかぞくや友だち、がっこうのせ
んせいにしらせたいとおもう。

0回 1回 2回 3回 4回 5回以上

0回 1回 2回 3回 4回 5回以上

0回 1回 2回 3回 4回 5回以上

0回 1回 2回 3回 4回 5回以上

0回 1回 2回 3回 4回 5回以上

0回 1回 2回 3回 4回 5回以上

0回 1回 2回 3回 4回 5回以上

地域の環境に関する社会的活動（環境美化、リサ
イクル活動、牛乳パックの回収活動など）

地域の復興・防災・災害対策に関する社会的活
動（自主防災活動や災害援助活動、子どもの登
下校時の安全監視など）

地域の経済・産業・観光（観光ボランティアなど），
社会福祉・人権（介護など），対外的活動（留学生
援助など），その他の社会的活動

サイエンスカフェなどの交流的活動

博物館等の展示解説・ボランティア（調査研究協
力、展示説明など）

学校支援活動（学校でのクラブ活動における指導
など）

科学フォーラム・学会発表（学会活動、フォーラム
等の開催など）

７．この１ねんかんに「PCALi（ピ☆カ☆リ）」のイベントをきっかけに、下にあるぎょうじにさんかしましたか。さんかしたかいすうを
おしえてください。かんじがむずかしいので、おとなの人によんでもらってください。
（※保護者の方へ。分かる範囲でお答えください。）
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ありがとうございました。

９．「PCALi（ピ☆カ☆リ）」について、いけんやかんそうなどをじゆうにかいてください。

８．７ばんのしつもんで、１どでも「１」～「５」のどれかをえらんだ人にしつもんします。なんのプログラムにいつどこでさんかしまし
たか。
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【水平調査】プログラム受講後

「タイトル」
へのご参加、ありがとうございました。
アンケートにご協力いただければ幸いです。
これは知識・学力・知能・教養などをはかるものではありません。
あまり考えすぎず、最初に思いついた答えを書いていただければ結構です。

１．「開催館」に来たのは
・初めて ・２回目 ・３回目 ・４回目以上

２．「タイトル」に一緒に参加した人はいますか（複数選択可）。また、自分をいれて何人ですか。
・いない ・友人 ・親 ・きょうだい ・祖父母 ・子

・その他親戚 ・恋人 ・その他（　　　　　　）

合計（　　　　　）人

4 3 2 1
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ややそう思

う
あまりそう
思わない

そう思わな
い

そう思う
ややそう思

う
あまりそう
思わない

そう思わな
い

そう思う
ややそう思

う
あまりそう
思わない

そう思わな
い

そう思う
ややそう思

う
あまりそう
思わない

そう思わな
い

そう思う
ややそう思

う
あまりそう
思わない

そう思わな
い

4 3 2 1

そう思う
ややそう思

う
あまりそう
思わない

そう思わな
い

そう思う
ややそう思

う
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そう思う
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う
あまりそう
思わない

そう思わな
い

５．今日の「タイトル」のねらいは何だと思いますか。自由に書いてください。

３．あなたは理科（科学）や社会、歴史、美術についてどう感じますか。それぞれの項目に対して、最も近いと思うものを選んでくださ
い。

理科（科学）は得意なほうだ。

社会の出来事に興味がある。

色々なことの歴史が好きだ。

絵を観たり描いたりするのが好きだ。

理科(科学)は好きだ。

４．あなたは「タイトル」に参加してみてどう感じましたか。それぞれの項目に対して、最も近いと思うものを選んでください。

わかりやすかった。

楽しかった。

今後の生活に役立ちそうだ。

水平

（小～中）

やさしい言葉づかい。

3
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そう思う ややそう思う
あまりそう思わ

ない
そう思わない わからない

行
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る そう思う ややそう思う
あまりそう思わ

ない
そう思わない わからない

知
る
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「テーマ」について、どうして「仕組み」か、家族や友達、学校の
先生に説明できる。

科学的に考えれば、世の中のすべてのことについて説明でき
ると思う。

「テーマ」について、さらに知りたいこと、疑問に思うことを見つ
けることができた。

「テーマ」について、自分の疑問やその時に生じた考え方を、
友達や家族、学校の先生に伝えようと思う。

今日取り上げた「テーマ」について、さらに調べたいと思う。

６．「タイトル」に参加した後のあなたについて教えてください。それぞれの項目に対して、あなたの考え・態度に最も近いと思う
ものを選んでください。あてはまるイベントに参加していないと思う場合、あるいは、どう答えてよいかわからない場合は、「わか
らない」を選択してください。

「テーマ」について、興味・関心がある。

８．「タイトル」や「PCALi（ピ☆カ☆リ）」について、意見や感想などを自由に書いてください。

ありがとうございました。

７．次に参加するならどのようなテーマが良いですか。こんなことも体験したい／こんな力を身につけたい／こんなことをやって
みたい（例：リサイクル活動）・・・など、自由に書いてください。

- 347 -



基盤研究（Ｓ）知の循環型社会における対話型博物館生涯学習システムの構築 付録基盤研究（Ｓ）知の循環型社会における対話型博物館生涯学習システムの構築 
付録 

11 
 

 

【垂直調査】パスポート取得時と、毎年１回

「PCALi（ピ☆カ☆リ）」
へのご参加、ありがとうございました。
アンケートにご協力いただければ幸いです。
これは知識・学力・知能・教養などをはかるものではありません。
あまり考えすぎず、最初に思いついた答えを書いていただければ結構です。

回数

回

回

回

回

回

回

回

回

回

１．あなたはなぜ「PCALi（ピ☆カ☆リ）」に参加しようと思いましたか。自由に書いてください。

２．あなたは博物館を過去１年間に何回ぐらい利用しましたか。また、あなたがそれらの場所を利用する理由は何ですか？

美術博物館

館　種 利用する理由

総合博物館

水族館

●総合博物館（人文科学及び自然科学に関する資料を収集・保管・展示するもの。例：旭川市博物館、千葉県立
中央博物館、滋賀県立琵琶湖博物館、九州大学総合研究博物館）
●科学博物館（主として自然科学に関する資料を収集・保管・展示するもの。例：旭川市科学館サイパル、郡山市
ふれあい科学館スペースパーク、ムシテックワールド、ミュージアムパーク茨城県自然博物館、神奈川県立生命の
星・地球博物館、科学技術館、タマンピンターサイエンスパーク、国立科学博物館）
●歴史博物館（主として歴史及び民俗に関する資料を収集・保管・展示するもの。例：滋賀県平和祈念館）
●美術博物館（美術に関する資料を収集・保管・展示するもの。例：九州産業大学美術館）
●野外博物館（戸外の自然の景観及び家屋等の形態を展示するもの。例：日本民家集落博物館）
●動物園（主として動物を育成してその生態を展示するもの。例：旭川市旭山動物園）
●動植物園（動物・植物を育成してその生態を展示するもの。例：福岡市動植物園）
●水族館（主として魚類を育成してその生態を展示するもの。例：海の中道海洋生態科学館　マリンワールド海の
中道）

科学博物館

歴史博物館

野外博物館

動物園

植物園

動植物園

垂直

（小～中）

やさしい言葉づかい。

4

３．あなたのおすすめの博物館の使い方は何ですか。誰にどんな使い方をすすめたいですか。
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・ある ・ない

「ある」と答えた方は、その時のテーマや内容について教えてください。

５．（初回のみの設問）
「PCALi（ピ☆カ☆リ）」のイベントに参加する前に博物館でのイベントに参加したことがありましたか。

４．あなたは理科（科学）や社会、歴史、美術についてどう感じますか。それぞれの項目に対して、現在のあなたの考え・態度に最も
近いと思うものを選んでください。

理科（科学）は得意なほうだ。

理科(科学)は好きだ。

社会の出来事に興味がある。

色々なことの歴史が好きだ。

絵を観たり描いたりするのが好きだ。

4 3 2 1 0
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行
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う
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そう思わな
い

わからない

身の回りの自然現象や科学技術の仕組みを、家族や友達、学
校の先生に説明できる。

科学的に考えれば、世の中のすべてのことについて説明でき
ると思う。

この１年間で新たに学んだこと、または「PCALi（ピ☆カ☆リ）」
のイベントで取り上げられたテーマについて、さらに知りたいこ
と、疑問に思うことを見つけることができた。

６．（初回の設問文）
今のあなたの考えについて答えてください。それぞれの項目に対して、あなたの考え・態度に最も近いと思うものを選んでくだ
さい。どう答えてよいかわからない場合などは、「わからない」を選択してください。

６．（２回目以降の設問文）
あなたが「PCALi（ピ☆カ☆リ）」のイベントに参加するようになってから時間が経ちましたね。下に表示するあなたのイベント参
加履歴を振り返りながら、今のあなたについて教えてください。それぞれの項目に対して、あなたの考え・態度に最も近いと思
うものを選んでください。あてはまるイベントに参加していないと思う場合、あるいは、どう答えてよいかわからない場合は、「わ
からない」を選択してください。

自分の疑問やその時に生じた考え方を、家族や友達、学校の
先生に伝えようと思う。

身近な出来事や科学に関係する話題について、興味・関心が
ある。

この１年間で新たに学んだこと、または「PCALi（ピ☆カ☆リ）」
のイベントで取り上げられたテーマについて、さらに調べたいと
思う。

知
る

感
じ
る
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0回 1回 2回 3回 4回 5回以上

0回 1回 2回 3回 4回 5回以上

0回 1回 2回 3回 4回 5回以上

0回 1回 2回 3回 4回 5回以上

0回 1回 2回 3回 4回 5回以上

0回 1回 2回 3回 4回 5回以上

0回 1回 2回 3回 4回 5回以上

ありがとうございました。

８．上記の問で、一度でも「１」～「５」のどれかを選択した人に質問します。何のプログラムにいつどこで参加しましたか。

９．「PCALi（ピ☆カ☆リ）」について、意見・感想などを自由に書いてください。

地域の環境に関する社会的活動（環境美化、リサ
イクル活動、牛乳パックの回収活動など）

地域の復興・防災・災害対策に関する社会的活
動（自主防災活動や災害援助活動、子どもの登
下校時の安全監視など）

地域の経済・産業・観光（観光ボランティアなど），
社会福祉・人権（介護など），対外的活動（留学生
援助など），その他の社会的活動

サイエンスカフェなどの交流的活動

博物館等の展示解説・ボランティア（調査研究協
力、展示説明など）

学校支援活動（学校でのクラブ活動における指導
など）

科学フォーラム・学会発表（学会活動、フォーラム
等の開催など）

７．過去一年間に「PCALi（ピ☆カ☆リ）」のイベントをきっかけに、以下の行事に参加しましたか。その回数を教えてください。
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【水平調査】プログラム受講後

「タイトル」
にご参加いただき誠にありがとうございました。
アンケートにご協力いただければ幸いです。
これは知識・学力・知能・教養などをはかるものではありません。
あまり考えすぎず、最初に思いついた答えを書いていただければ結構です。

１．「開催館」に来たのは
・初めて ・２回目 ・３回目 ・４回目以上

２．「タイトル」に一緒に参加した方はいらっしゃいますか（複数選択可）。また、自分を含めて何人ですか。
・いない ・友人 ・親 ・きょうだい ・祖父母 ・子
・配偶者 ・その他親戚 ・恋人 ・その他（　　　　　　）

合計（　　　　　）人
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５．今日の「タイトル」のねらいは何だと思いますか。自由に書いてください。

理科(科学)は好きだ。

３．あなたは理科（科学）や社会、歴史、美術についてどう感じますか。それぞれの項目に対して、最も近いと思うものを選んでくださ
い。

理科（科学）は得意なほうだ。

社会の出来事に興味がある。

色々なことの歴史が好きだ。

絵を観たり描いたりするのが好きだ。

４．あなたは「タイトル」に参加してみてどう感じましたか。それぞれの項目に対して、最も近いと思うものを選んでください。

わかりやすかった。

楽しかった。

今後の生活に役立ちそうだ。

水平

（高等学校・高等教育）

（子育・壮年）

（熟年・高齢）

5
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そう思わない わからない

そう思う ややそう思う
あまりそう思わ

ない
そう思わない わからない

そう思う ややそう思う
あまりそう思わ

ない
そう思わない わからない

８．「タイトル」および「PCALi（ピ☆カ☆リ）」について、ご意見・ご感想など自由に書いてください。

ありがとうございました。

「テーマ」について、いろいろな情報や知識を使って考えること
ができる。

「テーマ」について、自分なりの根拠をもって考えることができ
る。

「テーマ」に関連する職業に興味をもっている。

６．「タイトル」に参加した後のあなたについて教えてください。それぞれの項目に対して、あなたの考え・態度に最も近いと思う
ものを選んでください。該当するイベントに参加していないと思う場合、あるいは、どう答えてよいかわからない場合は、「わから
ない」を選択してください。

今日取り上げた「テーマ」について、さらに調べたいと思う。

「テーマ」について、興味・関心がある。

人々が豊かに生きる社会にするために、自分なりに貢献しよう
と思う。

「テーマ」について、どうして「仕組み」か、人に説明できる。

「テーマ」について、さらに知りたいこと、疑問に思うことを見つ
けることができた。

科学の発見や、技術の発展によって、新たな発見や発展が生
み出された事例を挙げることができる。

「テーマ」について、自分の疑問やその時に生じた考え方を、
人に伝えようと思う。

自分が出した結論に対し、別の様々な角度から検証すること
ができる。

ある場面で自分の持っている知識を活用して、様々な人の意
見を調整しようと思う。

自分の身の周りや社会の問題にも科学的根拠を利用して判断
しようと思う。

新しく科学技術を利用した仕組みを導入しようとするときに、利
用しようとする科学技術のメリットとともに、それがもたらすデメ
リットも考慮して自分の結論を出そうと思う。

７．次に参加するならどのようなテーマが良いですか。こんな分野のことを体験したい／こんな能力を身に付けたい／こんな社
会貢献に興味がある　・・・など、自由に書いてください。

行
動
す
る

考
え
る

知
る

感
じ
る

今まで正しいとされてきたことがらが、科学の発見や技術の発
展によって変わってしまうことがあると思う。

「テーマ」によって、我々の生活が変化してきたことが説明でき
る。
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【垂直調査】パスポート取得時と、毎年１回

「PCALi（ピ☆カ☆リ）」
にご参加いただき誠にありがとうございました。
アンケートにご協力いただければ幸いです。
これは知識・学力・知能・教養などをはかるものではありません。
あまり考えすぎず、最初に思いついた答えを書いていただければ結構です。

回数

回

回

回

回

回

回

回

回

回

野外博物館

動物園

植物園

動植物園

美術博物館

館　種 利用する理由

総合博物館

科学博物館

歴史博物館

１．あなたが「PCALi（ピ☆カ☆リ）」に参加しようと思った理由は何ですか。自由に書いてください。

２．あなたは博物館を過去１年間に何回ぐらい利用しましたか。また、あなたがそれらの場所を利用する理由は何ですか？

水族館

●総合博物館（人文科学及び自然科学に関する資料を収集・保管・展示するもの。例：旭川市博物館、千葉県立
中央博物館、滋賀県立琵琶湖博物館、九州大学総合研究博物館）
●科学博物館（主として自然科学に関する資料を収集・保管・展示するもの。例：旭川市科学館サイパル、郡山市
ふれあい科学館スペースパーク、ムシテックワールド、ミュージアムパーク茨城県自然博物館、神奈川県立生命の
星・地球博物館、科学技術館、タマンピンターサイエンスパーク、国立科学博物館）
●歴史博物館（主として歴史及び民俗に関する資料を収集・保管・展示するもの。例：滋賀県平和祈念館）
●美術博物館（美術に関する資料を収集・保管・展示するもの。例：九州産業大学美術館）
●野外博物館（戸外の自然の景観及び家屋等の形態を展示するもの。例：日本民家集落博物館）
●動物園（主として動物を育成してその生態を展示するもの。例：旭川市旭山動物園）
●動植物園（動物・植物を育成してその生態を展示するもの。例：福岡市動植物園）
●水族館（主として魚類を育成してその生態を展示するもの。例：海の中道海洋生態科学館　マリンワールド海の
中道）

垂直

（高等学校・高等教育

の１９以下）
6

３．あなたのおすすめの博物館活用法は何ですか。誰にどんな活用法をすすめたいですか。
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「ある」と答えた方は、その時のテーマや内容について教えてください。

４．あなたは理科（科学）や社会、歴史、美術についてどう感じますか。それぞれの項目に対して、現在のあなたの考え・態度に最も
近いと思うものを選んでください。

５．（初回のみの設問）
「PCALi（ピ☆カ☆リ）」のイベントに参加する前に博物館でのイベントに参加したことがありましたか。

理科（科学）は得意なほうだ。

理科(科学)は好きだ。

社会の出来事に興味がある。

色々なことの歴史が好きだ。

絵を観たり描いたりするのが好きだ。
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６．（初回の設問文）
今のあなたの考えについて答えてください。それぞれの項目に対して、あなたの考え・態度に最も近いと思うものを選んでくだ
さい。どう答えてよいかわからない場合などは、「わからない」を選択してください。

６．（２回目以降の設問文）
あなたが「PCALi（ピ☆カ☆リ）」のイベントに参加するようになってから時間が経ちましたね。下に表示するあなたのイベント参
加履歴を振り返りながら、今のあなたについて教えてください。それぞれの項目に対して、あなたの考え・態度に最も近いと思
うものを選んでください。あてはまるイベントに参加していないと思う場合、あるいは、どう答えてよいかわからない場合は、「わ
からない」を選択してください。

知
る

感
じ
る

科学の発見や、技術の発展によって、新たな発見や発展が生
み出された事例を挙げることができる。

人類の科学技術の進歩によって、我々の生活が変化してきた
ことが説明できる。

今まで正しいとされてきたことがらが、科学の発見や技術の発
展によって変わってしまうことがあると思う。

身の回りの自然現象や科学技術の仕組みを、人に説明でき
る。

人々が豊かに生きる社会にするために、自分なりに貢献しよう
と思う。

この１年間で新たに知ったこと、または「PCALi（ピ☆カ☆リ）」
のイベントで取り上げられたテーマに関連する職業に興味を
もっている。

この１年間で新たに知ったこと、または「PCALi（ピ☆カ☆リ）」
のイベントで取り上げられたテーマについて、さらに調べたいと
思う。

身近な出来事や科学に関係する話題について、興味・関心が
ある。
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自分の身の周りや社会の問題にも科学的根拠を利用して判断
しようと思う。

新しく科学技術を利用した仕組みを導入しようとするときに、利
用しようとする科学技術のメリットとともに、それがもたらすデメ
リットも考慮して自分の結論を出そうと思う。

ある場面で自分の持っている知識を活用して、様々な人の意
見を調整しようと思う。

この１年間で新たに学んだこと、または「PCALi（ピ☆カ☆リ）」
のイベントで取り上げられたテーマについて、さらに知りたいこ
と、疑問に思うことを見つけることができた。

この１年間で新たに知ったこと、または「PCALi（ピ☆カ☆リ）」
のイベントで取り上げられたテーマについて、いろいろな情報
や知識を使って考えることができる。

行
動
す
る

考
え
る この１年間で新たに知ったこと、または「PCALi（ピ☆カ☆リ）」

のイベントで取り上げられたテーマについて、自分なりの根拠
をもって考えることができる。

自分が出した結論に対し、別の様々な角度から検証すること
ができる。

自分の疑問やその時に生じた考え方を、人に伝えようと思う。

0回 1回 2回 3回 4回 5回以上

0回 1回 2回 3回 4回 5回以上

0回 1回 2回 3回 4回 5回以上

0回 1回 2回 3回 4回 5回以上

0回 1回 2回 3回 4回 5回以上

0回 1回 2回 3回 4回 5回以上

0回 1回 2回 3回 4回 5回以上

地域の復興・防災・災害対策に関する社会的活
動（自主防災活動や災害援助活動、子どもの登
下校時の安全監視など）

地域の経済・産業・観光（観光ボランティアなど），
社会福祉・人権（介護など），対外的活動（留学生
援助など），その他の社会的活動

サイエンスカフェなどの交流的活動

博物館等の展示解説・ボランティア（調査研究協
力、展示説明など）

学校支援活動（学校でのクラブ活動における指導
など）

科学フォーラム・学会発表（学会活動、フォーラム
等の開催など）

地域の環境に関する社会的活動（環境美化、リサ
イクル活動、牛乳パックの回収活動など）

７．過去一年間に「PCALi（ピ☆カ☆リ）」のイベントをきっかけに、以下の行事に参加・企画しましたか。その回数を教えてくださ
い。
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参加した方にお尋ねします。何のプログラムにいつどこで参加しましたか。

企画した方にお尋ねします。何のプログラムにいつどこでどのような関わり方をしましたか。

ありがとうございました。

９．「PCALi（ピ☆カ☆リ）」について、意見・感想などを自由に書いてください。

８．上記の問で、一度でも「１」～「５」のどれかを選択した方にお尋ねします。
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【垂直調査】パスポート取得時と、毎年１回

「PCALi（ピ☆カ☆リ）」
にご参加いただき誠にありがとうございました。
アンケートにご協力いただければ幸いです。
これは知識・学力・知能・教養などをはかるものではありません。
あまり考えすぎず、最初に思いついた答えを書いていただければ結構です。

回数

回

回

回

回

回

回

回

回

回

動植物園

総合博物館

館　種 利用する理由

歴史博物館

科学博物館

植物園

動物園

●総合博物館（人文科学及び自然科学に関する資料を収集・保管・展示するもの。例：旭川市博物館、千葉県立
中央博物館、滋賀県立琵琶湖博物館、九州大学総合研究博物館）
●科学博物館（主として自然科学に関する資料を収集・保管・展示するもの。例：旭川市科学館サイパル、郡山市
ふれあい科学館スペースパーク、ムシテックワールド、ミュージアムパーク茨城県自然博物館、神奈川県立生命の
星・地球博物館、科学技術館、タマンピンターサイエンスパーク、国立科学博物館）
●歴史博物館（主として歴史及び民俗に関する資料を収集・保管・展示するもの。例：滋賀県平和祈念館）
●美術博物館（美術に関する資料を収集・保管・展示するもの。例：九州産業大学美術館）
●野外博物館（戸外の自然の景観及び家屋等の形態を展示するもの。例：日本民家集落博物館）
●動物園（主として動物を育成してその生態を展示するもの。例：旭川市旭山動物園）
●動植物園（動物・植物を育成してその生態を展示するもの。例：福岡市動植物園）
●水族館（主として魚類を育成してその生態を展示するもの。例：海の中道海洋生態科学館　マリンワールド海の
中道）

水族館

１．あなたが「PCALi（ピ☆カ☆リ）」に参加しようと思った理由は何ですか。自由に書いてください。

２．あなたは博物館を過去１年間に何回ぐらい利用しましたか。また、あなたがそれらの場所を利用する理由は何ですか？

野外博物館

美術博物館

垂直

（高等教育の２０歳以上）

（子育て・壮年）

（熟年・高齢）

7

３．あなたのおすすめの博物館活用法は何ですか。誰にどんな活用法をすすめたいですか。
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理科（科学）は得意なほうだ。

理科(科学)は好きだ。

社会の出来事に興味がある。

色々なことの歴史が好きだ。

絵を観たり描いたりするのが好きだ。

科学技術についての知識は豊かなほうだ

ものの共通点をとらえるのが得意だ

科学技術についてもっと知りたい

５．それぞれの項目に対して、現在のあなたの考え・態度に最も近いものを選んでください。

地域社会分野に興味がある

福祉分野に興味がある

文化分野に興味がある

４．あなたは理科（科学）や社会、歴史、美術についてどう感じますか。それぞれの項目に対して、現在のあなたの考え・態度に最も
近いと思うものを選んでください。

経済分野に興味がある

科学的な発見や新技術の開発は社会や人間を豊かにする

社会の中に科学的な考え方が浸透するとよい

科学技術に関する理解は日常生活に役立つ

・ある ・ない

「ある」と答えた方は、その時のテーマや内容について教えてください。

６．（初回のみの設問）
「PCALi（ピ☆カ☆リ）」のイベントに参加する前に博物館でのイベントに参加したことがありましたか。

- 358 -



基盤研究（Ｓ）知の循環型社会における対話型博物館生涯学習システムの構築 付録基盤研究（Ｓ）知の循環型社会における対話型博物館生涯学習システムの構築 
付録 

22 
 

 
 

4 3 2 1 0

そう思う
ややそう思

う
あまりそう
思わない

そう思わな
い

わからない

そう思う
ややそう思

う
あまりそう
思わない

そう思わな
い

わからない

そう思う
ややそう思

う
あまりそう
思わない

そう思わな
い

わからない

そう思う
ややそう思

う
あまりそう
思わない

そう思わな
い

わからない

そう思う
ややそう思

う
あまりそう
思わない

そう思わな
い

わからない

そう思う
ややそう思

う
あまりそう
思わない

そう思わな
い

わからない

そう思う
ややそう思

う
あまりそう
思わない

そう思わな
い

わからない

そう思う
ややそう思

う
あまりそう
思わない

そう思わな
い

わからない

そう思う
ややそう思

う
あまりそう
思わない

そう思わな
い

わからない

そう思う
ややそう思

う
あまりそう
思わない

そう思わな
い

わからない

そう思う
ややそう思

う
あまりそう
思わない

そう思わな
い

わからない

そう思う
ややそう思

う
あまりそう
思わない

そう思わな
い

わからない

そう思う
ややそう思

う
あまりそう
思わない

そう思わな
い

わからない

そう思う
ややそう思

う
あまりそう
思わない

そう思わな
い

わからない

そう思う
ややそう思

う
あまりそう
思わない

そう思わな
い

わからない

そう思う
ややそう思

う
あまりそう
思わない

そう思わな
い

わからない

自分の疑問やその時に生じた考え方を、人に伝えようと思う。

７．（初回の設問文）
今のあなたの考えについて答えてください。それぞれの項目に対して、あなたの考え・態度に最も近いと思うものを選んでくだ
さい。どう答えてよいかわからない場合などは、「わからない」を選択してください。

７．（２回目以降の設問文）
あなたが「PCALi（ピ☆カ☆リ）」のイベントに参加するようになってから時間が経ちましたね。下に表示するあなたのイベント参
加履歴を振り返りながら、今のあなたについて教えてください。それぞれの項目に対して、あなたの考え・態度に最も近いと思
うものを選んでください。あてはまるイベントに参加していないと思う場合、あるいは、どう答えてよいかわからない場合は、「わ
からない」を選択してください。

身の回りの自然現象や科学技術の仕組みを、人に説明でき
る。

今まで正しいとされてきたことがらが、科学の発見や技術の発
展によって変わってしまうことがあると思う。

人類の科学技術の進歩によって、我々の生活が変化してきた
ことが説明できる。

科学の発見や、技術の発展によって、新たな発見や発展が生
み出された事例を挙げることができる。

この１年間で新たに学んだこと、または「PCALi（ピ☆カ☆リ）」
のイベントで取り上げられたテーマについて、さらに知りたいこ
と、疑問に思うことを見つけることができた。

この１年間で新たに知ったこと、または「PCALi（ピ☆カ☆リ）」
のイベントで取り上げられたテーマについて、いろいろな情報
や知識を使って考えることができる。

この１年間で新たに知ったこと、または「PCALi（ピ☆カ☆リ）」
のイベントで取り上げられたテーマについて、自分なりの根拠
をもって考えることができる。

自分が出した結論に対し、別の様々な角度から検証すること
ができる。

身近な出来事や科学に関係する話題について、興味・関心が
ある。

この１年間で新たに知ったこと、または「PCALi（ピ☆カ☆リ）」
のイベントで取り上げられたテーマについて、さらに調べたいと
思う。

この１年間で新たに知ったこと、または「PCALi（ピ☆カ☆リ）」
のイベントで取り上げられたテーマに関連する職業に興味を
もっている。
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知
る

感
じ
る

自分の身の周りや社会の問題にも科学的根拠を利用して判断
しようと思う。

新しく科学技術を利用した仕組みを導入しようとするときに、利
用しようとする科学技術のメリットとともに、それがもたらすデメ
リットも考慮して自分の結論を出そうと思う。

ある場面で自分の持っている知識を活用して、様々な人の意
見を調整しようと思う。

人々が豊かに生きる社会にするために、自分なりに貢献しよう
と思う。
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地域の復興・防災・災害対策に関する社会的活
動（自主防災活動や災害援助活動、子どもの登
下校時の安全監視など）

地域の経済・産業・観光（観光ボランティアなど），
社会福祉・人権（介護など），対外的活動（留学生
援助など），その他の社会的活動

サイエンスカフェなどの交流的活動

博物館等の展示解説・ボランティア（調査研究協
力、展示説明など）

学校支援活動（学校でのクラブ活動における指導
など）

科学フォーラム・学会発表（学会活動、フォーラム
等の開催など）

地域の環境に関する社会的活動（環境美化、リサ
イクル活動、牛乳パックの回収活動など）

８．過去一年間に「PCALi（ピ☆カ☆リ）」のイベントをきっかけに、以下の行事に参加・企画しましたか。その回数を教えてくださ
い。

参加した方にお尋ねします。何のプログラムにいつどこで参加しましたか。

企画した方にお尋ねします。何のプログラムにいつどこでどのような関わり方をしましたか。

ありがとうございました。

９．上記の問で、一度でも「１」～「５」のどれかを選択した方にお尋ねします。

１０．「PCALi（ピ☆カ☆リ）」について、意見・感想などを自由に書いてください。
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